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    人物紹介


    



    日向ひゅうが明あ日す太た


    主人公「俺」。高校二年生。女子と妹が苦手。趣味は座禅と写経。


    



    日向ひゅうが今日きょう子こ


    明日太の妹。高校一年生で水球部のホープ。ファン多数だが明日太にベッタリ。


    



    三み剣つるぎ凛りん世ぜ


    高校一年生。水球部で今日子の大親友。プチ凶暴なツンゴラ少女。


    



    草くさ野の小こ麦むぎ


    高校一年生。保健委員で粘菌オタク。ゆるロリ系の腹黒策士。


    



    根ね雪ゆき緋ひ影かげ


    高校一年生。ライバル校の水球部員。今日子ラブのヤンデレ眼帯娘。


    



    比ひ叡えいと高たか野の


    明日太の親友で２年Ｃ組の仏像愛好会の仲間。悟りを開いている。
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     一章　妹よ、それはドジっ娘属性とは言わないぞと思った件


    



    「兄あにっち～、一年のときの教科書ある？」


    　それは七月のはじめ、終わりかけた梅雨の雨が激しく降る金曜日の夜。


    　俺が自分の部屋でゆったりと趣味の写経をたしなんでいるところに、魔ま性しようの妹があらわれた。


    　どれぐらい魔性かというと、お風呂上がりにうっすいタンクトップとパンツだけで、濡ぬれ髪からしたたるしずくを首にまいたタオルに吸わせ、フルーツ牛乳飲みながら兄の部屋に入ってくるぐらい魔性。


    「数Ⅰいちって、兄っちのときと教科書変わってないよね？　貸してくれる？」


    　そのかっこうでずかずかと、俺の聖域であるこの部屋に入ってきて、仏像プラモをかきわけながら勝手に本棚をあさっている。


    　とりあえず、ブラジャーぐらいしろ、妹。そのちっちゃくも大きくもない胸が、重力に引かれて下がりつつも、プリプリした張りと弾力のせいで先っちょが上を向いてる感じのラインが、モロに出まくってるから。


    「ありゃりゃのりゃー？　なんかお寺とか仏像の本とかばっかで、よくわかんないんですけどぉ。兄っち、いっしょに捜してよぉ～」


    　がさごそと本棚の下のほうをあさっている妹は、床に手足をついて、こっちにお尻しりを突きだしている。水中の格闘技と呼ばれる水すい球きゆうをやってるだけあって、腰も足もほどよく健康的に引きしまっていて、なんか目のやり場に困るんだが！
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    　それと、俺の部屋はエアコンがないので、窓を開けて扇風機でがんばってるわけだが、その扇風機の風が妹のタンクトップのすそをひらひらさせて、何かタンクトップに包まれた中身がちらちらと、見えそうな見えなさそうな感じで、ますます目のやり場に困るんだが！


    「ねー兄あにっち、いっしょに捜してくれる？」


    　なお、ここからは個人的な愚痴になるが、妹の部屋にはエアコンがある。女の子は窓を開けてたら痴ち漢かんが入ってくるかもしれないから、ということだが。何となく、兄妹だと兄のほうが粗末に扱われてるような気がするのは、単なる俺の被害妄想ではないに違いない。


    「兄っちってばー。ねーねー兄っち、聞いてる？」


    　ってゆーか、そのちっちゃいパンツは何だ？　エコか？　パンツの布を節約したら、アマゾンの大森林が救われちゃったりするのか？　五年ほど前までは、グンゼのでっかい白パンはいてなかったか？　なんで女は、体がでかくなるのに反比例してパンツの布がちっちゃくなるんだ？


    「あれっ、こんなところにエッチな本発見！」


    「何ーっ！　そんなの、俺持ってないぞ！」


    　俺は、思わず叫んで立ちあがった。


    　すると妹は手足をついたまま、ニヤッと黒い笑みを浮かべて俺のほうを振りかえった。


    「ふふふ。やっと返事したでござるな、兄っちどの」


    　しまった、乗せられた！　っていうか、いつの間に武士になったんだ、妹。もしかして、これが歴女ってやつか？　違うか？


    「兄っちがエッチな本とか持ってないことぐらい、知ってるよ。だって兄っちは、生身の女の子とか興味なくて、仏像萌もえの仏像マニアだもん。邪念がわくような本とか、買ったりしないよね」


    　それがわかっていて、なぜそんな邪念がわくような格好で俺の部屋に入ってくるのか、この妹は？


    　妹のせいで自己紹介が思いっきり遅れてしまったが、俺は日ひゆ向うが明あ日す太た、都立第三高校二年Ｃ組、趣味は仏像。そして妹の今日きよう子こは同じ高校の一年Ａ組、女子水球部のホープ。


    「かわいい妹が困ってるのに、無視するなんてひどくない？　超ひどくなくなくない？」


    　妹は、写経してる俺の横から、間近でじいっと俺をにらんできた。妹がにらんだってちっとも怖くなんかないんだが、風呂上がりであんまり近づかれると、シャンプーのシトラスフローラルな香りがふんわりして、なんか焦あせってしまうわけで。


    「はいはいはいはいはいはいはいはい、うっせーなーもー」


    　俺は妹から逃げるように立ちあがって、本棚の上に積んであった段ボール箱を取った。背伸びしてる俺を、妹がびっくりしたような目で見あげた。


    「うっそ！　兄っち、そんな高いとこ届くの？」


    「ふつうこれぐらい届くだろ」


    「いや無理。そんなところに置いてるとか、ぜんぜん気づかなかった。ほへー、兄あにっちってけっこう背、高かったんだ」


    　なんでそんなことで、妹がこんな感心したような目で俺を見ているのかわからない。


    「高校二年生で百七十センチとか、つまんないぐらい思いっきり平均身長だろ」


    「えー、兄っち百七十もあったんだ！」


    「あ、いや。ちょっと、見栄張ったかも。夜にはかったら一六九しかないかも」


    「そんなにあったんだ～……へぇ～へぇへぇ～」


    　妹は、なんかものすごくしげしげと俺を見つめていた。なんかちょっと、くすぐったいから見るのやめろ。


    「そんなことより！　ほれ、本！」


    　俺は段ボール箱を開けて、数Ⅰいちの教科書を妹に押しつけた。


    　妹は、ニコッとうれしそうに笑って、俺の教科書をぎゅっと胸に抱いた。


    　胸というのはつまり、あのノーブラの胸なわけなんですけどね。


    「わーい、ありがとう～！　助かったでござるよ、兄っち」


    　数Ⅰの教科書に胸が押されて、つぶれてる。やわらかさを強調するかのようにはんなりとつぶれて、谷間ができている。っていうか、また武士か。


    「いいから出てけ！」


    「なんでお礼言ってるのに、いきなり怒ってるの？」


    　妹は、ぷうっとハコフグみたいにふくれた。俺は、そんな妹の背中を押して、強引に部屋から追いだそうとした。


    「とにかく出てけって！」


    「ちょ、ちょっと待って、兄っち！　あとシャーペンも一本ちょうだい」


    「シャーペン？」


    「失なくしちゃった」


    「シャーペンぐらい、何本か持ってるだろ？」


    「全部失くした」


    「何だそりゃ。おまえ、教科書も、先週も現代社会か何か失くしてなかったか？」


    「古典もだよ。それも兄っちに、教科書貸してもらったよ。あっそうそう、兄っちの教科書、挿さし絵えの光源氏も清少納言もぜんぶヒゲメガネのラクガキしてたんだけど、まじめに授業受けてる？　ついでに、ラクガキのバリエーションが貧相すぎると思うよ？」


    「ほっとけ！　っていうか、なんでそんな失くし物ばっかなんだ？」


    「あたしドジっ娘こ属性なんだ。テヘ」


    　妹が自分の頭をこぶしでゴッツンコしながら、ペロッと舌を出した。


    「そんな古典的なテヘペロを本当にやる奴、初めて見たわ！　ついでに言っておくと、それはドジっ娘こ属性とは言わない。単なる忘れんぼさんだ」


    「うん、そうなの……最近、なんだか忘れ物とか失なくし物が多いんだよなぁ～。こないだ兄あにっちといっしょに行った遊園地の粘ねん菌きん展で買った粘菌シャーペンも、どこか行っちゃったし」


    　ふう、と妹はため息をついた。


    「粘菌シャーペンって語感がすごく嫌いやなんだが、とりあえず聞いておく。何なんだ、それは」


    「シャーペンの上のところに透明のプラスチックのカプセルがついてて、その中にグロドロした黄緑色のスライムが入ってるの。みんなとおそろいで買って、気に入ってたのになぁ～」


    「それのどこにひかれる要素があって買ったのか、詳しく説明してほしいものだな」


    「えー？　友達とどこかに遊びにいったときって、仲良し記念におそろいのグッズ買ったりしない？　とくに、兄っちが珍しく自分からあたしのこと誘ってくれたときだから、ほんとに大事な思い出の宝物だったんだよ……」


    　仏教ではそういう物欲をいっさい断ち切るから色しき即そく是ぜ空くうなわけだが、さすが仏教で悪魔マーラの化け身しんとされている女によ人にんは物欲に満ちているのだなあ、と俺は釈しや迦かの洞察力につくづく感心した。っていうか、俺との思い出とか言うな妹、なんかドキドキしてしまうだろーが！


    　それはおいといて、なんでそんなに失くしまくってるんだ？　妹は俺の「勝手に部屋に入ってくるな」という言葉だけは華麗に速攻で忘れてずかずか入ってくるのだが、基本的にしっかりしてるから、あんまり忘れ物とかするイメージじゃない。それに、物欲や執着心が強いからこそ、めったに物を失くしたりしないと思うんだけどなあ……？


    「あ。でも、忘れ物のおかげで兄っちに教科書貸してもらえるから、ラッキーかも」


    　妹が、ニコッと笑った。俺は、ドキッとする。


    「な、何がラッキーなんだよ？」


    「だって、兄っちの教科書、変なラクガキもあるけど、大事なところにマーカー引いたり書きこみしたり、すっごく見やすいし。これ見てたら、授業すごく頭に入ってくるし。なんだか、兄っちに家庭教師してもらってるような感じなんだぁ♪」


    　妹が、ニコニコ笑って言った。


    　反則、その邪じや気きのない笑顔は反則！


    「っていうか、うん、むしろ忘れ物もっとするほうがおいしいかもねっ。よーし、パパがんばってもっと忘れ物しちゃうぞぉ～？」


    「するな！」


    　俺は顔から火が吹きだしそうになって、つい雑なツッコミを入れてしまった。


    　でも、兄の威信にかけてそんな真っ赤な顔を死んでも妹に見られるわけにはいかない。俺はあわてて、妹の背中を押して部屋から追いだした。


    「い、いいから教科書持って出ていけ、写経の邪魔すんな！」


    「えー。もっと兄あにっちの部屋で遊びたーい」


    「もう教科書失なくすなよ！」


    　ばたん、と俺はドアを閉めて妹を追いだした。


    　ふーやれやれ……まったく、小学生じゃあるまいし、高校生にもなってあんまりベタベタしてくるなよ、妹。


    　俺は、なんだかどっと疲れた。気を取り直して写経しようと机に向かって筆を取ったけど、色しき即そく是ぜ空くうと書こうとして、


    『色→色気→妹のやつそういえば前までガキだガキだと思ってたけど、なんか最近ちょっとあれだよな……』


    『色→色っぽい→妹のやつそういえばさっき、ノーブラのタンクトップとかシンプルな服装ってかえってあれだよね……』


    『色→色欲→べっ、べつに妹に対してそんな感情抱いだいてるわけじゃないんだからねっ！』


    　ガー！　だめだっ、色即是空の四文字がすでに書けない、「色」で詰まっちゃって書けない！


    　こんな漢字一文字で無限の妄想力を駆りたてるなんて、ありえない。俺は悟りを説いた仏教が好きで、静せい謐ひつな仏像が好きで、Ｃ組の友人・比ひ叡えいと高たか野のの二人とともに仏像愛好会を立ちあげている。


    　そして俺はそいつらといっしょに、グラビアアイドルの写真集のかわりに仏像の写真集を愛めで、エロマンガのかわりに仏教経典を読み、フィギュアのかわりに仏像プラモを作りあげ、休み時間は気になるカワイ子ちゃんの話のかわりに仏ぶつ陀だについて議論をしたりして悟りを開き、そうやって百八つの煩ぼん悩のうなんかとっくに全てぬぐい去ってたはずなのに。


    　これじゃまるで、国語辞典でエッチな単語を見て妄想をふくらませてる中学生じゃないか。友情について論じている文章で「竹ちく馬ばの友」を調べていたら、その隣に「乳首」を見つけてしまって、その説明文の「乳房の先端にある突起」という無む味み乾かん燥そうな文章にすら妄想をふくらませ、そして次に「にゅうぼう、にゅうぼう……」と「乳房」の説明のところにはどんなエロい説明文が書いてあることだろう、とドキドキしながら調べはじめたら、「→ちぶさ」と別の読みの項目に飛ばされて、なんだかおあずけをくらったような、いやでもそのじらされ感がいい、みたいな気分で「ちぶさ、ちぶさ、たちつて、ちぶさ……」と、今だかつてないぐらい国語辞典を舐なめるように活用して、気がついたら竹馬の友とかどっか行ってる、みたいな。


    「って、俺はいったい延々と何を考えてるんだ！　これこそ煩悩じゃないか！　修行が足りなさすぎるわっ、去れ煩悩！」


    　俺は両手でガーッと頭をかいた。


    　お釈しや迦か様さまが菩ぼ提だい樹じゆの下で座禅を組んで悟りを開こうとしたときに、悪魔マーラが煩悩を見せて惑わそうとしたという。男を惑わす女によ人にんは悪魔マーラだ、妹は俺に差しむけられた最大の試練にちがいない。負けるな俺、ここで惑ったら心を悪魔マーラにとらわれてしまう。踏んばるんだ、俺の理性よ……！


    　そのとき、窓の外でピカッと稲妻が光った。


    「ドガシャーン！」


    　至近距離でものすごい音が聞こえた。近くに落ちたみたいだ。それと同時に、フッと電気が消えた。おいおい、停電か？


    　これじゃ写経ができない。っていうか、歯も磨きにいけない。


    　俺は懐中電灯を捜そうとして、立ちあがった。


    　そのとき、窓の外に何か黒い影がいるような気配を感じた。


    「え？」


    　俺は、窓のほうを見る。


    　外は暗い。ザアザアと激しい雨の音だけが聞こえている。


    　もう一度、稲妻が光った。


    　青白い光に照らされて、俺が見たもの……それは、ずぶぬれの女の姿だった。髪から水がしたたり落ち、冷えきった青白い顔色で、両手を窓ガラスに当て、ヤモリのようにへばりついている。


    　顔もガラスにくっつけて、俺のほうを感情も生気も感じさせない、死んだ魚のような両目で見つめている。そして真っ赤な長い舌を出し、ゆっくりした動きで、れろ～ん、とガラスをなめた。


    　俺の心臓が、冷たい手にぎゅっと握られたようになった。


    『ぎゃあああああああ！』


    　本当にびびったときって、人間、意外に声が出ないもんだ。俺は声を出せずに口ばかり金魚みたいにパクパクして、彼女が何者かわからないけど、本能的にこれは逃げなくちゃと感じて、そのとき足の下で何かがすべった。


    　しまった……写経のために積んでた半紙を踏んだ。


    　俺の足の下で、半紙がスルリとすべった。俺の体が一瞬、万有引力から解放される。


    　さらに一瞬後、俺は万有引力の倍返しをくらった。


    「ごすん！」


    　俺の頭が、ありえないぐらいにぶい音を立てた。


    　痛さを感じる間もなく、俺の意識は暗転した。


    



    　暗くら闇やみの中で、何かが見える。


    　ここは水の底か。ぶくぶくとわきあがる泡。もがく小さな手……これは俺の手か？


    　泡の中にただよう、小さな赤いリボン。


    　遠くから聞こえる、小さな泣き声……何て言ってる？


    　明あ日す太た……俺の名前？　深い夢の底から、ゆらめくようなかすかな声で、何度も何度も呼んでる。けれども、最後に……明日太、じゃなくて。


    　……お兄ちゃん、って呼んだ？


    「兄あにっち！」


    　すぐ耳もとで、現実の声。


    　俺は、びっくりして目を覚ました。


    　俺の上に、妹がいた。パジャマ姿で、俺に覆おおいかぶさるようにして手足をついて、ちょっとイラッとしたような顔をして俺を見下ろしていた。


    「もー、高二なんだから、自分でちゃんと起きなよ。ママに言われて、わざわざ起こしにくるほうの身にもなってよね。それと、ちゃんとベッドで寝たら？　寝相悪すぎだしっ、風邪ひいたって看病してあげないんだからね！」


    「あっ……？」


    　俺は、窓の外に目を向けた。


    　空は明るい、雨上がりの青空。軒先からぽつぽつと、しずくが輝きながら落ちている。


    「……今日きよう子こ。ゆうべ、その……窓の外に何か、いなかったか？」


    「窓の外って？」


    　きょとん、と妹は首をかしげた。


    「あ……いや」


    　俺は口ごもる。


    　あれが本当に実在するものだったのかどうか、一瞬だったことと、あまりにも異様だったこととで、俺には自信が持てなかった。


    　もしかしたら、あれは幻だったのかもしれない。俺が妹という煩ぼん悩のうに惑わされたせいであらわれた、悪魔マーラだったのかもしれない。


    　だとすれば、妹には言えない。妹なんかに煩悩を抱いてたなんて、死んでも言えない。今もパステルカラーのパジャマがかわいいとか……っていうか、妹よ。ズボンはどこだっ？


    「おい、ズボンはどうした！」


    「ズボン？」


    「パジャマのズボンだよ！　なんで上着だけなんだ！」


    　俺の上に覆いかぶさっている妹の向こうに、素肌の太ももが二本見えている。短いネグリジェみたいな寝巻きでこれぐらいの短い丈のやつがあるけど、あれはもともとそういう丈だからふーんって感じだけど、パジャマなのにあるべきズボンがないのって、むしろそのほうがエロい気がする。


    「ズボンないんだ」


    「なんでズボンだけないんだよ！」


    「タンスに入ってなかったし。まだ乾いてなかったのかな」


    「うち乾燥機あるだろ」


    「故障中だし。梅雨だから乾かないってママ困ってるじゃん、あたしもパンツが減ってきたから今度『タキオン』に買い足しに行こうと思ってるんだけど……」


    　タキオンというのは、学校から三駅ほどむこうの駅前に去年できた、でっかいショッピングセンターだ。大きいからけっこう店がそろってて、ゲーセンとか映画館まで入ってるらしいけど、ちょっと遠いし、学校の「むこう」の駅だから、通学定期で途中下車して……というわけには行かず、よぶんに運賃がいるので、まだ行ったことはない。


    「……あっそうだ。兄あにっち、いっしょに行かない？」


    　妹は、何かというと俺に引っつきたおす。そして、俺を振りまわす。


    　おかげで俺は、休日ものんびり一人で過ごせない。親友の高たか野の・比ひ叡えいの二人といっしょに、楽しく寺めぐりとか仏像探訪とかしたいのに。


    「断る」


    「でも、一人だと心細いし。行った子に聞いたけど、フードコートのラーメン屋さん、けっこうおいしいらしいし」


    「おまえ、ほんとにラーメン好きだな」


    「好きなのは、ラーメンだけじゃないし」


    　そう言って、妹は突然真顔で、俺の顔をじっと見つめた。


    　妹がそんな真剣な顔になることがめったにないのと、妹のまつげが意外に長かったことによりによってこのタイミングで気づいてしまったりして、俺の心臓に一気にぶわっと血が流れこんだ。


    　やばい。今俺、絶対顔が赤い！


    「と……とりあえず、いつまでそうしてんだよ！　俺の上からどけって！」


    　ずっと俺に覆おおいかぶさっている妹に煩ぼん悩のうを見透かされそうな気がして、俺は目をそらしながらそう言った。


    　ところが妹は、まったく俺の言うことを聞く気配もなく、真上から俺の目をじいっと見つめてくる。


    　妹の目は、めちゃくちゃ大きい。そして、ビー玉みたいに澄みきってる。


    　そして妹は頭を下げてきて、俺のくちびるの……ギリ横のほお。そこに、ごくごく軽く、チュッとくちびるをつけた。


    　マシュマロを押し当てられたみたいな、ふわんとした感触。


    　俺は大きく目を見張った。チュッって何だ、チュッて！


    　あまりのことに、俺は固まってしまった。すると妹は、固まってる俺を見て、急にハッと我にかえり、あわてて俺の上から飛びのいた。


    「あっ……ごっ、ごめっ……なんか、近くで見たら兄あにっちの目ってすごいきれいだったから、つい……って、っていうか、そんな目で見る兄っちのほうが悪いんだからねっ！」


    　ばたばたばた、と妹が部屋を飛びだし、階段を駆けおりていく。


    　なんか……そこは、


    『ほら、だって寝てる人の目を覚まさせるときって、ふつうチューするじゃない？』


    『どんな白雪姫だ！　つーか、もう起きてたし！』


    　みたいな、そういういつもの軽い漫才があってしかるべきじゃないのか？　なんでここで笑いに持ってこないんだ？　しかも、なんで俺が悪いことになってるんだ。


    　笑い飛ばして終わりにしたいのに、そういうことされたら、意識してしまうだろー！


    （うう……どんな顔して朝メシ食えばいいんだ……）


    　俺は、真っ赤になってる自分の顔からちょっとでも血の気を引かせようとして、顔を必死に両手でさする。そして、もう大丈夫かな……と、俺の部屋には鏡がないので（男の部屋はふつうそうだよな？　えっ俺だけ？）、窓に顔を映そうとして窓のほうを見た。


    　そのとき、窓の外で何かの影が、サッと動いた。


    　……何かいる？


    　俺は窓を開け、身を乗りだしてあたりを見まわした。


    　けれど、何もいなかった……気のせいだろうか。


    　妹のことでやましい気持ちになってるから、まわりにビクビクしてしまうんだろうか。それはまさに、悟りが開けてない状態じゃないか。


    （今日、高たか野のと比ひ叡えいにつきあってもらって座禅でも組もう……）


    　俺は煩ぼん悩のうに満ちた自分のふがいなさにため息をつきながら、朝食をとるために一階の台所へ降りていった。


    



    　そして、今朝も俺の罰ゲームのような朝が始まる。


    「兄っち！　もー、また寝グセついてるし！」


    　制服を着て学校へ向かう俺の一歩後ろから、口うるさい妹が文句を言いながらついてくる。俺の後ろを歩きながら、俺の頭のてっぺんでピコピコしているひと束の毛を何とか寝かせようとして、自分のピンクのキティちゃんのヘアブラシで、何度も何度もとかしてくる。


    「寝グセで死んだ人間はいないだろ、ほっとけよ」


    「ほっとけません！　毎朝毎朝、小学生の子供みたいに寝グセつけてっ！　いっしょに歩いて学校に行く妹の身にもなってよねっ？」


    「いっしょに歩いて学校に行かなきゃいいだろうが」


    　妹があんまりベタベタするので、俺はなんだかムズムズして、それでなんだかイライラしながら早足で歩いていた。でも妹は俺よりずっと体力があるから、平気でその早足についてくる。


    「こんなかわいい妹といっしょに学校に行けるんだから、ちょっとぐらい感謝したら？」


    「どこがかわいいんだ」


    「かわいいじゃん。ほらほらウインク、キラッ☆」


    　イラッ☆


    「だいたい、髪がもっさりしすぎてるのよね、兄あにっちは」


    「もうちょっと、年長者への敬意をあらわすような呼称で俺を呼ぶ気はないのか？」


    「ツーブロックとか似合うと思うんだ。兄っちヘアは、サイドとえりあしがもっさりしてるのが、ヤボったいと思うの。このへんバリカンで短く刈ってさ……」


    　話しながら、妹は後ろから俺の首筋を下から上に、さわっとなでた。毛を逆なでされて、俺の全身に嫌いやな感じの震えが走り、ぞわっとした。全身の毛穴が開いたような感覚、とでも言おうか。


    「さわるな、バカ！」


    「今流は行やってるんだよ。上は長く残しておいて……」


    「上が長くてまわりがバリカンって、テクノだろそれ。俺は、そんなゴリッゴリのヘアスタイルは断る」


    「テクノじゃないよ、失礼だなー。もみあげは長く残しておくから、どっちかっていうとワカメちゃんヘアが近い感じ」


    「テクノよりワカメちゃんヘアをリスペクトしてるのか！　っていうか、ワカメちゃんになるって聞かされて、じゃあその髪形にしましょうってふつう思うか？」


    「ワカメだけど、上のほうの毛はナチュラルに軽くしてムースとかでふわふわに仕上げるから、かっこよくなるよ」


    「ワカメちゃんがふわふわワカメちゃんになるだけだろ」


    「まあ食わず嫌いしないで、ワカメだけに」


    「誰がうまいこと言えと」


    「というわけで、こんどあたしが切ってあげるよ。あ、もちろん、あたしと兄っちの小指をつなぐ、見えない赤い糸を切るんじゃないよ？」


    「誰もそんなことは聞いてないし、見えないのに赤いって何だそれは？　釈しや迦かが悟った諸しよ法ほう無む我が、自己や神をふくめた全ての存在とは絶対的なものではなく、時間の流れや他者との関わりの中にたゆたいながら存在する相対的な物である、っていう話なのか？」


    「………………」


    　妹は、二十秒ほど無言で俺の後ろを歩きつづけてから、口を開いた。


    「兄っちは英語がペラペラだねー」


    「今の、英語成分なかったですけど？」


    「せっかく英語しゃべれるんだから、髪形かっこよくしたらぜったいモテるのに」


    「だから、英語はしゃべってないって」


    「じゃ、フランス語？」


    「三百四十キロほど日本に近づいたな、もうひとがんばりだ」


    「そんなことより、髪形！」


    「くそっ、忘れてなかったのか」


    「ツーブロックが嫌いやなら、ほかの髪形でもいいから！　とにかく兄あにっちは、ちょっとは身だしなみに気をつけなよ。けっこうモテるのに」


    「誰がモテるんだよ！」


    「だってほら、けっこう追っかけいるじゃん」


    　妹が、くるりと振りかえった。


    　家から駅へ向かう道には、いつも人だかりができている。それどころか、電柱の陰、建物の壁の後ろ、ときどき電柱のてっぺんとか屋根の上とかありえない場所にも、ギャラリーがひそんでいる。


    　うちの高校の学生、他校の学生、サラリーマン、お店の人。とりあえず、男はみんな妹に注目してる。ついでに俺を見て「なんであんなつまらない顔の奴と……」みたいな憎悪の目を向けてるけど、それはもう慣れてるから気にしない。


    　そして妹は、このありえない人だかりが日常茶飯事なので、「この道人通り多いな～」ぐらいにしか思っていない。自分が注目されてるんだなんて、夢にも思ってない。


    　そんな男どもの中に、ときどき女子が交じっている。そして、こっちをじっと見ている。妹はそれを見て、俺の追っかけだと思ってるわけだ。


    　だが、それは違う。


    　あれは、妹の追っかけなのだ。


    　中学のとき女子校だったことや、水球部で鍛きたえた運動神経、かわいいボーイッシュ系の顔にサバサバした性格があいまって、妹はとにかく、めちゃくちゃ女子にモテる。この小説のタイトルになるほど、ほんとに女子にモテまくってる。


    　でも、妹はそれを知らない。なぜなら妹はかぎりなくピュアで、女同士で好きになるなんて友情以外にありえないと思っているし、そもそもそういう世界が存在していることすら知らないからだ。


    　そして、妹に思いを寄せる女子たちも、妹のそういうピュアなところを汚したくないと思っている。不純同性交友したいのは山々なれど、天使の白さにひかれるがゆえに、真っ白な天使の翼を汚したいとは思っていない。それに、


    「女の子が女の子を好きになるとか、冗談だよね！　ありえなーい☆」


    　という、無邪気な妹のことばに内心傷つきつつ、自分がそんなありえない存在だと妹の前で暴露する勇気もない。むしろ誰かがそれを暴露して、妹が警戒してしまったら、今までどおりの純粋同性交友ですらできなくなってしまう。


    　友情とは別の意味で女に好かれるなんて気持ち悪い……妹は絶対そう言うだろう、と彼女たちは思っている。だからそれよりは親友のままでもいいから、そばにいられる方法を選びたい。そういう事情で彼女たちは、お互いに牽けん制せいしあう形で紳士協定を結んでいる。すなわち、百ゆ合りなんてものがこの世界に存在していることを妹に知られないように、行動しているわけだ。


    　その涙ぐましい努力を俺も知っているから、ここで意地を張って、


    「いや、あの女子もおまえの追っかけだ」


    　なんて無粋なことは言わずに、


    「……ま、まーな……」


    　と、黙って妹に髪の毛をとかされるがままになっていた。


    



    　そのとき、俺の寝グセの髪がぴーんとハネ上がった。


    　何だ……何だか、嫌いやな気配を感じる。ただの寝グセだと思っていたこの毛束、まさか鬼き太た郎ろうの妖よう怪かいレーダーだったのかっ？　悟りを開くための修行のせいで、別方向の能力に開眼してしまったのか？


    「もーっ、せっかく寝かけてた寝グセが復活しちゃったー！　どんだけガンコな寝グセなのー！」


    　妹が、ぶーぶー言いながら俺の髪の毛をブラシでばりばりとかす。痛い痛い痛いっ、でも痛い以上に何か嫌な胸騒ぎがする。何なんだ……？


    　気配は、背後からせまっている。俺が振りかえると、俺たちの後ろから一人の女子が、歩いて追いかけてきていた。


    「日向ひゆうがさん……おはよう……」


    　男にせよ女にせよ、妹を取りかこむ包囲網は、お互いに牽制しあっているためだいたい半径十五メートルぐらい。だが、彼女はそれを突破してきた。


    　うっそりとした笑顔で妹に声をかけたのは、他校の制服を着た女子だった。見かけない顔だ。


    　いや、見かけない顔っていうか……俺の人生において、見かけないタイプだった。


    　背は妹より少し高くて、顔はかなりの美人だ。ところが、なぜか左目には、真新しい眼帯をしていた。ものもらいでもできたんだろうか。


    　右目はまつげが長くて切れ長で、かなりの美人だったけれど、その目には光が無い。死んだ魚のような目をして、ただただうっそりとした無表情だ。


    　学生カバンはカッターナイフでメッタ斬りにしたように、切り刻まれてボロボロになっている。


    　怪しすぎる！　これほど、朝という爽さわやかな時間帯に合わないキャラがこれまでにあっただろうか。


    　俺はドン引きして、思わず三歩後ずさった。妖よう気きを感じて、頭の寝グセはビンビンに立ちあがっている。


    　ところが妹は、彼女の顔を見てニコッと笑った。


    「あっ、根ね雪ゆきさん！　久しぶり！」


    「根雪さん？」


    「都立第四高校一年四組、根雪緋ひ影かげです……。水球部で、フローターバックをしています……」


    　彼女はうつむきながら、ほとんど聞き取れない声でつぶやいた。長い前髪が顔にかかって、表情もほとんど見えない。


    　というか、こんな生気の無い娘が「水中の格闘技」と呼ばれる水球の選手って、ありえなくないか？


    　俺は、妹にささやいた。


    「フローターバックって、プールの底でゆらめきながら泳いでる人の足を引っぱるポジションか？」


    「それファウル。審判に、退水にされちゃうから」


    「じゃあ、ひしゃくで船に水を入れて沈めるポジション？」


    「水球でひしゃく使わないよ」


    　しかし、それ以外にこの生気のない娘に任されるようなポジションが思い浮かばないんだが……？


    「兄あにっち、妹のやってる部活のルールぐらい、ちゃんと覚えようよ！　ぜんぜん試合に来てくれないから、ルールも覚えられないんだよ？」


    　妹は腰に手を当て、ぷうっとほっぺたを膨ふくらませた。


    　俺が水球の試合を観に行かないのは、別に妹の水着を意識してるとかそういう問題じゃない。いや、意識してないといえば嘘うそになるけど、そうじゃなくて、なんか行きたくないんだ。


    　ちょうど、水の底でゆらめきながら足を引っぱる幽霊を見るような……ちょっと、怖いような気持ちだ。ときどき見るあの妙な幻の、水に揺れる赤いリボン、あれを見てぞっとする感じに似ている。あの記憶がいったい何なのか、それともただの夢なのか、よくわからないけれど。


    「フローターバックは、フローターを止めるポジション！　水球は一チーム七名で、そのうちゴールキーパーが一人。相手のゴール前で得点入れるのがフローター、そのフローターをマンツーマンで阻止するのがフローターバック。残り四人が遊撃手で、ドライバーっていうの」


    「朝っぱらから聞いてもいない水球講座どーも。っていうか、そろそろ駅に行かないと快速出るぞ。次の快速まで二十分待ちだぞ？」


    　俺は腕時計を見ながら、イライラして言った。


    　いや、二十分待ちでも別にいいんだ。駅から学校までがんばって走れば、遅刻にはならないから。


    「ちなみに、あたしはフローター。一年生なのに先発のフローターに抜ばつ擢てきされるって、すごいんだよ」


    　もう「えっへん」とセリフで言いそうな勢いで、妹はそっくりかえらせた胸をこぶしでドンと叩たたいた。


    　うん？　ということは、妹がゴールの前でゴールキーパー相手に点を入れる役で、それをぴったりマークして止めるのが、この生気の無い娘ってことか？


    　ぴったりマーク……ってところで、俺はなぜだか背筋がぞくっとした。どうしてだか自分でもわからないけど、嫌いやな予感が……。


    　そんな俺の嫌な予感なんてまったくの杞き憂ゆうだとでもいうかのように、妹は緋ひ影かげを相手にきゃらきゃらと笑ってしゃべっていた。


    「根ね雪ゆきさんって、家こっちだったんだ。あれっ、このへん四高の校区？　じゃないよね？」


    「あ、ええ、ううん……こっち、ってわけじゃないんです……。今朝は、たまたま……」


    「たまたま？　あっ、もしかして病院に行ってた、とか？」


    　妹はそう言って、心配そうに緋影の手を取り、緋影の顔をじっと見つめた。


    「だよねー、その目どうしたん？　春に会ったとき、こんな眼帯してなかったよね？」


    　緋影の青白い顔がそのとき、かすかに赤くなった。ずっとうつむいている上に、御み簾すのようにかかる長い前髪にかくされて、よくは見えなかったけど。


    「あ……ううん……大丈夫です……から」


    　緋影は、ほとんど聞こえないぐらいの声量でつぶやく。水球ってプールの中で全速力で泳ぎまくるから肺活量もかなりいるはずなのに、こんな声量でフローターバックとか、大丈夫なのか？


    「えー、眼帯とか、ぜんぜん大丈夫って感じじゃないよ？　ほんと、どうしたん？」


    　妹は、心配そうな顔で緋影をじいぃーっと見つめた。


    　妹のほうが少し背が低いので、うつむいている緋影の顔を下からのぞきこむような形になる。


    「え……あの、その……」


    「もしかして結膜炎？　もしかしてプールでうつった？」


    「あっ、いやいやいや、ううんっ、それはありません、からっ！　プールは入れますから！　うん、プールはほんと大丈夫、ばっちり入れますからっ、うんっ！」


    　緋影は、あたふたしながら叫んだ。初めて大声を出すのを聞いた。なんで、プールに入れることをそんなに必死に強調する必要があるんだろう？


    「じゃ、どうして眼帯してるん？」


    　妹は緋影の顔をじっと見つめる。緋影は、そのまっすぐな目にとまどったようで、おろおろしながら答えを探していた。


    「え、あの……えーとその……」


    「あ、わかった。もしかして、歴女でしょ！」


    　妹が右手の指をピストルみたいにして、ぴしっっと緋ひ影かげに向け、もうこれ当たりでしょと言わんばかりに自信満々でウインクした。


    「っていうか、どこから歴女っていう選択肢が出てくるんだ。おまえの頭の中の配線、こんがらがりすぎだろ！」


    　思わず突っこみを入れた俺に、妹は「この人、何バカなこと言ってんの？」みたいな目を向けてくる。まちがったことを言ってるのは、俺なのか？　あー、なんかすごいムカつく。


    　だが緋影は、あわてて妹の話に乗っかって、調子を合わせてきた。


    「そ、そうなんです……わたし、歴史が好きで……。ほらこれ、伊だ達て政まさ宗むね、的な？」


    　伊達政宗が好きで眼帯してるとか、そんな歴女聞いたことないぞ！　よく見たら左目の眼帯の下から見える皮膚、髪の毛でかくされてるからわかりにくいけど、青く内出血してる。


    　なんでこんなケガをしたのかわからないけど、お近づきになったら危なそうな空気がぷんぷん漂っている。


    　だが妹は、そんな俺の不安な気持ちなど知るよしもなく（っていうか、ちょっとは怪しく思え！）、驚いたように目をまんまるにして、緋影に言った。


    「えぇ～っ、そっちかー！」


    　そっちって何だ。


    「あたし、山やま本もと勘かん助すけかなって思っちゃって～」


    　渋いところ来たな、妹！


    　ちなみに、伊達政宗は独どく眼がん竜りゆうと呼ばれた東北の戦国大名。山本勘助は、中部地方を支配した戦国大名・武たけ田だ信しん玄げんの天才軍師である。


    　緋影は妹の反応に、かなりキョドっているようすだった。


    「え……やまもと……？」


    　やっぱり、こいつが歴女っていうのは嘘うそだな、と俺は直感的に理解した。


    「だってほら、伊達政宗のアイパッチは右目で、ヤマカンは左でしょ？」


    　妹が、自分の目を指さしながら説明した。ヤマカンって。そのあだ名だと、ものすごく信用ならなさそうな軍師っぽいな。っていうか、詳しいな！


    「おまえ、いつから歴女になったんだ？」


    　俺はこいつらのトークに巻きこまれまいとしてずっと黙っていたけれど、つい気になって妹に聞いてしまった。


    　その瞬間、緋影の右目がぎらりと光って俺のほうを見たような気がしたが……き、気のせいだよな？


    「えー、もともとあたし、歴史は好きでござるよ？」


    「また武士になったな」


    「歴女的には、こういうベシャリかたがイケてると思うナリよ」


    「武士っていうか、それはコロ助だ。キテレツ大百科の。っていうか、おまえいつから歴史が好きになったっけ？　記憶ないんだが？」


    「えっ、だって兄あにっち、お寺とか仏像とか好きでしょ？　それって、歴史でしょ？」


    「まあ、歴史と言われれば歴史という分類ではあるが……」


    「兄っち、いつもあたしの買い物についてくるときとか、つまんなそーな顔してるじゃない。あたしは楽しいけど……なんかちょっと、それって兄っちが気の毒かなって思って……」


    「え？」


    　どうしたんだ、妹。いつも俺の好みなんてお構いなしに買い物に連れ回してたくせに、急にしおらしくなったぞ？


    「なんでまた、急にそんな……？」


    「凛りん世ぜと小こ麦むぎが、しょっちゅうあたしに言うんだ。兄っちのこと、たまには好きなところに行かせてあげなくちゃだめだよって。兄っちは、ほんとは高たか野のさんとか比ひ叡えいさんとかっていう友達と、お寺に行ったり仏像見に行ったりしたいんだよって」


    　凛世、小麦！　その二人の名前を聞いて、俺の心臓がドキーンとした。


    　三み剣つるぎ凛世は妹と同じ水球部、草くさ野の小麦は保健委員、二人とも妹と同じ中学出身の高一。そして二人とも、妹の親友みたいな顔をしてるけど、ほんとは、妹のことを狙ねらっている。そこで、妹がいつも俺といっしょなのを嫉しつ妬としている。


    　それで、俺と妹を引き離す口実として、高野たちの話を妹に出したんだろう。これはこれで、ありがたい。俺は喜んで、その話に乗っかった。


    「あ、そうなんだ。俺はほんとは、仏像とか見に行きたいんだ。やっとわかってくれたか、そういうことならさっそく来週、高野と比叡をさそって……」


    「じゃなくて、あたしをさそってお寺に行くといいと思うわけ」


    「は？」


    　何そのウルトラＣな理論は？


    　びっくりしてる俺に、妹はかわいくウインクしてきて言った。


    「だって、兄っちと話が合うようにと思って、いっぱい歴史の勉強したんだもん。ママも、歴史の勉強をするのはいいことだから、でも山寺とかは寂しい場所にあって女の子一人じゃ心配だから、兄っちに連れてってもらいなさい、って」


    　そう言って、妹は俺の腕に両腕でぎゅっと抱きついてきた。


    　そっちかー！


    　まるで子泣きじじいのように、妹は絶対に俺を解放してくれるつもりはないらしい。そして妹は俺の腕に抱きつきながら、無邪気な笑顔で緋ひ影かげに言った。


    「そうだ、根ね雪ゆきさんも歴女なんだから、いっしょに行かない？　みんなで歴史のロマンにふれに行こうよ！」


    　こら妹っ、俺にそいつを振るな！　ついでに緋ひ影かげも、なんか迷惑そうな顔で俺のほうを見てるし。


    「あのなあ。仏像愛好家と歴史オタクとはイコールじゃないから、無理にくっつけるなよ。歴史オタクは出雲いずもの国造り神話とか戦国時代のキリシタン大名とか好きだけど、俺は仏教以外には全然興味無いんだからな」


    　っていうか、緋影だって別にほんとの歴女じゃないみたいだし、誘われても迷惑だと思うぞ。妹は、きょとんと小首をかしげた。


    「えー仏像も歴史もいっしょでしょ？　奈良の大仏開かい眼げんとか習ったよ、えーとたしか、なんとごつい大仏の顔、だから……七一〇五二一年？」


    　未来の語かたり部べ来た！


    「ＳＦかよ！　年号を語呂合わせで覚えるのは邪道だからやめろ！」


    「あ、あの……すみません。わたし、男の人とか苦手ですから、ちょっとそれは……遠慮したいかな、って……」


    　緋影が、ちょっと引く感じで、俺のほうをちらっと見た。何、俺が引かれてるの？　かかわり合いになりたくないと思ったのは事実だけど、それはそれでちょっぴり俺は傷ついた。


    「あっ、そーか。そうだね、男の子苦手な子って、いるよね。ごめんごめん、あたしが兄あにっちのこと超イケてるって思ってるから、他の人もついそうかなーっと思っちゃって」


    　妹は申し訳なさそうに、ポリポリ頭をかきながら謝った。


    「超……イケて、る……？」


    　緋影が、俺のほうをちらっと見た。何かものすごく不服そうだ。


    　どうもごめんなさいね！　だけど、別に俺のせいじゃないぞ。妹が勝手にそんな世よ迷まい言ごとを言ってるだけで、ぶっちゃけ俺だって被害者なんだ！


    　俺は、いじいじしてしまった。そんな俺に気づくようすもなく、妹は、緋影の左手首に巻かれている、リストバンドのようにごつい革のブレスレットに視線をうつして言った。


    「わー、このレザーブレスかわいい。根ね雪ゆきさん、ヘヴィメタとか好きなんだ？」


    「えっ、あ……ヘヴィメタルじゃなくて、デスメタルですけど……」


    「へー、聞いたことないけどかっこよさそう。こういうパンクっぽいのって、兄っちに似合いそうだなあ。兄っち、磨けば光るのに磨かないんだよねえ～……」


    　ため息をつきながら、妹は緋影のブレスレットを物ほしそうなようすでつついた。


    　読ど経きよう系のこの俺に、スタイリッシュなメタル系ファッションが似合うわけないだろーがっ！　妹の中では、俺はいったいどういうイケメンキャラに設定されてるんだ？


    「あれ？」


    　妹が、ふと緋影のブレスレットをつつく指の動きを止めた。ブレスレットが少しずれて、その下から白い包帯がのぞいたんだが、その包帯に赤く血がにじんでいたせいだろう。びっくりしたような顔をしていた。俺だって、びっくりした。


    「根ね雪ゆきさんっ、これ……どうしちゃったん？　痛くないっ？」


    「あ、これ……カッターでケガしちゃって……」


    　いやいや、カッターでそんなにケガするって、どういう状況なんだ？　アクロバットしながら鉛筆を削ったって、そこまでケガはしないだろ？


    「わぁ～、それって超痛いじゃん。大丈夫っ？　プール休んだほうがいいよ、絶対」


    　妹が緋ひ影かげの手をつかんで、その左腕をリストバンドの上からさすさすとさすった。


    　そのとき、緋影の青白い顔がわずかに赤くなった。


    「う、うん……ほんと、もう大丈夫なんです。プール。大丈夫ですから」


    「ほんとに～？　無理しちゃダメだよ～？」


    「ええ、ほんとにほんとです……。……日ひゆ向うがさんって、優しいんですね……」


    　緋影はそうつぶやいてから、ふと、うかがうような目を妹に向けた。


    「なんなら、日向さん……見せてあげましょうか」


    　うっそりとした笑みを浮かべ、何かに興奮しているかのように、なぜかちょっと息をハアハアさせながら、緋影が左腕のレザーブレスを外し、血に染まった包帯をはらりと解いた。


    　その下の傷を見て、俺は思わず絶叫しそうになった。手首のところに『ＫＹＯＫＯ　ＬＯＶＡ』って……カッターナイフの傷で、書いてある！　っていうか、ＬＯＶＡって何！　今日きよう子こ驢ろ馬ば？　まさかスペルミス？　しかも緋影はなんか、勇気出して大好きな彼氏にこっそりおニューの下着見せちゃいました、みたいな感じで、はにかんでる！


    　妹は、目をまん丸にして言った。


    「わー！　すごい傷じゃん！　ほんとに大丈夫なんっ？」


    「ええ、大丈夫です……ちょっと、ドジっちゃっただけですから……」


    「そっか、根雪さんっておとなしいから大人っぽい感じだったけど、意外にドジっ娘こ属性だったんだ～！　あたしもドジっ娘こ属性だから、親近感感じちゃう～」


    　妹よ、ゆうべのおまえはもちろんのこと、こっちはもっとドジっ娘こ属性とは言わないから！


    「あ、でもほんと、もうカサブタになって治りかけてるじゃん。よかったぁ」


    「そうなんです……だからプール、ちゃんと入れるんです」


    「なんか字みたいな形のケガだね。こんなにひどいケガをするなんて、カッターで何やってたん？」


    「え、あの……」


    　緋影が、ちょっと上のほうに視線をすべらせた。明らかに、何か言い訳を考えてる目だ。


    「あ、そうそう。夜、宿題してて、寝ぼけながらシャーペンを握ってたら、それがカッターだったという。ノートと思っていたのが、腕だったという。わたしって、ほんとドジですから……テヘ★」


    　緋ひ影かげ、そこでこぶしで自分の頭をコンとして、舌をペロッと出すのは動作がおかしい。っていうか、テヘペロしてても目が笑ってない。しかも、目に光が無い。語尾の星も黒い。


    「もー、根ね雪ゆきさんったらドジっ娘こ三ざん昧まい！　気をつけなよ？」


    　妹は、こんな緋影の説明をあっさり受け入れて、緋影の頭を人差し指でつんっとつついた。どんだけ人を信じやすいんだ！　妹よ、もう一度言うけど、こういうのはドジっ娘こ属性って言わないから！


    　いや、「ＬＯＶＥ」を「ＬＯＶＡ」って書いちゃったところは、ドジっ娘こなのか？


    「でもドジっ娘こって、ちょっと抜けてるところがかわいくってほっとけない感じがするから、男子にモテるんだってよぉ～このこのっ」


    　妹が、緋影につんつんひじ打ちを食らわせる。ここだけ見てると、朝からキュートで爽さわやかなガールズトークっぽく見えるから不思議だ。


    　緋影は包帯を巻きなおしながら、


    「男子……」


    　と、急に不機嫌そうな顔になった。


    「日ひゆ向うがさんって……男子、興味あるんですか？」


    「えっ？　あ、えっ、あたし？」


    　妹は突然あたふたして、挙動不審になった。赤くなって、あせって、それから何度か気をつかうように俺のほうを見た……って、なんで俺に気をつかうんだ？
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    「うっ、ううん？　ないない、興味とか全然ない、よ？」


    　と、妹は両手の手のひらを緋ひ影かげに向けて、わたわたと横に振った。


    　すると緋影は、不審そうな目で俺と妹を何度も何度も見比べながら、


    「……ほんとにそうなんですかぁ～？」


    　と、思いっきり不信感たっぷりに答えた。妹は、あたふたしながら必死にごまかそうとする。


    「そ、そうだよ？　何？　どこか気になるところあった？」


    「えっ？　あ、いえ……べべべ、別に？　ほかの人はどうか知りませんけど、個人的には別に、日ひゆ向うがさんのこととかそこまで気になってないんですけど何か？」


    　それ、思いっきり気にしてる奴は必ずそう言うから！


    「あっでも、根ね雪ゆきさん、ほんとケガ治っててよかったね」


    　妹は、無理矢理話を変えようと思ったのか、唐突にそんなことを言いだした。


    「これならプール、ギリ入れるよね。四高のプール、修理したばっかりだからきれいだし、バイキンいないよね？」


    　修理？　四高のプール、壊れてたのか？


    「あ、プール、ですか……」


    　緋影がそのとき、わずかに笑った。


    　にやっと……俺は、その笑みを見た瞬間、背筋が氷水を浴びたように、ぞくぞくーんっっとした。


    「それが……また、壊れたんです」


    「えっ？」


    　妹はびっくりして、大きな目をこぼれそうなほどまん丸にした。


    「また壊れたん？　前は、排水溝に何か詰まったんだったよね？」


    「そうなんです……でもまた、何か詰まったみたいで」


    「修理したばっかりなのに、ついてないなあ。詰まらないように、カバーとかしなかったん？」


    「なんだか……ビスがゆるくて、外れてたみたいなんです」


    「手抜き修理だな～！　プール無かったら水球部、困るじゃんね？」


    「ええ、それで……また、三高のプールを貸してもらうことになりそうなんですよ。悪いですけど……」


    　緋影が、恥ずかしそうに両手の人差し指をつんつんと突きあわせる。


    　妹は、気のよさそうな笑顔で答えた。


    「えっ、ううん？　全然いいよ？　っていうか、四高の水球部がプール借りに来たら、また練習試合できるし、いいんじゃない？　前の練習試合も面白かったよね、根雪さん思いっきり手ごわいし」


    「そうですか……エースフローターの日ひゆ向うがさんにそう言ってもらえるなんて、光栄ですよ……」


    　そう言うと緋ひ影かげは、妹の背後にぴたっとくっついた。


    「じゃあ、次の試合でも……こんなふうに日向さんのこと、びっしりマークしてもいいですかね……？」


    　緋影は左手を妹の腰に巻きつけ、右手は妹の右わきの下を通って左のほおをなでる。まるで獲物にからみつくタコの触手のようだ。


    　俺は、思いっきりまがまがしいものを緋影に感じた。けれど妹はあいかわらず鈍感で、くすぐったそうに身をよじりながら、


    「ちょっと、根ね雪ゆきさんったら冗談ばっかり～！　それ、ファウルだからぁ～！」


    　そうだ、これはファウル。むしろ人間としてファウル。


    　妹は、笑いながら緋影を押しのけた。


    「っていうか、急がないと、ほんとに遅刻しちゃうよぉ？」


    「そうですね……日向さんと話をしててうっかりしてました。テヘ」


    　緋影が、また自分の頭をコツンと叩たたいて、テヘペロのしぐさをする。でも全く感情のこもってない棒読み。しかもやっぱり目が、目が全然笑ってない。


    「よしっ、じゃー出発しよっ、根雪さん！　あっ、片方眼帯してたら見えにくいっしょ？　根雪さんってドジっ娘こだし、手ぇつないであげる」


    　ニコニコしながら妹は、緋影の手をつかんだ。なんでこの黒いオーラに、妹は気づかないのか。そして、緋影のそれをどうしてドジっ娘こ属性の一言でかたづけてしまえるのか。


    「あ……だ、大丈夫です。日向さんは人気者だから、手をつないでるところとか見られて、変にうわさにでもなったりしたら……」


    「もー、根雪さんったら冗談ばっかり。女の子どうしで手をつないで、うわさになったりするわけないじゃーん♪」


    　妹が無邪気な笑顔で言った。あれっ、なんで緋影は心臓に何本も矢が突き刺さったみたいな顔をしてるんだ？　うわさに……なりたかったのか？


    「とにかく、手をつなごうって！　つまずいたら危ないよ。根雪さんは、歩道がわね？」


    　妹が、いそいそと緋影を歩道のほうに押しやり、自分は車道がわに位置を取る。ほんと、わが妹ながらこいつはとことんお人よしなんだから……。


    　緋影はそんな妹をちらちら見つつ、


    「日向さん、そういういい人だから……そりゃあ、みんなに好かれますよね。みんなの人気者になって当然ですよね……」


    　と、つぶやきながら、ふと、俺のほうを振りかえった。


    　そして、眼帯をしていない右目で、最大限の殺意をこめて俺をにらんだ。


    　そのすさまじい怨えん恨こんのこもった目を見た瞬間、俺の背筋が、氷水……いや、液体窒素を浴びたぐらい、一気に凍りついた。


    　なんか……また、厄やつ介かいなことが起こりそうな予感がするのは、俺の考えすぎじゃないよな……？
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     二章　百合娘の嫉妬に阿修羅を見た件


    



    「ちょっと、兄あに貴きさん！　何なのよ、あの女っ！」


    　その日の昼休み……親友の比ひ叡えいと高たか野のの二人とともに学食に来て、カツカレーを食ったあと甘茶をすすっていた俺のところに、凛りん世ぜがどなりこんできた。


    　凛世は、なんだかんだあって二人きりのときは俺のことを「兄貴」と呼ぶことに決めたらしいが、それ以外のときにはあいかわらず「兄貴さん」と呼んでくる。


    「あの女って何だよ」


    「今朝、今日きよう子こが駅までいっしょだった女のこと！　今日子の追っかけしてた百ゆ合りと……じゃない、友達から教えてもらったんだけど、何なのそれ！」


    　今、百合友って言いかけたな。危ない危ない、凛世の奴、学食で堂々と百合をカミングアウトするところだったぞ。


    　凛世は妹のことが友情の範はん疇ちゆうを超えて大好きだが、妹にはそれを隠している。だから、百合であることを（百合友以外の）他人に知られるわけにはいかないのだ。


    「何って……四高水球部の、根ね雪ゆき緋ひ影かげとかいうフローターなんとか」


    「フローターバック！　それぐらい知ってるわよ、根雪緋影でしょ？」


    「知ってるなら、なんで俺に聞くんだよ」


    「わたしが聞きたいのは、そういうことじゃなくってー！」


    　俺は、凛世が何をそんなに怒っているのか、さっぱりわからない。


    　妹を超えるナイスバディに長い髪に、顔面偏差値八十を超えるといわれるきれいな（でも、ちょっとキツい）ルックス……凛世の姿を見て、学食にいた男子も女子もいっせいに、ざわわっとざわついて視線を集中させた。


    「一年の三み剣つるぎ……っ！　すげー、三剣を学食で見られるなんて！」


    「三剣さん、キレー……憧れちゃう」


    「このあいだ水球の試合見に行ったけど、泳いでる姿、人魚姫みたいだったよ。綺き麗れいだったぁ～」


    「でもなんで、あの三剣があんなパッとしない二年生のとこに行ってんだ？」


    「絶対、彼氏とか告白系じゃないよな？　世界観が違うからな。たとえるなら、耽たん美び系恋愛マンガとギャグマンガぐらい？」


    「っていうかあの男子グループ、三人いたら一人ぐらいパッとしたのがいそうなものなのに、見事に横並びなパッとしなささに、むしろ笑えるー」


    　パッとしなくてごめんね。三人っていうのは、俺と高野と比叡。流れ弾が当たった高野と比叡にもごめんね。まわりの奴らの、凛世を誉ほめて返す刃やいばが、俺の背中にグサグサと刺さっている。


    　半分はやっかみだとも思うけど、でも半分は悪意でも何でもなく、素でそう思ってるんだろう。だって実際、性格でおつりが来るとはいえ凛世は、一般人の中に交ぜるのが反則なぐらいの美人だし。


    　それに、俺たちはたしかに三人ともパッとしないとはいえ……その中でも一番パッとしないのが、俺なんだよな。いや、悟りを開いて煩ぼん悩のうを断ち切ってる俺が、今さら外見のことをとやかく気にしたりしないけどさ。


    　同じ仏像愛好会の比ひ叡えいと高たか野の、比叡は小柄で高野は長身だが、二人とも悟りを開いた高僧のような、穏やかな面おも差ざしをしている。二人とも、ちゃんとまわりが見えてるのかって思うぐらいの糸目だ。


    　でも、比叡は糸目だけど、小柄ゆえにかわいい感じで、肌も綺き麗れいだし顔も丸顔だから、すごい女装とか似合う感じがする。ふつうにかわいくなると思う。というか中学時代、俺は仏像好きが高じて仏教系男子中の鳳ほう凰おう学園に通っていたわけだが、比叡と高野の二人は高こう禅ぜん寺じ学園っていう別の仏教系男子中に通っていた。


    　で、風の噂うわさに聞いたところでは、学園祭で女役がいることになって比叡がドレスを着たんだけど、なんかもう先輩まで来て大騒ぎになったらしい。女装が似合うっていうことは、それって美少年の範はん疇ちゆうに入るんじゃないか？　とりあえず、俺が今飲んでいる甘茶は比叡がわざわざ水筒に作ってきてくれたものなんだが……ああ、なんかそんな気がきいて親切なところも、ヘタな女子よりかわいいかも。やばい、親友のはずの比叡がかわいく見えてきてしまったかも。


    　そして高野も糸目だけど、ほんとにとにかく背が高い。背が高いから、足も長い。椅子なんかに座るとき、からまりそうな足をわずらわしそうに投げだしている。ぶっちゃけ、ちょっとかっこいいな……と思うことがある。背がふつうだとただの地味な顔でも、背が高いと妙なボーナスポイントが加点されるおかげで、雰囲気イケメンの範疇に入れられることもあるし。やばい、親友のはずの高野がかっこよく見えてきてしまったかも。


    　でも、ということは！　やっぱり、パッとしない三人の中でも、俺が一番パッとしないんだー！　わーん！　そういう容姿とかに執着しないのが色しき即そく是ぜ空くうなんだけど、そういうのに執着してしまう俺は、三人の中で一番悟りも開けてないというわけで。パッとしない上に悟りも開けてないなんて、いいとこなしじゃないかっ！


    「ちょっと、兄貴さん！　なんで耳を押さえてるのよっ、わたしの話を聞きなさいったら！」


    　凛りん世ぜが、俺の両手を無理矢理はがした。聞きたくないのに、まわりの声がまた俺の耳に飛びこんできて、俺のスモールなハートをさいなむというのに。


    　ところで少し話は脱線するが、冷静な比叡の説明によると、ほんとのイケメンは骨格がしっかりしているので、女装するとゴツくなりすぎるらしい。ある意味、残念系の顔のほうが、リアルな残念系の女子の顔になるので女子っぽく見えるらしい。「だから、日向ひゆうがくんも女装似合うかもしれないですよね～」と、慈じ愛あいの笑みを浮かべた比叡の笑顔を思いだしたが、今はその笑顔がただただ憎い。


    「三剣って、そういえばあんまり学食に来ないよな？　なんで？」


    　まわりの奴らが、あいかわらず凛りん世ぜに注目しまくりながら、口々にうわさをしているのが聞こえてきた。


    「知らないの？　三み剣つるぎさんちすっごいお嬢様で、ばあやとかいるんだよ。その人が毎日、重箱三段のお弁当作ってるの」


    　すごいな、毎日お正月かよ！　凛世の家がでかくて、家も港に倉庫を持ってて、海運会社と倉庫業あたりをやってるっぽいお嬢様なのは知ってたけど……。


    　俺は今日の昼ご飯、学食で二百八十円のふつうのカレーにするか四百円のカツカレーにするかを五分ほど本気で悩み、さらにプラス五十円の大盛りにするかどうかでさらに五分ほど死ぬほど本気で悩み、こうして四百五十円の大盛りカツカレーというスーパーリッチでハイパーセレブリティなランチの食券を清水の舞台から飛び降りる覚悟で購入し、もういつ死んでも思い残すことはないレベルという、もし俺が霊ならここで成仏してしまいそうな勢いの満足感に心が満たされていたんだが……なんか、自分のスケールの小ささに絶望した。


    　こんなスケールの小ささでは、阿あ僧そう祇ぎ（十の五十六乗）とか那な由ゆ他た（十の六十乗）とかすさまじい単位が舞い踊る仏教の経典なんて、理解できるはずもない。


    　仏教では、ひとつの宇宙が生まれて滅ぶまでの時間を劫カルパという。ちなみに、宇宙の今の年齢は百三十七億年だけど、寿命は百兆年らしい。そして経典にはさらっと「百千万億那由他阿僧祇劫」なんていうとんでもない時間が出てきたりする。子供がよく言う「一億万円」に近いものがあるような気もちょっとするけど、とりあえず宇宙の寿命に比べればごくごくごくごくわずかな数値であるカレーとカツカレーの差（そして普通盛りと大盛りの差）にすら悩んでしまう人間、これこそ煩ぼん悩のうであり、それから解げ脱だつするために仏教があるんだ、と俺は再認識した。


    　いや、でも、カツカレーのときのカレーの量がふつうのカレーよりちょっと少なめなのは、悟りを開こうとしてもやっぱり気になるけどな！


    　俺がカレーに宇宙を思っているあいだにも、学食の中はあいかわらず凛世の登場にざわざわしていた。


    「すごいんだなー、三剣って。なんでそんなお嬢様が、こんな公立高校に通ってるんだ？」


    「まー、おかげでふつうじゃ俺たち庶民には見ることもできない高たか嶺ねの花を、こうやって見れるってことだよな。眼がん福ふく眼福」


    　凛世がここに通ってるのは、妹がいるから。そして妹がここに通ってるのは、俺がいるから。


    　だから凛世は俺のことを目のカタキにしてたけど……今は、もっと何か別のものに怒っている。


    「なんで、根ね雪ゆき緋ひ影かげといっしょに駅まで行かせたのよ！　兄あに貴きさんは今日きよう子この一番近くにいるんだから、引き離しなさいよ！」


    「なんで俺が、妹の交友関係に口出ししないといけないんだよ」


    「あの女、いつも試合のとき、今日子のことジロジロジロジロ見てるのよ。フローターとフローターバックといえば、親のカタキも同じ！　今日きよう子このこと、ぜったいライバル視してるんだから！」


    「いや、水球ってそこまで殺さつ伐ばつとした競技じゃないだろ」


    「ああいうタイプって、トゥシューズに安全ピンとか入れるタイプよ。大事な今日子に近づけちゃ、危ないでしょーが！」


    「いや、安全ピン入れるなら安全だよな」


    「とにかくっ！　兄あに貴きさんが今日子を守らなくて、どうするのよ！」


    　凛りん世ぜは、妹に対してかなり過保護だ。じだんだを踏みながら怒り狂っているので、俺はいちおう言っておいた。


    「そんな心配しなくても、別に緋ひ影かげは妹のこと嫌いって感じじゃなかったぞ。むしろ、好きなんじゃないかと思うんだが……」


    　じつは、そっちのほうが嫌いよりももっとヤバそうな匂いもするんだが。あの傷とか、かなりヤバい気がするんだが、まあでも事実として、俺は凛世にそう言った。


    「えっ、そうなの？　好きなの？」


    　凛世の目が、三角になった。しまった、俺もしかして今、地雷を踏んでしまったか？


    「そうか、それで納得がいったわ！　あの女が今日子を見るときの、獲物を狙ねらうヘビみたいな目！　あれは今日子を狙ってたのね、マンツーマンでマークしてるって意味じゃない意味で狙ってたってわけね！　あの女～！」


    「あ、ちょっと待て、別に俺が緋影からそう聞いたわけじゃないから、その……」


    　あわててフォローしたけれど、もう遅い。凛世は妹に対して過保護だけど、それ以上に嫉しつ妬と深かったことを、俺は今さら思いだした。


    「春に四高のプールが詰まってうちにプールを借りに来て、そのとき今日子を見る目が尋常じゃなかったのは、てっきりライバル視してるだけかと思ったけど、そういうことだったのね！　うかつだったわ、今日子ほどかわいければ、敵でも好きになって当たり前だったのに！　どっちにしてもプールが直ってやっと厄介払いできたっていうのに、またうちに来るなんて、どうしてくれよう！　ぜったい今日子には指一本ふれさせないんだからね！」


    　凛世が嫉妬に燃え上がって、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうになっている。怖すぎる。


    　その凛世の顔を、比ひ叡えいがじいっと眺めていた。そして菩ぼ薩さつのような細い目をさらに細めて、怒っている凛世の顔をうっとりと眺めながら言った。


    「いや～……三み剣つるぎさん、その表情。素敵ですねえ～」


    　えっ、と俺は比叡を二度見した。こいつらにとって実在美少女[image: ][image: ][image: ][image: ]超えられない壁[image: ][image: ][image: ][image: ]仏像のはずなのに、いくら凛世が美人でも、まさか生身の女子に心ひかれたのか？　堕だ落らくしたか、比叡？


    　思いっきり草食系、っていうか草どころかカスミを食べて生きてるんじゃないかと思うぐらい悟りを開いた感じの比ひ叡えいと高たか野のだけど、俺よりはるかに悟りを開いているはずの二人でも、ときたま煩ぼん悩のうに翻ほん弄ろうされてしまうことがある。というか、免疫が無いからむしろ引っかかりやすいのかもしれない。美人局つつもたせ系にはコロッといっちゃうタイプだ。というか、一度コロッといっちゃったこともあるし。ではやはり堕だ落らくしてしまったのか、比叡？


    　凛りん世ぜも比叡が俺と同じ仏像マニアだということは知っているから、まさかこいつに誉ほめられると思っていなかったのか、怒りながらもちょっと戸惑っていた。


    「えっ……べ、別に、怒ってるだけだけど？」


    「ぼくの理想のタイプは興こう福ふく寺じの阿あ修しゆ羅ら像なのですが、三み剣つるぎさんの憤ふん怒ぬの表情は阿修羅像に匹敵する恐ろしさと美しさが……」


    　ああ、そっちか。比叡の価値観が相変わらずだったので、俺はホッとした……いや、ホッとしてる場合じゃない！


    「比叡、女子に失礼なことを言うな！　阿修羅像を通りこして、東大寺南大門の仁王像みたいになってる！」


    　俺はあわてて比叡の口をふさいだが、


    「フォローになってないわよっ、大バカっ！」


    　と、思いっきり仁王、じゃない、凛世に叱しかられてしまった。


    　高野がその阿修羅のような凛世の形ぎよう相そうにびびりながら、俺に言った。


    「あ、あの～……。日向ひゆうがくん、ぼくたちお邪魔なようでありますから……比叡くん、教室に戻るでありますよ～」


    　えっ、ちょっと。俺を一人にするの？　この狂犬みたいな凛世と二人ぼっちにするの？　友情はどこ？


    　二人が立ち上がったものだから、凛世はすぐにそこへ、どっかと座った。テーブルにひじをつくようにして、俺のほうへ横から迫ってくる。


    「それでわかったわ、兄あに貴きさん。あの女は今日きよう子こが好きだけど、今日子はかわいいし人気者だし、ぜったいに手が届かないってわかってるから、それで興味ない振りしてるだけだったのね！　そうしたら逆に気になって、構われるかもしれないって思ってるんじゃないかしら。どんだけ誘い受けの構ってちゃんよ！　あんな女に、ぜったい今日子は渡さないんだからっ！　兄貴さんもわたしをフォローしてよね、ぜったいあの女の味方はしないでよっ？」


    　凛世は目を三角にして、興奮しまくっている。やだわ、怖い怖い。


    　そのとき、凛世の肩を誰かの指がつんつんとつついた。興奮している凛世は、力いっぱい振りかえる。


    「何よっ、わたしは今兄貴さんとしゃべっ……」


    　振りかえった凛世のほっぺたに、人差し指が思いっきりくいこんだ。


    「あはは。ぷすっとな、ですぅ」


    　ゆる～いおさげと、ゆる～い顔立ちと、ゆる～いテンションの草くさ野の小こ麦むぎがいつの間にか凛りん世ぜの背後に立ち、ゆる～い感じでヘラヘラ笑っていた。


    　バカっ、こいつはいつものことだけど、タイミングが悪すぎる……！


    　思わず固まった俺の目の前で、凛世の長い髪が怒ど髪はつ天をつく勢いで逆立った。さすがに小麦も空気を読んで、ヘラヘラしたまま、ちょっと「あ、これヤバいかも」みたいな表情で後ずさった。


    「殺す！」


    「こむぎゅううううっ、ごめんなさいいいいぃ！　助けてーりんりん許してぇぇー！」


    　口の形が変わるほど凛世にほっぺたを思いっきりわしづかみにされて、小麦はばたばたと手足をばたつかせた。っていうか「こむぎゅう」って……その不自然かつあざとい悲鳴、流は行やらせるつもりか？


    「とりあえず、無益な殺せつ生しようはやめとけ。仏教の五ご戒かいには、不ふ殺せつ生しよう戒かいってのがあってだな」


    　俺は凛世と小麦を引き離す。凛世はまだ怒っていたので、小麦は怖がって俺の背後に隠れながら、か細い声で言った。


    「ごめんなさいですぅぅ～。保健の先生から水球部にお知らせがあって、ちょうどお知らせにきたところだったんですぅ」


    　ちなみに、話の流れには全っ然関係ないので恐縮なのだが、個人的見解から保健の先生のスペックについて紹介しておこう。
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    　先生は一流大学の教育学部保健体育学科を首席で卒業した才さい色しよく兼けん備びの才さい媛えんで、知的な美び貌ぼうがメガネでさらにグレードアップ。それとはアンバランスな、女らしいロングヘアとナイスボディがまた男子に人気で、白衣の下に着こんだかっちりしたブラウスとタイトスカートも大人の女性の魅力がむんむんしている。


    　いつもデパートの一階の香水売り場みたいな良い香りがしていて、初めての授業のあとは、八割ぐらいの男子が「あんな綺き麗れいな人はじめて見た！」と興奮気味に噂うわさする。まーでもその後、きれいに口紅を塗ったくちびるから、


    「はいじゃー出席番号十二番。男性の外部生殖器の名称を全て答えてちょうだいね、後ろの席の人にも聞こえるようにはっきりね！」


    　なんて言われて、銀色の細い棒でそれの立体模型をピシッとか叩たたかれながら質問されて、ほとんどの男子が脱落するわけだが（ただし、一部の上級者をのぞく）。


    　おっと、話が脱線しまくった。俺は、小こ麦むぎに聞きなおした。


    「保健の先生からのお知らせって？」


    「四高の水球部が今日の放課後からプールを借りにくるので、その間の傷害保険代として百円ずつ徴収しといてくださいってことですぅ」


    「傷害保険代って……？」


    　首をかしげた俺に、小麦が説明した。


    「たいていどこの学校でも、課外活動中にケガしたときの治療費のために、掛け捨ての保険をかけるですぅ。春に四高がきたとき、プールが直るまで一週間ぐらいのものだから大丈夫だと思ってスルーしてたら、一人ケガしたじゃないですかぁ。保険かけてなかったから、先生、書類をいっぱい書くハメになって大変だったから今度はちゃんと保険かけとかなくちゃってぇ……」


    「ケガ？　誰かケガなんてした？」


    　凛りん世ぜは小麦にたずねた。小麦はこくりとうなずく。


    「四高の根ね雪ゆき緋ひ影かげさんが、プールサイドですべったですぅ。体ふやけて柔らかくなってたから、ひざがぱっくり切れちゃって……」


    「ひいい」


    　俺は思わず想像してしまって、震えあがった。小麦が、俺の後ろにぴとっとくっついて、目を細めながらささやいた。


    「あれ……お兄様、痛い話が苦手ですかぁ？」


    　バニラストロベリーの甘ったるい香りとともに、小麦の声が俺の耳にねっとりとまとわりつく。


    「それじゃあ、海水浴でフジツボびっしりの岩場で転んでひざを切って、その傷口にフジツボがびっしり生えてきた話などは、いかがですかぁ？」


    「やめろバカ！」


    「そうよ、やめなさいよバカ！」


    　俺と凛りん世ぜが、同時に両耳を押さえて叫んだ。小こ麦むぎはアヒルみたいにくちびるをとがらせて、


    「こむぎゅう～っ」


    　と言いながら、ぷうっとほっぺたをふくらませる。やっぱり、力業で押して流は行やらせる、というか流行ってることにするつもりみたいだな。


    　そして小麦は腕組みをし、一人で納得したように、うんうんとうなずいた。


    「そっかぁ。やっぱりフジツボの話より、みんな粘ねん菌きんの話のほうが聞きたいんですねぇ。うん、しかたがない。そんなにみんなが粘菌の話を聞きたいのならば、小麦、しかたなくムラサキタマホコリカビについて語るですぅ」


    　しかたなく……のわりには、思いっきりキラキラした目をしている小麦の口に、凛世が乱暴に手のひらを押しつけた。小麦のやわらかいくちびるが、コンビニで他のものと袋を分けてもらわなかったときの肉まんのように、むぎゅっとつぶれてしまう。


    「こむぎゅう」


    　小麦がうめいた。またか！　小麦の奴、なんかあざとく新しいキャラを作ってきたけど、無理がありすぎるぞ。


    　凛世が、怒って言った。


    「語らなくていいから！　粘菌マニアの粘菌トークをのんびりと聞いてる場合じゃないから！」


    「緋ひ影かげの話だけど、ひざを切ったってことは、自分で歩いて保健室に行くってのはちょっと無理だったんじゃ……？」


    　俺がたずねると、小麦はこくりとうなずいた。


    「そうですぅ。あのとき、キョコたんが根ね雪ゆきさんを連れてきたはずですぅ」


    「今日きよう子こがっ？　あの女をっ？」


    　真剣な目の凛世に、小麦はぼんやりした顔でうなずいた。


    「はいですぅ。小麦、ばっちりしっかり覚えてるですぅ」


    「あんたの口から聞くのが、一番信しん憑ぴよう性せいないんだけど」


    「疑うなら、保健室で使用記録ノート見てみるですぅ？　保健室を使ったら、治療を受けた人の名前とケガの種類をノートに記録するですぅ。キョコたんが書いたこと、筆跡を見れば明らかですぅ」


    「た、たしかに。今日子って見た目に似合わず、日ペンの美子ちゃんみたいなきれいな字を書くのよね」


    　凛りん世ぜは焦あせりながら、つぶやいた。


    「じゃあ……さては根ね雪ゆき緋ひ影かげ、そのとき今日きよう子こにほれたわね！　そういえば今日子のこと、興味なさそーなフリをしてほんとはものっすごく気にしてて、プールでもジロッジロ見てて、なんか狙ねらわれてるなーって思ってたのよ！　くそっ、もっと早く気づいていれば、叩たたきつぶしておいたのに！」


    　こえーよ、凛世。


    「だめですよぉ、りんりん～。またしばらくいっしょにプールを共有するんだから、仲良くしないとぉ。試合中は敵同士でも、試合が終われば友達同士、これぞスポーツマンシップの基本ですよぉ？」


    　小こ麦むぎが心配そうな顔をした。凛世は真剣な顔で、ふうっとため息をつく。


    「わかってるわよ。今日の放課後からもう、あいつら来ちゃうのよね？」


    「そうですぅ」


    「よーしっ！　それならそれで、今日子のまわりを飛びまわる薄汚い小バエはピシッと叩きつぶしてやるわ！　今日子の純粋同性交友の相手はこのわたししかいないんだから、横よこ恋れん慕ぼしたって無理だってビシッと言ってやるわよ！」


    　凛世が、こぶしで自分の手のひらをパンと殴った。よっぽど自分に自信があるのか、あいかわらず物騒な奴だ。


    　……いや、でもちょっと待てよ？


    「凛世、それビシッと言ったら逆に、おまえが緋影に負けると思うぞ」


    「なんで」


    「妹は百ゆ合りが嫌いかもしれないから、おまえそのこと妹に隠してるんだろ？　なのにそんなこと緋影に言ったら、妹にバラされたくなかったら手を引けとか言われるんじゃないのか？」


    「あっ」


    　凛世はびっくりして、自分の口を両手で押さえた。


    「兄あに貴きさん、ヌケ作みたいな顔してるくせに、頭いいんだ……！」


    「ヌケ作みたいな顔は、たいへんよけいですけどね」


    　俺は、固い声でつぶやいた。凛世が感嘆して言う。


    「全然気づかなかった！　やっぱり、仏像とか歴史とかが好きなインドア派だけのことはあるわよね。全然関係ないけど、わたし最近、引きこもりもインドア派の一種じゃないかってことに気づいたの」


    「ほんとに全然関係ないな」


    「兄貴さん、すごい！　やっぱりガチの戦いに勝つには軍師が必要なのよね、竹たけ中なか半はん兵べ衛えとか黒くろ田だか官かん兵べ衛えみたいな」


    「なんでおまえも歴女になってるんだよ、凛世」


    「だって今日きよう子こに歴女ブームが来てるってことは、いっしょに歴史的遺産とかを見て回って、いろいろ語って盛りあがりたいじゃない？　だから図書館に行って必死に勉強したのよ、その歴女ブームのもともとの発端が兄あに貴きさんだってとこはちょっとシャクだけども」


    　当たり前のように、凛りん世ぜは言った。


    　こいつは本当に、一見暴力的、っていうかほんとに暴力的なんだけど、でもいつも一歩退ひいたイメージとか、好きになった相手にとことん合わせてくるところとか、古風なんだよなあ。少なくとも、たとえ相手が大好きな妹であろうともマイペースで粘菌の話をガンガン振ってくるような小こ麦むぎとは、大違いだ。


    　ちなみに竹たけ中なか半はん兵べ衛えと黒くろ田だ官かん兵べ衛えは、どっちも豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの軍師だ。とくに竹中半兵衛は、何度も何度も軍師になるよう秀吉に頼まれたという「三さん顧この礼れい」で知られている。


    「っていうことで、兄貴さんは今日から竹中半兵衛よ。放課後、水球部の見学に来なさい。それで、あの女が今日子に手を出しそうになったら、その無駄に賢い頭脳を駆使して阻止しなさい」


    「なんで上級生に命令口調なんだよ、断る！　女子どうしの争いになんか巻きこまれたら、ロクなことがないからな」


    「わたしの頼みを断れるとでも思ってるの？　まだ、どっちがえらいのか力関係がわかってないようね？」


    「いや、上級生。俺、上級生。学校の中でえらいのは、だいたい上級生」


    　必死に自分を指さす俺を、凛世は華麗に無視する。


    「とにかく、敵の敵は味方ってことで、今は根ね雪ゆき緋ひ影かげを今日子に近づけないよう共闘しましょって言ってるの」


    「断る」


    「共闘しましょ」


    「断る」


    「三顧の礼を知らないわけっ？　三度頼まれたら断っちゃいけないのよ！」


    「三顧の礼って、そういうルール的なもんじゃねーしっ！」


    　そりゃもちろん俺だって、妹のことは心配だ。


    　だけど、水球の試合を見ると何だか息苦しくなるから、俺は今まで試合を見に行ったことがない。


    　もともと俺は小さいころ喘ぜん息そくがあって、それで水泳を習ったりしてた。でもすぐにやめて、妹だけがつづけて、水球部にいたる……ってわけなんだけど。喘息はとっくに治ったと思うんだけど、　なんか俺はプールが苦手で、ずっと授業は見学してる。というか他の人間が泳ぐのを見るのも苦手だから、見学っていうより、教室で一人で自習している。


    　プールで水泳部員とかが上手にスイスイ泳いでるのを見るぐらいならいいんだけど……なんか、授業でヘタクソがばしゃばしゃ水を蹴け立たてて泳いでたり、水球でプールでみんなでばしゃばしゃボールを奪いあってたりすると、その姿が溺おぼれてもがいてるように見えて、するとどんどん心臓がばくばくしてくるんだ。


    　心臓があんまり激しく動くから、酸素が足りないような気がして、俺は必死に息をしてしまう。するともっと苦しくなって、それが不安で、ますます心臓がばくばくしてしまう……最後には胸が悪くなって、吐きそうになって、頭も痛くてたまらない気分になる。


    「とにかく俺、プールは苦手なんだって」


    「自分の妹の貞てい操そうの危機なのに、苦手ですませていいわけっ？　兄あに貴きさんの薄情者！」


    　凛りん世ぜはすごく怒っているけれど、でもほんとにかんべんしてほしいわけで。っていうか、妹の貞操の危機を守るなら、一番危ない存在は凛世だということになるんだが。


    　俺が迷っていると、小こ麦むぎがニコニコしながら、怒っている凛世と俺のあいだに割りこんで、凛世を押しもどすようにしながら俺から離した。


    「まあまあ、りんりん。お兄様が苦手だって言ってるんですから、無む理り強じいしちゃだめですぅ」


    「だって小麦、小麦だって根ね雪ゆき緋ひ影かげのこと心配でしょ？」


    「大丈夫ですぅ。プールのときに根雪さんがキョコたんに何をしようと、小麦がちゃんとプールサイドで保健委員として待機するですぅ。ＡＥＤも準備しておくし、心臓マッサージも人工呼吸もしっかりと、キョコたんの写真を見ながらイメージトレーニングしたですしぃ……デュフフッ♪」


    　小麦のその含み笑いに、すさまじいばかりの下心を俺は感じ取った。


    　だいたい、なんで心臓マッサージの話をしてるところで、両手の指が何かをもみしだくようにわきわきしてるんだ？　そして、なんでそのわきわきが、ひっくり返したお茶碗ぐらいのサイズ……まさにちょうど妹の胸の大きさにぴったりフィットするサイズになってるんだ？


    「凛世！　俺、水球部の見学に行くから！」


    　緋影よりも小麦から妹を守らなくちゃピンチ！　との思いで、俺は切羽詰まって叫んだ。小麦は、そんな俺に明らかに「邪魔者死ね」って感じの目を向けて、


    「こむぎゅぅ～」


    　と、なんか絶対それ流は行やらせたそうだけど不自然すぎるから、というセリフをつぶやきつつ、レンジでチンするカップケーキみたいに、ほっぺたをプウ～ッとふくらませていた。
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     三章　美少女すぎる水球部員が狙われた件


    



    　うちの高校は水泳に力を入れているらしく、プールは一年じゅう入れる室内温水プールだ。


    　学校の敷地内に体育館のある棟があって、地下一階と一階は吹き抜けになっている。地下一階にあたるところに二十五メートルプールがあり、一階にあたるところはプールの観覧席になっている。


    　建物の玄関から入ると、観覧席へ向かう通路と、地下一階のプールに行くための更衣室などに通じる階段、そして二階の体育館へ上がる階段があった。体育館も二階と三階の吹き抜けで天井が高く、バレーボールも問題なくプレイできる。


    「じゃあ兄あに貴きさん、わたしは更衣室のほうに行くから、兄貴さんはちゃんと観覧席で根ね雪ゆき緋ひ影かげに目を光らせて、ぜったいにわたしの今日きよう子こに変なことしないように気をつけててよね」


    　玄関を入った凛りん世ぜが別れぎわに、くれぐれもという感じで俺に念を押した。


    「なんで『わたしの』って所有格なんだよ」


    「いいから、兄貴さんはわたしの今日子を守ってればい……」


    「あれっ、凛世、兄っちー！」


    　と、妹がニコニコしながら手を振って走ってきた。凛世はあわてて両手で自分の口を押さえ、目を白黒していた。


    「兄っち、なんでこんなとこいるの？」


    　妹は俺を右手の人差し指で指さした。


    「人を指さすのは失礼だぞ、妹」


    「あー、わかった！　ついにかわいい妹への愛がプール嫌いに打ち勝って、あたしが泳ぐ姿を見にきたんでしょ」


    　からかうように言いながら、妹はカバンを持つもう片方の手も上げて、両手の人差し指で指さした。器用だな！　……あれっ、でも妹、体育館に来てるのに学生カバンしか持ってなくないか？　俺は、妹にたずねた。


    「スポーツバッグは？　水着やバスタオル、どうしたんだ？」


    「あー、もう持ち運ばなくていいの。部費で全自動洗濯乾燥機買ったから、使ったあとの水着もバスタオルもぽんぽん放りこんでＯＫなのよ」


    「へー……水泳系の部活は荷物が多くなるから、学校で洗えるなら便利だよな」


    「洗い終わった水着とバスタオルは、一年が交代で更衣室の自分の棚に分別してかたづけるから、それだけちょっと面倒くさいけどね。でもいちいち持ち運んで、忘れ物して焦あせったりすることを思ったら、ずっとましだよね」


    　妹はそう言って、にっこり笑った。それを聞いた俺の脳裏に、凛世が妹の水着や水着の下にはくアンダーパンツや水泳帽子などを、分類しながらスーハースーハーくんかくんかしてる姿が浮かんだ。


    　すると、凛世がものすごく怖い目でにらんできた。


    「わたしは何もしてないから！」


    「すごいなー、超能力」


    「兄あにっち、凛りん世ぜは、きのう部活のあとであたしがかたづけ当番だったんだけど、手伝ってくれたんだよ。凛世ってほんとに、美人だし優しいし気がきくし、ぜったい男の子が放っておかないよね」


    　妹が、底抜けに明るい笑顔を浮かべて凛世に言った。


    　凛世はとまどいながら、


    「う、うん」


    　と、作り笑顔で生返事をした。正直なところ、「男の子には放っておいてほしいけど、今日きよう子こに放っておかれたくない」って言いたかったんだろうなーと、俺の心にはひしひしと伝わってくる。


    「じゃ、凛世、着がえてこよ！　四高の子たちが来る前に着がえておかないと、更衣室混んじゃうよ」


    　妹が凛世の手を引っぱって、階段を降りはじめた。凛世は突然妹に手をにぎられて、心の準備ができていなかったのか、顔がぼんっと真っ赤になった。


    　そして、それを妹に悟られるんじゃないかと思うとよけいに焦あせったみたいで、あたふたしながらついていった。中学時代から四年もつきあってるはずなのに、手を握られたぐらいで真っ赤になるのか……と思って、俺はちょっとびっくりしてしまった。


    　だからこそ、凛世は緋ひ影かげのことが気にかかるんだろうな、とも思った。たしかに危なそうな感じのする奴だし、それ以上に危ない奴が身内サイドの保健室にいるわけだけど。


    「やれやれ……手のパーツのバリ取りにくじけて放ったらかしてた千せん手じゆ観かん音のんの仏像プラモ作り、そろそろがんばって再開しようかと思ってたんだけどな……」


    　俺はため息をつき、頭をばりばりとかきながら、一階の観覧席のほうへ歩いていった。


    



    　観覧席は、二十五メートルプールから五メートルぐらいの高さがあった。俺はここに座って、プールサイドを見下ろしていた。


    　プールの一番遠いレーンまで、俺が座っている場所から二十メートルほど離れている。そのむこうのプールサイドには、まだ誰も来ていない。


    　プールサイドの後ろの壁には観音開きの扉があって、更衣室に続いている。


    　そのとき、玄関のほうが「ざわざわざわ……」と、いやに騒がしくなった。


    「何だ？」


    　俺がそっちに目を向けると、生徒がぞろぞろ入ってきた。男子が七割ぐらいいた。なぜか、比ひ叡えいと高たか野のもその中に混じっていた。そいつらは座席に座ると、ますますざわつきはじめた。


    「ど……どうなってるんだ、比叡？　家に帰ったんじゃなかったのか？」


    　俺は、俺のとなりに座ってきた比ひ叡えいにたずねた。


    「えっ？　校内放送で集合かけられたから、帰ろうと思ってたけどあわててやってきたですよ～」


    「集合って何だよ」


    「水球部の練習試合があるから、みんなで思いっきり応援してください、とかいう内容だったでありますよ～」


    　と、高たか野のも答えた。


    「ぼくたちは水球のルールとかも知らないので、見てもわからなそうだし、写経でもしようかなとも思ったですが、三高と四高の戦いということは、やっぱり三高生としては応援するのが人の道、ひいては仏の道だと思って、やってきたですよ～」


    「それに、日ひゆ向うが君の妹さんも水球部だし、友達として応援に来るのが人の道、ひいては仏の道だと思って、応援しにきたでありますよ～」


    　比叡、高野、こいつらはほんとに何という聖せい人じん君くん子しなのだろう。


    　この二人の後ろで男子ども（一部女子ふくむ）が、下心で目をギラギラと光らせながら、プールを凝視していた。


    「四高の女ってかわいいかな？　かわいいかな？」


    「バカてめー、日向や三み剣つるぎぐらいかわいいとか、芸能人レベルでもありえねーだろ。あの二人が奇跡、高望みすんな」


    「そうよ！　日向さんが最高！　むしろ至高！　水を泳ぐしなやかな肢し体たいは、神が創りたもうた最高の芸術品と言っていいレベル！」


    「出たぞー、ガチレズの美術部員」


    「あんたこそ、この双眼鏡は何なのよ！」


    「こここっ、これはバードウオッチ用だって、ほら俺、野鳥研究部員だから。応援しながら野鳥数えるの、ほらカウンターも持ってるだろ。このカウンターで、八十、五十五、八……」


    「なんで日向さんのスリーサイズはかってんのよ！」


    「っていうか、なんでおまえこそ日向のスリーサイズ知ってるんだよ！」


    　などと、大騒ぎしている。っていうか、兄の俺でも妹のスリーサイズとか知らないぞ？　なんでこいつらは知ってるんだ？


    　まったく、こんな煩ぼん悩のうだらけの奴らに比べると、比叡と高野はさすが俺が選んだ友達だけのことはある。こいつらといっしょだと、癒いやされるな～……。


    　……ん？　でも、何かちょっと引っかかるぞ。


    「練習試合……って言ったか？」


    「そうですよ～。三高と四高の水球の練習試合だって、放送で言ってたです～」


    「プール借りに来たその日に、いきなり練習試合とかするか？　四高のプールが完成して、お別れの記念に練習試合……なら、わかるけどさ」


    　何かこのタイミングが引っかかる。緋ひ影かげの顔が、俺の脳裏をちらちらとよぎる。


    　三高のプールを借りて妹といっしょに泳ぐだけでは、緋影の野望は満足していないのか？　じゃあ、これ以上いったい何をどうするつもりなんだろう……？


    



    　嫌いやな予感がびんびんして、俺は気が気じゃなかった。


    　やがて、更衣室につづく観音開きのドアがあき、妹や凛りん世ぜをふくむ、うちの高校の水球部の面々が登場した。水球部のユニフォームは、校章の模様が入った紺色と白の競泳用水着だ。それとおそろいの、白地に紺色をあしらった校章入りの水泳帽を、みんな手に持っている。


    　その瞬間、観覧席がどよめいた。


    「来たー！　日向ひゆうが今日きよう子こ来たーっ！」


    「日向はやるよ、だが三み剣つるぎ凛りん世ぜは俺の嫁！」


    「いいねえ、三高の女子のツートップがいっぺんに見られるのが水球部のぜいたくなところだなっ！」


    「四高の女子はまだか？　もう水球やらずに、プールサイドにヌルヌルローションをぶちまけてキャットファイトをすればいいと思うよ、っていうかしてください」


    「ぴちぴち健康的な日向と、ふくらみかけナイスバディな三剣に、両端からはさまれたい。俺はサンドイッチのハムになりたい……」


    　変な妄想してる奴まで出てきてるし。そして女子たちは、やっぱり妹を目当てに来てるんだけど、妹に百ゆ合りだと知られたくないから、キャーキャー言えずに妙なテンションで黙りこくりながら、視線だけはらんらんと妹のほうに向けていた。


    　そして妹はあいかわらず、そんなギラついた視線にまるっきり気づいていない。ついでに、妹の少し後ろにいる凛世とか、同じ水球部のメンツたちが「はーやっぱり今日子かわいい」みたいな幸せそうな顔で、なめ回すように妹を見つめているのだが、こっちの視線にも気づいていない。


    　妹は、こっちがやきもきするほど、まったくもってこれらの邪悪な視線に気づかず、ピュアに無防備な笑顔を浮かべている。


    「まったく……練習試合はいいけど、なんでこんなにギャラリーを集める必要があるんだよ。いったい、校内放送とやらは誰のおせっかいだ」


    　ブツクサとつぶやいている俺の横に、小こ麦むぎがお尻しりを割りこませるようにしながら座ってきた。俺は押されて、よろっとする。


    「な、何だ？」


    「こむぎゅう～っ！　りんりんったら、ちょームカつくですぅ」


    「悪いけど、がんばってるけどそれ、ぜったい流は行やらないと思うぞ。なんかちょっと、無理あるし」


    「小こ麦むぎは保健委員だから、万一のときのためにプールサイドでスタンバってるって言ったのに、観覧席で見とけって追いだしちゃうんですぅ！　みんなのためにやる気を出して、しっかり準備してきたのにぃ！」


    　小麦は、針を突き刺したらパチンッて割れるんじゃないかってぐらい、ほっぺたをぷぅ～っとふくらませてる。


    　小麦はピンクのナース服に身をつつみ、緑色の十字マークがついた木の薬箱をひざに置いている。たしかに、やる気いっぱいって感じだ。っていうか……「ヤる気」かもしれない、こいつの場合。


    「その薬箱の中は何かな？」


    　俺が聞くと、小麦は薬箱をパカッと開けて、とくいげに言った。


    「キョコたんがいつ溺おぼれても大丈夫なように、人工呼吸用のシールドマスクを一ダースですぅ」


    「十二回も溺れないだろ！　っていうか、十二回もキスするつもりだったのか！　そりゃー凛りん世ぜも追いだすわ！」


    　ほんとに「ヤる気」だったんだな、こいつ。油断も隙すきもない。


    　小麦は、くちびるをムゥ～ッと突きだして、不服そうに俺をにらんだ。
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    「ひっどーい。お兄様はりんりんの味方なんですかぁ？」


    「おまえが妹の敵だっていう自責の念はないのかな？」


    　ふと、俺はシールドマスクの横に、ガラスの瓶びんがあるのに気づいた。中には、黄色いグチャドロしたスライム状のものが入っている。


    「……念のために聞くが、小こ麦むぎ。それ、まさか粘ねん菌きんじゃないだろうな」


    「やだなあ、もちろん粘菌ですともぉ」


    　小麦が、当然のような顔をしてにぱっと笑い、瓶を取って俺の目の前に突きだした。


    「たらららったらー♪　キイロタマホコリカビ～！」


    「なんで青くて丸いネコ型ロボット式ファンファーレだ！　そして、なんでプールに粘菌を持ってきてるんだ？」


    「だって、小麦は粘菌マニアですからぁ～。かわいいタマきーにも、タマきーの次に大好きなキョコたんの勇姿を見せてあげたかったですぅ」


    「タマきっ……」


    　俺は思わず、声が出なくなってしまった。比ひ叡えいと高たか野のも、ドン引きしている。


    「ちょっ……ちょちょちょっ、そこのカマボコまゆげの一年生！　女によ人にんが、そのようなはしたない単語を口走ってはだめですよ～！」


    「そうでありますよ～！　もうちょっと別の名前を、なんかもっとこう～！」


    「キイロタマホコリカビだからタマきーで、何が悪いですぅ？　小麦のネーミングセンスに、ケチつけられたくないですぅ。ちなみにこっちは、ムラサキタマホコリカビのタマむーと、シロタマホコリカビのタマしーですぅ」


    　小麦は、ぷうっとふくれている。俺は思わず、聞きなおした。


    「魂？」


    「さータマきータマむータマしー、キョコたんのかっこいいとこをその目にしっかり焼きつけるですぅ」


    　小麦は俺を無視して、三つの瓶をひざの上に乗せた。中には、黄色いグチャドロと紫のグチャドロと白いグチャドロが入っている。しかも、グチャドロはもぞもぞと動いている。っていうか、粘菌に目は無いだろ。


    　それにしても、たかが高校生の水球の練習試合なんて、そんなわざわざ、粘菌にまで見せたいほどのものなのか……？　そんな疑問を抱きながら、俺はプールサイドでストレッチをしている妹たちのほうへ目を向けた。妹はなぜかきょろきょろしている。


    （何をきょろきょろしてるんだ……？）


    　と、俺が不思議に思っていると、妹は俺のほうを見て、ニコッと笑ってひらひらっと小さく手を振った。俺は、ドキッとした。


    　えっ……もしかして、俺を捜してたのか？　来てることはわかってるだろうに、わざわざ？　どういうわけだか、胸がドキドキする。俺のまわりに座っていた野郎どもが、


    「うおー！　日向ひゆうが、こっち見て手を振った！　俺だ、ぜったい俺に手を振ったんだ！」


    「バカ、ちげーよ俺だしっ！」


    　と、見当外れな争いをしていたので、よけいにドキドキした。


    　妹は俺を見つけて満足したのか、凛りん世ぜといっしょに手をつないで、仲良く協力してストレッチをはじめた。ナイスバディをしなやかにくねらせながら、ふだんは見ることのできないわきの下などのレアな部位を見せるストレッチ姿を見て、観覧席は異様なテンションでどよめきながら盛りあがっていた。なんかこいつらが全員妹に注目してるんじゃないかと思うと、軽く殺したい気持ちになってくる。


    　そのとき観音開きの扉が再び開いて、四高の水球部の面々があらわれた。


    　さすが水球で鍛きたえているだけあって、こちらも引きしまったナイスバディぞろいだ。けれど、その中でもとりわけ、緋ひ影かげは目立っている。


    　いや、もちろんまだ眼帯は取れていないし、左手首は包帯を隠すためにあのレザーバンドをしたままっていう異様さから悪目立ちしてる部分もあるとは思うけど、でもそれだけじゃない。


    　切れ長の目、すらっと長い足。限りなく無表情だけれど、それゆえに全く崩れることのない鉄壁の美び貌ぼう。そして凛世もたいがいナイスバディだけど、それより全体的にスペックが高そうな均整の取れたナイスバディ。


    「うわ、誰あの眼帯！　すげーかわいい！」


    「あの眼帯、ケガでもしたのかな。でも、眼帯だけど美人だよな！」


    「いやむしろ眼帯がいい！　包帯も追加しろ！」


    　なんか、レベル高めの変態紳士が交じってるようだが。


    　でも、とにかく妹や凛世といったスペック高い女子（いや、俺がそう思ってるわけじゃなくて、客観的にそういうことだっていうことで。くれぐれも、俺がそう思ってるわけじゃないからなっ？）を見慣れている男子たちが、ここまで動揺するほど絶賛するというのは、かなりのものだ。


    　あらためて、緋影は美人なんだなあ……と、俺は思った。眼帯をしててこれなんだから、眼帯を外したらいったいどんな騒ぎになるだろう。


    　なんてことを考えながら、俺はぼんやり緋影のほうを見ていたんだが、緋影はなぜか妙に落ち着かないようすで、妹のほうを何度もチラチラと見ている。何か気になることでもあるのかな？


    　妹はそれに気づかず、凛世と何か熱心にしゃべっている。どうやら、妹は先発で凛世は交代選手らしい。


    　妹がプールのほうへ歩きながら、白地に校章の模様が入った試合用の帽子をかぶった。頭の横の部分に、紺色で大きく背番号がわりの数字が書かれている。妹のは「７」、ラッキーセブンか。凛りん世ぜが「３」なのは三み剣つるぎの３？


    　ふつうの水泳用の帽子じゃなくて、耳のところがポコッとふくらんでいるのが、ちょっとかわいい。このポコッとふくらんだ半球形の部分が紺色に色分けされているので、後ろから見ると、ヘッドフォンをしているように見える。あるいは、化学で習う水の分子模型みたいな。


    　四高のほうは、青い帽子だ。双方とも、「１」がついている帽子だけ赤い。開始の挨あい拶さつのあと、プールに入ってゴールのほうへ泳いでいったからゴールキーパーみたいだ。


    「キョコたん、がんばるですぅー！」


    　俺の横で、小こ麦むぎが大声を張りあげて応援した。ひざの上のびんの中では、粘ねん菌きんたちも応援するかのように、微妙にドロドロとうごめいている。


    　黄色いボールが水しぶきを上げて、プールの上を飛びはねた。選手たちが、水をはね上げながらそのボールを追いかけている。


    　はじめて見るけど、サッカーに似たゲームなんだな。そして、すごく白熱してる。黄色いボールを追いかけて泳ぎ回る選手たちは、まるでイルカショーのイルカみたいだ。


    　その中でも、一番輝いているイルカが妹だった。悔しいけれど、認めざるをえない。敵にパスされたボールを妨害して取るとき、プールの底に足がつかないはずなのに、足で水を蹴ける力だけで水面高く飛び上がり、白くて長い腕をしなやかに伸ばしてキャッチする。


    　その姿は、いつも家の中でだらしない格好でヘラヘラしながら俺にちょっかいかけている甘えんぼの妹と、同一人物だとは思えなかった。ふれれば切れそうなほど真剣な表情、凜りんとしたまなざし、圧倒的な運動神経、そしてその全ての動きの芸術品のような美しさ。


    「はぁ～っ、キョコたん、やっぱりステキですぅ～……」


    　小麦が至福の表情で、堪能するように目を細めた。


    　今まで、こいつらの妹好き度は異常だと思っていたんだけど、今日はちょっとだけその気持ちがわかったような気がした。妹のこの勇姿を、こいつらはいつも見ていたのか。そりゃー、たとえ女子でも妹に惚ほれてもしかたないかもなぁ～、なんて俺はうっかり納得してしまった。


    「いっ、いや、別に俺がどうとか、そういうわけじゃないんだからねっ？」


    「びくっ。いきなり何を叫びだしてるでありますか、日向ひゆうがくん」


    「あ……い、いや、別に」


    　俺はあわてて、首を横に振った。


    　水球のことはよくわからないけれど、けっこういい勝負をしてるみたいだ。お互い、ぜんぜんゴールにボールが入らないみたいだから。


    　それで観覧席の生徒たちも、男も女も白熱して、嵐のようにどよめいていた。


    「三高、がんばれー！　行けーっ！」


    「日向、がんばれー！」


    「日向、ポロリも頼むぞーっ、ハァハァハァハァハァ……」


    「おまえらっ、俺の妹を変な目で見るなっ！」


    　俺は思わずブチ切れ、観覧席で立ちあがってどなった。だけど、まわりの奴らはすっかり興奮していて、俺の声なんてかき消されてしまう。


    　妹は、敵のゴールキーパーの前に陣取っていた。どうやら、そこがフローターの定位置のようだ。ということは、妹の後ろにいる番号「４」の青い帽子が、フローターバック……つまり、緋ひ影かげなのか。


    「キョコたんっ、後ろぉーっ！」


    　小こ麦むぎが叫んだ。パスを受け取った妹の背後から、緋影が迫っていた。緋影のほうが、身長とパワーの差か、わずかにジャンプが高い！


    「ひゃああぁっ、らめぇぇーっ！　ボール取られりゅぅぅーっ、こむぎゅうううぅ～っ！」


    　興奮しすぎて、小麦はろれつが回っていない。けれど妹は、まったく焦あせらない。緋影がボールを受け取ったが、そのまま重力で沈んで緋影がわずかに下がったタイミングで一度足で水を蹴けり、自分の高さを維持してボールを上から奪い取った。


    「うおおお～っ！　日向ひゆうがくんの妹さんっ、すごいでありますよ～っ！」


    「マジパネェですよ～っ！」


    　悟りを開いてるはずの高たか野のと比ひ叡えいも、興奮して思わず抱きあうほどの熱戦だ。俺も知らず知らず、手の腱けんが白くなるほどこぶしを握りしめていた。


    （妹って……こんなすごかったんだ……）


    　俺の知ってる妹じゃなくて、妹が急にすごく遠い存在に思えた。観覧席の怒ど濤とうのような声援にもまれて、俺は突然、何か突き放されたような孤独を感じた。


    　妹が、手の届かないずっと遠いところにいるような気がして……俺なんかこの観客席の何百人という観客のうちの一人でしかない、妹が主役なら俺はその背景を埋めるその他大勢モブシーンの一人でしかない、そのことを思い知らされてしまった。


    　今はまだ、俺になついている妹。


    　だけど俺は……才能豊かで超人気者の妹に比べてまったく不釣合いな、ただの凡人の仏像マニアでしかない俺は、いったいいつまで妹といっしょにいられるんだろうか……？


    　あれ、何だ。周りが熱狂すればするほど、なんで俺こんなにぽっかりした寂しい気持ちになってるんだ？　俺は信じられない気持ちで、自分の心臓をぐっと押さえた。


    「きゃー！　キョコたんがぁぁーっ！」


    　小麦の悲鳴を聞いて、俺は我にかえった。


    　プールの中に……妹が、いない。緋影もいない。


    　いや、よく見るとプールの底にいる。二人でからみあいながら、沈んでいる。ボールを取りあってもみあって、そのまま沈んでしまったようだ。


    　審判をしていた顧問の先生が、あわててピリリーッとホイッスルを吹いた。試合が中断され、プールの中の選手は動きを止める。


    　だが、二人はまだ浮かんでこない。水の中だし、あの水分子みたいな耳のガードのせいもあって、音が聞こえないに違いない。


    「大丈夫かな」


    　俺はドキドキしながら、でも部外者だからすぐにプールサイドへ行くのもためらわれて、迷いながら小麦にたずねた。すると小こ麦むぎは、粘ねん菌きんが入ったガラスびんを抱きながら、邪悪な微ほほ笑えみをうかべた。


    「大丈夫ですぅ、お兄様。大丈夫じゃなかったら、小麦がばっちり人工呼吸と心臓マッサージを念入りに丹念にもむもむ♪させていただきますから、大丈夫ですぅ。ククククッ……」


    「おまえが一番大丈夫じゃないだろ！」


    　小麦の魔の手に妹が落ちる前に助けよう……俺はそう誓って、観覧席からプールサイドへ飛びおりた。高さは五メートルほどあったけど、観覧席の床にぶらさがるようにして降りれば三メートルほど。ギリ降りられる高さだったが、足の裏がじんじんして、すぐには動けなかった。


    「ううっ……」


    　俺はひざを曲げた着地姿勢のまま、しばらく固まっていた。動けない俺より先に、凛りん世ぜが妹を助けようとして駆けだしていた。


    「大丈夫、今日きよう子こっ？　今助けてあげるから！」


    　長い黒髪をなびかせて、凛世は今にもプールに飛びこもうとした。


    　がっ……そのとき、「ピッ」と糸が切れるような小さな音がした。


    　ぴたり、と凛世の動きが止まった。凛世の水着の布地が、ピピピピピ……と、細かく裂けはじめた。


    「きゃっ……」


    　凛世が短く叫んだ。そのとき、妹が水面に顔を出して、ぷーっと水を吹きながら息継ぎをしつつ、得意満面で高々とボールを差しあげた。


    「取ったぁ！　食らえっ、トビウオシュートっっ！」


    　雑な感じで名づけられた必殺技名を叫びながら、妹はゴールにボールを叩たたきこむ。呆ぼう然ぜんとしていたゴールキーパーは、何の手出しもできなかった。


    「やったぁ！」


    　妹はガッツポーズを取る。少し遅れて緋ひ影かげが水面に顔を出し、思いっきり苦しそうにハアハアハアハア息を荒らげていた。


    　よかった、妹は無事っぽい……っていうか、二人の肺活量がいちじるしく常人離れしてただけで、溺おぼれてたわけじゃなかったのか。


    　いや、のんびり安心してはいられない。凛世の水着が……っ！


    　俺の視線の向こうで、凛世の水着が風に吹かれたタンポポの綿毛のように細かく飛び散っていた。それは、スローモーションのようにはっきりと見えた。


    　凛りん世ぜが悲鳴を上げて水着を押さえようとしたが、それは凛世の白い指のあいだをすり抜けて、散り散りに飛び散ってしまう。焦あせる凛世の顔、揺れる長い髪があらわになった白い胸を覆おおう。


    「きゃああああ！」


    　凛世が悲鳴を上げて両手で胸を隠し、プールサイドに座りこむ。ひらひらと散った白い水着が、むしられた天使の羽根のように見える。


    　その瞬間、俺の頭が沸ふつ騰とうした。足の痛みが吹っ飛んだ。俺は、ワイシャツを脱ぎながら走りだした。


    　妹も、ここにきてようやく異常事態に気づいたようだった。シュートが決まってガッツポーズをしようと上げた腕を、とまどうように少し下ろした。


    　凛世は水着が全部散ってしまって、全裸の体を長い髪がかろうじて覆い隠している状態だった。呆ぼう然ぜんとしてうずくまっている凛世を、俺はワイシャツで背中からすっぽりくるんだ。


    「大丈夫か？」


    　凛世は、上半身裸になった俺を涙目で見上げた。


    「兄あに貴きさんっ……！」


    　凛世は、タカに追われた小鳥のように震えながら、腕を伸ばして俺のその裸の胸にすがりついた。たぶん胸をかくすために、俺を盾たてにすればいい……と、とっさに思ったんだろう。


    　でも、俺は盾でも壁でもなくて、生身の人間だ。もっと言えば、ちょっぴり仏教マニアの草食系ではあるけれど、高校二年生の健全なる男子だ。


    　なので、服にも下着にも覆われていない俺の素肌にじかに伝わってくるリアルな感覚に、俺は理性を保ちきれない。もちろん、凛世のほうも素肌だから、素肌と素肌のふれあいというわけで……。


    　俺の胸につたわってくる凛世の胸の感覚は、まずマシュマロみたいにやわらかかった。そして、ひんやりと冷たかった。冷たいのは水着でプールサイドにいるせいで冷えたのか、それとも胸が大きいせいで乳の先端まで行くあいだに血液が冷やされてしまうせいか。どっちにしても、よく冷えたプリンのように冷たくて柔らかい。


    　でも、ただ柔らかいだけではなく、つんと突き放すような弾力もあった。凛世も俺もしゃがんだ姿勢だったところに、凛世が俺の首に抱きついてきたので、身長差や角度的な問題で、凛世はひざ立ちして俺に少しぶら下がるような姿勢になっている。つまり、胸を押し当てた状態で少し凛世の体が下がったため、胸が押し上げられて、よけいに弾力が増しているわけだ。たとえるなら、しぼみかけのやわらかい風船の端っこを押すと、はじき返すような弾力が戻ってくる理論。


    　らっ、らめええええっ！　社会問題になっちゃううううぅっ！


    「凛世っ、バスタオルだよ！」


    　俺の理性が飛びそうになる寸前、プールから上がった妹が大きなバスタオルを持って、あわてて走ってきた。俺にしがみついてへたりこんでいる凛りん世ぜを、背中から抱きしめるようにしてバスタオルで覆おおいかくす。


    「今日きよう子こっ……！」


    　凛世の関心は一瞬にして、俺から妹へとうつった。もともと妹のことが好きなんだから、当然だ。崩れるように泣きながら、凛世は妹のほうに抱きついた。


    「今日子っ、今日子……っ！」


    「もう大丈夫だよ、凛世。水着、虫が食ってたのかな」


    「わ、わたし、裸……見えてなかった？　もし男なんかに裸を見られてたら、わたし、わたし……」


    「大丈夫だよ。兄あにっちがすぐに隠してくれたから、大丈夫だからね」


    「兄あに貴きさん……」


    　凛世は妹と抱きあいながら、はっとした目で俺のほうを見た。


    　そのとき俺は、俺も凛世が言ってる「男なんか」の一人であることに気づき、あわててブルブルッと首を横に振った。


    「あっ、俺も見てないから、無む我が夢む中ちゆうだったから何も見えてないから！」


    「ほんとに？　証明できるの？」
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    　凛りん世ぜは、疑うような怯おびえるような、何ともいえない不安そうな目で俺をにらんでいる。そりゃ肌はふれたけど、でもほんとに見てはいないんだ。凛世に疑われてるのがどういうわけか俺はすごく嫌いやで、必死に弁解した。


    「ほんとだって！　仏教には五ご戒かいってのがあって、不ふ殺せつ生しよう戒かい、不ふ偸ちゆう盗とう戒かい、不ふ邪じや淫いん戒かい、不ふ妄もう語ご戒かい、不ふ飲おん酒じゆ戒かい……」


    「できれば、手短にお願いできるとありがたいんだけど」


    「要するに！　不妄語戒ってのは、嘘うそをつかないってことだ。だから俺は嘘をつかないし、ついてない。何も見てない、ほんとだ！」


    　俺は、凛世の目をしっかりと見つめて言い切った。


    　凛世は、そんな俺を呆ぼう然ぜんと見つめている。そのとき、観覧席で高たか野のと比ひ叡えいが立ちあがり、大声で言った。


    「そっ……そうでありますよ～！　ここから見てたけど、何も見えてないでありますよ～！」


    「ほんとに見えてないですよ～！　ぼくたちも日向ひゆうがくんと同じ仏教仲間ですから、不妄語戒で嘘はつかないですよ～！」


    　ありがたい、さすが持つべきものは友達、ナイスフォローだ。


    　凛世もそのことばがダメ押しになって、ホッと胸をなでおろしたようだった。少し気持ちが落ちついたようで、ゆっくりと立ちあがる。妹がその肩をそっと押すようにして、更衣室へつづく観音開きの扉のほうへ連れていこうとした。


    　俺の横をすれちがっていくとき、妹は小さな声で、


    「兄あにっち、ありがと」


    　と、言った。


    　友達である凛世をかばったことで、俺に感謝したのか。ほんとに妹は友達思いなんだな……と、俺は感心した。そりゃあ、女子にモテるはずだ。


    「三高チーム、七番、交代します！」


    　審判の先生が、ホイッスルを吹いてそう言った。選手交代して試合を再開するようだ、ということは部外者の俺がいつまでもプールサイドをうろうろしているわけにはいかない。


    　俺は急いで、観音開きの扉から出ようとした。そのとき、いつの間にかプールから上がっていた緋ひ影かげ（妹といっしょに、凛世を心配してプールから上がったのか？）の横を通ったんだが。


    「……チッ」


    　え？


    　俺は舌打ちの音を聞いたような気がして、緋影のほうを二度見した。


    　だがそのときはもう、緋影はプールのほうへ戻っていくところだった。試合再開の雰囲気を感じて、俺もあわてて扉から出た。


    



    　そこから俺は、観覧席に戻るため、玄関に上がる階段のほうまで、廊下をぐるりと回っていった。途中で更衣室のほうに行く扉があったが、ちゃんとカギがついている。そして、そこから階段を上がるまでにも、今日は開いているけれどカギがついた扉がある。


    　階段を上がって観覧席に戻ったころには、もう試合は再開していた。


    「お帰りなさいですよ～、日向ひゆうがくん～」


    　比ひ叡えいと高たか野のが、穏やかに俺を迎えてくれた。


    「ありがとうな、二人とも。フォローしてくれて」


    「日向くん、すごくカッコよかったでありますよ～！　いきなり飛びおりるなんて、びっくりしたでありますよ～」


    「やっぱり、あの妹さんのお兄ちゃんだけのことはあるですね～。ぼくたちと同様、体育が苦手な人かと思ってたけど、意外に運動神経よかったですよね～」


    「そ、そうかな。自分が運動神経よかった記憶とか、無いんだけど……カナヅチだし」


    　友達にほめられるっていうのは案外照れくさいもので、俺は頭をバリバリかいた。


    　もとの席にもどってどっかと座ると、小こ麦むぎが心配そうに俺の顔を見てきた。


    「りんりん、大丈夫だったですぅ？」


    「うん、たぶん……ほんとに見えてなかったし」


    「よかったですぅ。りんりんの裸を見たいド変態野郎とか、そのへんにうじゃうじゃしてるですから心配してたですぅ」


    　小麦はどうも口が悪すぎるが、とりあえずホッと胸をなでおろした。胸がぺったんこだから、さぞかしなでおろしやすいであろう。まあでも、凛りん世ぜの水着トラブルが一件落着して、俺もホッと胸をなでおろした。


    　小麦が、ふとそんな俺のほうに目を向けていた。裸の胸を、えらいじーっと見つめられていて、俺はちょっとあせった。


    「なっ……何だ、何か用か？」


    「あっ、いえ……別に何でもないですぅ。じろじろ」


    「じろじろ、って言ってるし！　何見てんだよ！」


    「お兄様、運動オンチって言うわりには、ついでに仏教マニアのインドア派にしては、けっこういい筋肉ついてるですぅ」


    「そっ……そんなことないって、ふつうに体育の授業を受けてたらこれぐらいの筋肉はつくって！」


    「そうですぅ？　ここんところとか……」


    　と、小麦は俺の胸を指でつんっとつっついた。


    　その瞬間、俺はさっき凛世の胸が俺の胸に押しつけられたときの、あの弾力と、そしてツンとした突起の感触を思いだして、全身の毛がぞくぞくっと逆立った。それを見て、小麦がびっくりしたように目をまるくした。


    「あっ、お兄様の胸から子し実じつ体たいが」


    　子実体って、俺の胸は粘ねん菌きんじゃない！


    　という、このツッコミが意味不明っぽいからちょっとくわしく説明するけれど、粘菌というのは、ふだんはスライム状の不定形生物だけど、子孫を残すときがきたらキノコのような子実体に姿を変えるらしい。


    「子実体じゃない、ただの乳首だ」


    「でも、形を変えたですよぉ？」


    「寒かったりすると、形が変わるんだよ！」


    「へー、男子も形が変わるのは知らなかったですぅ。勉強になるですぅ、じろじろ」


    「だからっ、じろじろ見るなっ！」


    　これだけ無遠慮に男の裸を見てくるってことは、小こ麦むぎは完かん璧ぺきに女子にしか興味が無いんだろう。粘菌を観察するような目で乳首を観察されて、俺は思わず胸を隠した。


    　待てよ……男子も形が変わる、ってことは、女子も形が変わるのか。いや、変わるよな。妹を見てても、風呂上がりによくノーブラでウロウロしてるけど、風呂から上がってすぐはタンクトップの胸もとはすべすべしてるけど、少し体が冷えてくると、胸の真ん中にツンとしたしこりができてきて、俺は目のやり場に困るわけだが……。


    　そこまで思いだしたとき、俺は、さっき俺の胸に押し当てられた凛りん世ぜの胸の感触を連想してしまった。


    　そういえば……俺の裸の胸に伝わった、凛世の胸の感触。それは、はじきかえす豊かな弾力……いや、それだけじゃなかった。あのときは頭がパニクっててうっかりスルーしていたけど、その弾力の中心に、何か小さなポッチ状の突起物の感触があったような気がする。


    　あれって……もしかして……っ！


    「いっ、いやだめだ俺！　考えるな、思い出そうとするな！　不ふ邪じや淫いん戒かいを守れ！　仏教の五ご戒かいを破っちゃだめだ破っちゃだめだ破っちゃだめだ！」


    　俺は頭をかかえて、必死にその思いを消そうとした。ぶんぶんぶんっ、と激しく頭を振ってると、壁に真っ赤な血が飛び散った。やばい、鼻血！


    「あれぇ、お兄様、鼻血ですぅ」


    「指さすなっ、小麦！」


    「ティッシュでも鼻につめておけば止まるですよぉ」


    「保健委員のくせに相手が男だと治療してくれる気ゼロかっ、潔いさぎよいな！」


    「あ、日向ひゆうがくん。ぼくのティッシュをお貸しするですよ～」


    　比ひ叡えいが俺の鼻にティッシュを詰めてくれた。ああ、やっぱり持つべきものは友達だ。薄情な女子なんかに比べて、ずーっと優しい。女装も似合うらしいし、もう俺、比叡とつきあっちゃおうかしら。


    　そう、女子なんて薄情でわがままで自分勝手で、ああそういえば落語のくすぐりにもあるな。叱しかりゃふくれる、ぶてば泣く、殺しゃ夜中に化けて出る……それが女ってものだ。


    　わかっているのに、なのに忘れようとすればするほど、凛りん世ぜの胸の感触を思い出してしまう。ああ、ほんとにお釈しや迦か様さまの言うとおり、女によ人にんというのは悟りの道をはばむ悪魔に他ならない。俺の胸にだってある、単なるポッチひとつで、いちおう悟りを開いてるつもりの俺の頭の中をこんなにグチャグチャにするんだから。


    　お釈迦様はえらかった、と俺はつくづく実感した。
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     四章　妹が勝手に布団に入ってくるので困る件


    



    　俺は凛りん世ぜにシャツを持っていかれたので、教室のロッカーに置きっぱなしにしていた体操服の上着を着て家に帰った。


    　そしてその夜、俺は眠れなかった。


    　もうすぐ夏休み前の学期末考査があるわけだが、勉強も進んでいなかった。教科書とノートは机の上に絶妙のバランスでアーティスティックに散らかされていたけれど、いっこうに勉強は進んでなんていなかった。


    　だからといって、勉強する気にもなれないし。じゃあ寝てしまえばいいじゃないかとお思いでしょうが、寝ようとして目を閉じると余計なものがいっぱい目の裏に浮かんでくるのだ。主に、凛世の胸とか凛世の胸とか凛世の胸とか……。


    「ガー！　胸のことばかり考えるな、俺！　忘れろ！」


    　俺は、髪をかきむしった。凛世の胸が……ことさらに胸の突起が俺の胸に押し当てられたリアルな感覚が何度もよみがえって、胸がじんじんと熱かった。


    　これはいわゆる煩ぼん悩のうだと思って、俺は煩悩を消し去るために、ベッドの上で座禅を組んでいた。でも、まだまだ修行の足りない俺は、なかなか集中できず、瞑めい想そうに入れない。


    　夜になって、また雨が降りはじめたようだ。梅雨もそろそろ終わってもよさそうなものなのに、パラパラパラパラ……と、雨が叩たたきつける音がずっとしていて、よけいに集中できない。


    「兄あにっち、兄っちー」


    　妹が、俺の部屋に入ってきた。あいかわらず、この妹はノックも何もしない。パジャマを着て、ヒツジさんの枕を両手に抱いている。


    　妹がヒツジさん枕を手に俺の部屋に入ってきたとき、そのままベッドにもぐりこんでいっしょに寝る率が異常に高い。


    　座禅を組んで煩悩と戦ってるというのに、ヒツジさん枕の妹を見て、俺は思わずベッドから転がり落ちそうになったが、必死に耐えた。決して座禅を崩すことなく、必死に平常心を保とうと、俺は般はん若にや心しん経きようを口の中でブツブツとつぶやきはじめた。


    「ねえ、兄っち。聞いてる？」


    　妹が、俺のベッドのとなりに座ってきた。風呂から上がったばかりのようで、ローズの香りがふんわりする。妹のやつ、バラの香りのバス○○ンを入れたな。妹は入浴剤だけではあきたらず、風呂に花びら浮かべたりするのが好きみたいで、よく母親に「お風呂詰まるでしょ！」って怒られている。


    　あと、子供じゃないんだから黄色いアヒルを浮かべるのはやめろ。特に、赤いリボンと青いネクタイのアヒルのカップルなんだが、青いほうを「兄っち」と名づけるのは、もっとやめろ。


    「明日の放課後なんだけどさ……」


    「観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ、行ぎよう深じん般はん若にや波は羅ら蜜みつ多た時じっ！」


    「凛世の水着がね、見たでしょ。破れちゃったの。いちおうお店の人に見せて聞いてみようと思ってるんだけど、洗濯乾燥機に入れたときに、ブラのホックとかが引っかかって糸がピーッといったんじゃないかな。あたしが洗濯当番だったんだけど、いつもドジっちゃうんだ。ブラは型崩れしたり引っかからないようにネットに入れるんだけど、よく忘れてからまってるし。水着を入れるロッカーも、しょっちゅうまちがえるし」


    「照しよう見けん五ご蘊うん皆かい空くう、度ど一いつ切さい苦く厄やく……」


    「ママもよく、あたしの白いタンクトップと兄あにっちの白いランニングをまちがえて入れちゃうけど、遺伝かなあ。あ、でもじつは今日もまちがえて入れてあったんだけど、あたしのタンクトップが見当たらなかったから、内緒で着ちゃった☆　あんまりサイズ変わらないかもって思ってたけど、やっぱり兄っちのっておっきいよね……凛りん世ぜにシャツかけてあげたときも、けっこうおっきかったもんね。ちゃんと凛世のお尻しりまでかくれてて、ほんとよかった。でもこの兄っちのランニング、おっきすぎて、胸のところとか、ぶっかぶかでけっこう笑えるよ。見てみる？」


    　妹が、俺が無視してるという事実をまったく無視して、パジャマのえりもとのボタンを三つ、プチ、プチ、プチッと外し、みぞおちが見えるぐらいまでランニングのえりぐりがぶかぶかに下がった姿を見せてきた。


    「しゃっ……しゃ、舎しや利り子し……っ」


    「あっ、借りたシャツはあたしが水球部の洗濯機で洗ったから。ほかの女子の水着とかといっしょに洗ったけど、別に気にしないよね？　いつも、妹のパンツといっしょに洗ったハンカチで顔ふいたりしてるわけだし」


    「えーっ！　ハンカチとパンツ、分けてないのかーっ？」


    　俺は思わずベッドの上で立ちあがりかけて瞑めい想そうが解けてしまい、あわてて座禅を組みなおした。


    「しっ……色しき不ふ異い空くう、空くう不ふ異い色しきっ……」


    「別にいいじゃん、ちゃんと洗剤できれいに洗ってるんだから。あ、だけど兄っちの服って洗濯してもちょっと汗くさいっていうか脂くさいっていうか、男の子の匂いが残っちゃってるよね。あの匂い、嫌いやがる女の子もいるけど、あたしけっこう好きだよ。なんかホッとするっていうか、キュンってする。このタンクトップもそうなんだけど、なんだか着てると兄っちに抱きしめられてるみたい。凛世かわいそうだったけど、でも兄っちのシャツ着られたの、ちょっとうらやましいと思っちゃったりして……だめだね、凛世泣いちゃってて落ちこんでるのにそんなこと考えてちゃ」


    「色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しきっ、色っ、色情の色……色とか言うなっ、釈しや迦かーっ！」


    　だめだ、もう完全に集中できない。俺は頭をかきむしりながら、ベッドの上に突っ伏した。


    　妹は、そんな俺の葛かつ藤とうなんて完全に無視して、話をつづける。


    「それで、明日、ほら『タキオン』できたでしょ。学校の帰り、みんなで水着を買いに行こうってことになって」


    「ショッピングセンターぐらい、勝手に行けばいいだろ。いちいち俺に報告するな」


    「でもあそこ、今まで行ったことないし。それにゲーセンあって、そこに男子高の奴ら、たまってるんだって」


    「あのへんだと……銀ぎん嶺れい学院高校か？」


    「そこ！　あの、チャラ～い金持ちボンボン学校。あいつら、自称イケメンでモテるとかかんちがいしてるから、声かけられたりすると面倒なんだよねー。よっぽどウザくからまれちゃったら、ほら、あたしってうっかりぶん殴っちゃうから。そうしたら、わずか十五歳の美少女なのに暴行傷害で逮捕とか、困るし」


    「水球は水中の格闘技という別名があるが、っていうか格闘は水の中だけにとどめとけよ」


    「だから、魔ま除よけがわりに男子がいっしょに来てくれたらいいなーって」


    「それは、とてもいいアイディアだな。クラスの男子に頼みなさい、おやすみ」


    「やーだ、冗談ばっかり！　兄あにっちが来るに決まってるでしょー？」


    　眠りの中へ逃げようとした俺の肩を、妹が強引に引っぱって起こした。


    「なんで俺が、おまえらの買い物につきあわにゃならんのだ！」


    「だって、凛りん世ぜや小こ麦むぎって男子とぜんぜんしゃべらないし。二人が気をつかわなくてもいい男子って、兄っちだけだもん。あたし、もしかして二人は兄っちのこと、ちょっと好きなんじゃないかと踏んでるんだ～。モテる男はつらいねぇ～、このこのぉ☆」


    　ぐりぐり、と妹が俺のほっぺたを人差し指でぐりぐりする。やめてください、ほっぺに穴があいてしまいます。


    　それに、二人が俺としゃべってるのは、あくまで妹を狙ねらってるからだ。何かと俺を監視しておく必要があるだけで、あいつらにモテてるのはあくまでも俺ではなくて妹なのだ。あいつらが、百ゆ合りが発覚することで妹の友情を失うのを恐れているため、このことは妹には秘密なのだが。


    「それに、中途半端な男子だと、いかにも魔除けに頼みましたー、って感じになるじゃない。そのせいで、変に銀嶺学院の奴らがライバル心を刺激されて、逆に近づいてこられても困るし。やっぱり、これは絶対彼氏だ、って説得力のある男子でないとね」


    「俺は、最もその説得力の無い人間である自信があるぞ」


    「まったー、冗談ばっかり！　兄っちが地味に見えるのは、服装とか外見とか全然気にしてないからだよ。毎日寝グセつけて歩いてるしさ。兄っちは、磨けば超カッコいいって。妹のあたしがそう言ってるんだから、まちがいないよ」


    　いやいや、妹のほうこそ、まった～冗談ばっかり！　……と、思いながら俺は妹のほうを見たんだが、どういうわけか、妹は思いっきり真剣な表情で俺を見つめている。ちょっと怖いぐらい。


    　俺はびくっとして、思わず起きあがった。ちょっと熱っぽくも見えるような妹の目に、何か不穏な空気を感じて、俺は入り口の扉のほうを指さした。


    「と……とりあえず、出て行けば？　俺、もう寝るんだけど。おまえも、もう寝なされ」


    「ブッブー、出て行かないもんね～。あたし、今日兄あにっちのベッドで寝るから」


    　そう言うと、妹はさっさと俺の枕のとなりに、自分のヒツジちゃん枕を置いた。おいおいおい、やっぱりそう来るのか！


    「なんで俺のベッドで寝るんだよ！　まあいいわかった、それなら俺は廊下で寝るからっ！」


    　妹にこれ以上かかわるとろくなことがないことは、経験則でわかっている。俺は自分の枕を取って廊下のほうへ行こうとしたが、枕を取るためにベッドに手を伸ばした瞬間に妹に腕をつかまれ、強引にベッドの上に引き戻された。


    「廊下じゃなくて、兄っちはここで寝るの」


    　妹が、自分がかぶっている布ふ団とんの中にいそいそと俺を飲みこもうとしながらそう言った。だめだっ、飲みこまれては危険！


    　妹の顔が至近距離にあって、俺はあわててその顔を見ないように、妹に背中を向けた。はっ、でもこれだと妹に無防備な背中をさらけ出すことになってしまう、それはそれで危険！　俺はあわてて妹のほうに向きなおったけど、するとまた、布団とともに迫ってくる妹が。わーん、どっちを向けばいいんだー！
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    「兄あにっち、なにクルクル回転してるの？　いい子だから、おとなしく寝なちゃい」


    「なんでだよ！　勝手にここで寝てりゃいいだろ、俺を巻きこむな！」


    「だって……あたしも、凛りん世ぜみたいに兄っちの脱ぎたてのシャツを着てみたかったなって」


    「はい？」


    「女の子に無愛想な兄っちが、あたしの友達とは仲良くしてくれてるの、すごくうれしいんだけどね。あんまりよくしてくれると、ちょっと妬やけるかな～、みたいなとこも、あったりなかったりしてね」


    　そう言うやいなや、妹は水球で鍛きたえた強きよう靭じんな腕力で俺を布ふ団とんの中に抱きこみ、手足をからめるようにして動きを封じた。


    「何するんだ、これは！　寝技っ？」


    「ううん。凛世は兄っちの匂いがついた服を借りたけど、服より本物の兄っちのほうがずっといいもん、っていうことに気づいただっけー」


    　そう言うと、妹は俺に抱きついたまま目を閉じた。


    「うーん、やっぱりナマ兄っちはいいなあ。本物の兄っちをゲットできたから、凛世のシャツがうらやましくなくなってきた気がする。でも、まだ気がするだけだから、一晩じっくり兄っちを堪能させていただきますぐう」


    「一晩っておまえ、自分の部屋に戻れーっ！　……って」


    　俺はわめいていた口を止めた。妹は、俺に長い手足をからめたまま、もう眠りに落ちていた。もともと目を閉じて三秒で寝れる体質だった妹だったけど、さすがに速い。スポーツをして疲れてるから、横になって目を閉じたらすぐに寝てしまうんだろうなあ。


    　なんて、のん気な感想を抱いだいてる場合じゃない。動けない。これじゃ、妹をどけることも俺が逃げることもできない。しかも俺のベッドは、いたってふつうの、パイプでできたシングルベッドだ。狭すぎて、妹が密着しすぎていて、しかも俺にしっかりとしがみついているので、その吐息がちょうど俺の耳に吹きかけられる。


    　甘い香りがする……ぴったりと密着した妹のやわらかさや、体温や、いろんなものが伝わってきて、俺は煩ぼん悩のうが一気に目覚めるような気がした。


    　しかも、逃げようと身をよじったところで、妹がしっかりと抱きついているせいで逃げられない。かえって、動くとその動きのすきまに妹の手足ががっしりと食いこんできて、ますます抜きさしならない状況になってくる。


    　柔道でいえば、完全に関節を極きめられた状態になってしまった俺は、完全に身動きできなくなってしまった。その状態で、妹の顔が俺の顔のすぐそばにある。


    「すーっ、すーっ、すーっ」


    　寝息が俺の耳から首筋にかけて、優しくなでていく。


    　俺の心臓は、爆発寸前になった。おそるおそる見た妹の顔は、こんな至近距離で見ても、まったく毛穴なんか見えないぐらいツルツルのすべすべで、使い古された表現かもしれないがほんとに陶器みたいだった。しかも、ばら色に染まっている。


    「ち……違う！　ばら色のほっぺ、なんて言葉に惑わされるな！　このあいだ、テレビの健康番組で言ってたじゃないか。人間は眠ると、全身の毛細血管が拡張して体温を下げることで、体を睡眠状態に持っていくとか何とか。つまり、この愛らしいばら色のほっぺは単なる毛細血管の拡張現象であり、っていうかしまった！　理詰めで自分の感情を落ちつかせようとしていたのに、うっかり愛らしいとか言ってしまったーっ！」


    　俺が一人で騒いでいても、昼間部活で疲れている妹は、ちっとも起きる気配がない。つまり、俺が妹から解放される見込みもない。長いまつげをかたく閉じて、深く眠りこんでいる。


    　っていうか妹、ほんとまつげ長いな。小さいモップかっていうぐらい、フサフサしている。ほっぺたに影を落とすぐらい、濃くて長い。鼻筋も、きれいに通っている。


    　認めたくないが、あくまでも俺はそうは思ってはいないのだが客観的事実として、こいつもしかして、世間一般で言うところの「超絶美人」ってやつじゃないのか……？　いやっ、俺個人的は全然ちーっとも、そうは思ってないけれどねっ？


    　妹は、俺に横から抱きついているような姿勢になっているので、両手と両足で俺を横からはさんでいる。ついでに、俺の上腕の部分にちょうど胸が当たっているわけだが、この胸も俺の腕を挟んでいるわけで……ぷにぷにと、すりすりと。


    　だ、だめだ！　心を無にするんだ！　俺は必死に、般はん若にや心しん経きようを唱えた。


    「観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ、観っ、観自在っ、観自っ、かんっ……感じ、感じっ……！」


    　だめだっ、感じちゃだめだーっ！


    「すーっ、すーっ。むにゃむにゃ……兄あにっち、大好き……むにゃ～……」


    　タイミングの良いその寝言はわざとか、妹！　魔ま性しようのわざとか、やっぱり女によ人にんは悟りを邪魔する悪魔マーラなのか！　助けてお釈しや迦か様さま！


    　もう、こうなったら寝てしまって意識を消してしまおう、と思った。けれどそのとき、窓の外から聞こえるパラパラという雨音とともに、何かの気配を感じた。


    　ふと、俺はあの雷の日に窓の外に見た女の姿を思いだした。まさか……あれは夢じゃなくて、あの女がまた窓の外にいるとしたら？


    　俺はビクビクしながら、窓のほうに目を向けた。けれど、窓の向こうは真っ暗な闇やみで、何も見えない。


    　やっぱり気のせいなのか？　でも、もっとよく見てみよう……としたけど、そうすると妹の顔に接近してしまう。妹の吐息をまともに正面から受けてしまって、それが俺のくちびるを甘く優しくなでる。赤みを増したくちびるがわずかに開いて、そのかすかな隙間から白くつややかな歯がこぼれて見える。まるで、閉ざされた貝かい殻がらの中に秘められた真珠のようだ……なんて、柄にもなく文学的な感想を抱いだいてしまった。


    　じっとそのくちびるを見ていると、何だか心を吸いこまれてしまいそうで、俺はあわてて顔をそむけた。窓の外は気になるけど、それどころじゃない。妹の寝息はもっと気になるけど、悪魔マーラの誘惑にとらわれちゃいけない！


    　俺は結局その夜、一睡もできなかった。


    



    　そして、地獄のような睡眠不足とともに翌朝が訪れた。


    「うーん！　よっく寝たー！」


    　妹は思いっきりすっきりした顔で、ベッドに座って大きく伸びをした。まあ、あれだけ熟睡すれば当然だろーよ。逆に俺は妹のせいで、今朝は寝グセのみならず、目の下にもごっそりとクマができていたわけだが。


    　雨は小降りになっていたが、まだしとしとと絹のようにやわらかく降りつづけていた。妹からやっと解放されて、俺は窓を開けて外を見た。


    　やっぱり、何もいない。……いや。


    　一階と二階の間にあるひさしが、少し泥で汚れている。どうしてこんなところが汚れてるんだ？　屋根の泥が落ちた？　それとも……誰かが、ひさしに乗った？


    　俺の背筋は、氷水を浴びたようにぞっとした。


    「兄あにっち、どーしたの？」


    　妹が、俺の後ろからくっつくようにして窓の外をのぞいた。こんな妹でも多感な年ごろの少女だし、不確かな情報でむだに心配させるわけにはいかない。夜に父親が帰ってきたときにでも、こっそり相談しようと考えて、妹にはごまかした。


    「あ、いや。空気の入れ替え、蒸し暑いから」


    「ほんと、雨が降ると窓を開けられないから蒸し暑いよね。エアコンの電気代がもったいないからって、兄っちの部屋につけてくれないんだよね。夏のあいだだけ、あたしの部屋に移住してくればいいのに」


    「だが断る。それと、俺の背中にあんまりくっつくな」


    「へ？　どして？」


    　どして、じゃない！　蒸し暑いと言っているのにくっついてくる奴もどうかと思うが、それ以上に、パジャマに包まれたノーブラの胸を、俺の背中にあまりぐりぐり押し当てるなと言うのだ！


    　それはそうと、妹が妙に甘い匂いがする。イチゴ？


    「おまえ、朝から何食ってるんだ」


    「えっ、キャンディ。ポケットに入ってたの」


    「常に飴あめを携帯してるとか、おまえはバス旅行で飴を配りはじめる、飴のことを『飴ちゃん』と人格をこめた呼称で呼んでるおばちゃんか！」


    「兄あにっちの説明って、たまにくどいね」


    「ほっとけ！」


    　叫んだ俺の口の中に、妹はイチゴキャンディを押しこんだ。むぐ、と俺の声がふさがれる。甘酸っぱいイチゴの味がする。


    「二個あったから、兄っちにもあげる」


    「朝から飴あめなんか食えるか！」


    「中学の修学旅行で朝起きたとき、小こ麦むぎが教えてくれたんだ。朝起きてすぐでも、キャンディなめたらすぐにキスできるんだって」


    「え？」


    　妹の顔がいやに近くて、俺はドキッとした。いや、それ以上にドキッとしたのは、もしかして妹、それって思いっきり小麦に狙ねらわれてたんじゃないのかっ？


    「まままままっ、まさか小麦とそれ、試してないよなっ？」


    「え？　兄っち、試してみたいの？」


    　妹が、もっと俺に顔を近づけてくる。甘いイチゴの香りが、俺の鼻をくすぐる。


    「バカ、違う！　離れろ！　っていうか、俺が離れる！」


    　俺はあわてて妹を引きはがすと、部屋から飛びだした。あわてすぎて、階段を降りるときに俺は左足と右足を同時に出してしまう。一瞬、体が宙に浮いた。アイキャンフライ！


    「どたどたどたどすん！」


    　俺は三回転半して、一階の床にぶっ倒れた。


    「きゃーっ、兄っち！」


    　階段の上から聞こえる妹の悲鳴が、遠くなっていった……。


    



    　ざっくり言うが、そういうわけで俺たちは、学校の帰りにショッピングモール「タキオン」にやって来たのだ。


    　雨は一日じゅうしとしとと降りつづけていたので、傘かさをさしていたのに、手や足が濡ぬれている。建物の入り口のひさしの下に入って、俺はホッとした。


    　小麦が、入り口にあるビニールの傘袋をまとめて取って、せっせと俺たちに配りながら言った。


    「うーん。今日は薄暗くてじめじめしてて、粘ねん菌きんが核分裂しやすそうな、粘菌日和びよりですねぇ」


    「嫌いやな日和だな」


    「ふつうの細胞は細胞分裂するけど、粘菌は細胞の核が分裂するだけで、細胞自体は分裂しないままどんどん巨大化するですぅ。それで最終的に、一億個もの核を持った巨大な多た核かく体たいアメーバになるわけですぅ。この多核体アメーバのグチャドロ加減の、絶妙な愛らしさといったらもう……」


    「小こ麦むぎ。もう凛りん世ぜと妹、中に入ったぞ」


    　あいつら逃げやがった。小麦が、手足をバタバタさせながら追いかける。


    「こむぎゅ～っ！　キョコたんとりんりんの薄情者ぉ、置いてかないでくださいですぅ～っ！」


    　こうして、俺たちも乾いた建物の中に入った。次の瞬間、


    「こむぎゅう～っ、見てくださいですぅ！　七夕の笹置いてあるですぅ！」


    　小麦がピョンピョコ跳ねながら、真新しい巨大ショッピングモールの玄関の吹き抜けに飾られた、巨大な笹ささ（つーか竹）を指さした。っていうか小麦、かなりしつこいんだがやっぱりそれ、無理矢理にでも流行らせる気のようだな。


    　妹は笹を見上げていたが、なぜか寂しそうな表情をしていた。そして、一度切なげにため息をついてから、つぶやいた。


    「そっか……今夜、七夕だったんだ。これじゃ織おり姫ひめと彦ひこ星ぼし、会えないね」


    「何言ってるですぅ。織姫と彦星を会わせるために笹に短冊をかざるのが、七夕祭りの存在意義じゃないですかぁ」


    　笹の横にはテーブルが置いてあって、短冊とペンがのせられている。小麦が妹の手を引いて、そっちへ走っていった。


    「そーゆーわけで、キョコたんっ、書くですぅ！　短冊、いっしょに書くですぅ！」


    「う、うんっ……」


    　妹は小麦に勢いよく引っ張られて、半分こけかけながら、そっちへ行った。


    　後には、俺と凛世が残された。っていうか凛世は、妹に対して小麦が隙あらば抜け駆けしようとするので、いつもすごく目を光らせているというのに、今日は追いかけないんだろうか……？　と、俺が何気なく、俺の少し後ろに立っていた凛世を振りかえると。


    　凛世は、俺の顔を、穴があくほどじーっと見あげていた。いつから見てたんだろう、俺はびっくりして、思わず後ずさった。


    「なっ……何？」


    「あのっ……兄あに、貴き」


    　凛世が、小さな声で俺をそう呼んだ。いつも俺のことを「兄貴さん」と呼ぶ凛世だが、二人きりのときは「兄貴」と呼ぶ。なんか、俺の妹になりたいとか何とか、そういう理由らしいが、「さん」が抜けると急に距離が近づいた気がして、俺はうろたえてしまい、また少し後ずさった。


    「な、何か用か？」


    　凛世の透けるように色白な顔がほんのり紅潮しているので、俺はますますうろたえてしまう。凛世は、俺の顔……というか、頭の上のほうをじいっと見上げてしばらく考えていたが、ついに口を開いて言った。


    「あの……もしかして兄貴、ちょっと背が伸びた？」


    「へ？」


    「伸びた……わよね？」


    「あ、いや。伸びてないと思うぞ？　伸びたように見えたとしたら、それはたぶん朝、階段から逆さに落ちたタンコブの分だ」


    「そうなの？　でもシャツ、大きい感じがしたけど……あっ」


    　小さくそう言って、凛りん世ぜはあわてて学生カバンといっしょに持っていたボストンバッグをあさり、ピンクのかわいい紙袋を俺に渡した。


    「そうだ、これシャツ……今返したら、邪魔かしら」


    「あっ、俺のシャツ？　いや、いいよ、忘れても困るから持つよ」


    　俺は凛世から紙袋を受け取った。中には、きちんとたたまれた俺のシャツが入っていた。出してみると、いつもヨレっている襟えりのところがピシッとしていた。


    「すごい！　アイロンかけてある！」


    「驚くほどのこと？　ふつうは糊のりをかけてアイロンするでしょ？」


    「そんなことないって。形状記憶繊せん維いだから、ふつうはちょっとぴんぴんっとして干して終わりだし」


    「そ、そうなの？　うちはねえやがいつもアイロンをかけてるから、それがふつうかと思ってた……」


    「ねえやまでいるんだ！」


    　どんだけお嬢様なんだ、凛世！


    「じゃあ、このシャツもそのねえやさんがアイロンをかけてくれたのか？」


    「えっ？」


    　凛世はちょっとびっくりしたように俺を見て、それから急に赤くなって、怒ったようにぷいっとそっぽを向きながら、落ちつかないようすで長い髪をしきりに耳にかけた。


    「きっ……決まってるでしょ？　奥さんでもないわたしが、どうして兄あに貴きのシャツにアイロンかけなくちゃいけないのよっ？」


    「いや、たしかにワイシャツにアイロンがけって若奥様っぽいイメージあるけど、別にアイロンかけたからって奥さんだってことには……」


    　俺はそうフォローして、ふと、髪をかきあげている凛世の左手の甲にばんそうこうが貼はられていることに気づいた。よく見ると、ばんそうこうのまわりがうっすらと赤く腫はれている。


    「凛世、それ……ひょっとして、火傷やけどか？」


    「はっ！」


    　凛世は、あわてて左手を自分の背後にかくした。思いっきり焦あせっている。


    「もしかして、アイロンかけてるときに火傷したとか？」


    「こっ……このわたしが、そんなドジなわけないでしょっ？　じゃないっ、わたしがアイロンをかけたんじゃないってば！」


    「ちゃんとアロエ塗ぬったか？　火傷やけどにはアロエが効くんだぞ」


    「だっ、だから火傷じゃないって！　いくら兄あに貴きに感謝してるからって、なんでわたしが兄貴のために感謝をこめてワイシャツにアイロンとか、とかっ、とかかかかっ、かんちがいしないでよっ！　って、っていうかわたし、わたしが好きなのは今日きよう子こだしっ……だ、だから兄貴のことなんて、何とも思ってないんだからねっ！」


    　凛りん世ぜはめちゃくちゃに焦あせりまくって、なんかわやくちゃでわけがわからなくなってしまったようで、


    「あっ……そ、そうだ！　せっかくだから、わたしも短冊書こうっと！」


    　と、何が「せっかくだから」なんだかさっぱりわからない流れに強引に持っていって、妹たちのほうへ走っていった。


    　何をそんなに焦ってるのか、よくわからん奴だ。取りあえず、明日妹にアロエを持っていかせよう……と考えながら、俺はていねいにアイロンがかけられたワイシャツを紙袋にもどした。


    　ついでに……いちおう感謝の気持ちもこめて、ジュースでもおごってやるかな。いや、凛世にだけだと変にかんぐられそうだから、全員に。うう……けっこう出費だな。


    　でもまあ、年上の威厳を見せるためにも、俺は玄関ホールを入ってすぐのところにあるフレッシュジューススタンドでジュースを四個買って、妹たちのところに持っていった。


    　俺が玄関ホールにもどると、妹たちはまだ短冊を書いているところだった。凛世が妹のとなりに行って、


    「今日子、何書いた？」


    　と、声をかけていた。


    「う、うん……結局、何書いていいのかわかんなくて、無難なの書いちゃった」


    　照れくさそうに笑いながら妹が凛世に見せた短冊には「織おり姫ひめ☆彦ひこ星ぼし」って書いてある。うん、とっても無難だ。


    「小こ麦むぎも、まねっこして無難なの書いちゃったですぅ」


    　そう言って小麦が見せた短冊には「織姫☆織姫」って書いてある。


    　こいつ、本気だ！


    「あれ、小麦。それ、両方『織姫』になってるよ。まちがっちゃった？」


    　何も知らない妹が、無邪気な瞳で指摘した。違う、おまえが狙ねらわれてるんだっ、妹逃げてー！


    「あ、うっかりまちがっちゃったですぅ。ここにこんなのがあったから、ついうっかり」


    　と、小麦が指差した先には、紫色の短冊に「彦星☆彦星」と書いてあった。どこのガチホモのしわざだ！


    　ふと、凛世が小麦の横から腕を伸ばして、ペンで二人目の織姫をぐりぐりっと塗りつぶし、「彦星」と書き直した。


    「まちがっちゃだめでしょ、小こ麦むぎ♪　ほら、書き直してあげたわよ♪」


    　凛りん世ぜ、ネコなで声なのに、目が笑ってない！


    「わぁ～、書き直してもらっちったですぅ♪　りんりん、ありがとですぅ♪」


    　小麦も目が全然笑ってない！　怖い、二人のあいだのオーラが怖い！


    　けれど妹は、このビンビンのオーラにまったく気づいてないようすで、


    「わー兄あにっち、ジュースさんきゅ！　兄っち、兄っちも何か書きなよー」


    　と、俺のほうに短冊を持ってきた。ニコニコしながらそんなこと言われても、そんなこの年になってそんなガキみたいなこと……と、俺はとまどってしまう。


    　ガキ……といえば、小さいころは家で笹を飾ったような気もするな……と、俺はちょっと思いだしかけた。だが、ゆっくりと昔の記憶に向きあおうとしていた俺の目の前に、黒いレザーブレスをつけた手がにゅっと伸びて、妹の手の短冊を取った。


    「あら、日向ひゆうがさん……偶然ですね」


    　緋ひ影かげだ！　なんでここにっ？


    「あれ、根ね雪ゆきさん。どうしてここにいるの？」


    　妹がいつもの無邪気さでたずねた。緋影は短冊を、赤いくちびるで軽く噛かむ。そのしぐさの妖あやしさに、釈しや迦かを誘惑する悪魔マーラのような妖よう気きを感じて、俺は背筋がぞくっとした。


    「偶然ですよ……もし必然だとしたら、それは赤い糸に結ばれた運命なのかもしれませんけどね……」


    「赤い糸？　あーわかった、家庭科の買い物だ！　当たり？　当たり？」


    「いえ、今のは何かのヒントを出したわけではなく……」


    「その短冊いるの？　根雪さんも短冊書く？」


    「いえ、別に……わたしの願い事は、今もうここで叶かないましたから……」


    　緋影はそう言って妹に顔を近づけ、妹のあごの形を愛でるように優しくなで回したかと思うと、いきなり妹を小脇にかかえた。


    「ゲットだぜ、です……うふふ」


    「ぎゃーっ？」


    　妹はびっくりして、手足をわたわたさせている。どこからどう見ても誘拐だ！


    　ところが、あいかわらず危機感にとぼしい妹は、


    「きゃーきゃーっ！　すごい、根雪さん、力持ち！」


    　と、きゃらきゃら喜びはじめた。ええい、おまえは子供か！　どうして、緋影のその淫いん靡びな視線に気づかないんだ、妹の鈍感ーっ！　……と俺が心配する前に、凛世が動いていた。


    「根雪……緋影っ！」


    　凛世は敵意をむき出しにして緋影をにらむと、まるで武士が鞘さやから刀を抜くように水玉模様の傘かさを傘袋から引っこ抜くと、殺す勢いでかまえた。


    　その殺気があまりにも強いことを感じたのか、小こ麦むぎはこれに巻きこまれるとヤバいと本能的に察したようで、数歩下がって退避した。


    「今日きよう子こから離れなさいっ！　今日子はわたしの友達なんですからねっ！」


    　すると緋ひ影かげは、いったん妹をポンと横に置くと、少しあごを上げるようにし、あざけるような下目使いで凛りん世ぜを見つめて、うっそりと笑った。


    「はて……？　友達は何人いたっていいでしょう？　小学校のころ『友達百人できるかな♪』という歌もあったでしょう？」


    「そっ、それはそうだけど！」


    「でも、友達が百人ということは自分を入れて全部で百一人のはずなのに、富士山の上でおにぎりを食べるのは百人なんですよね」


    「あっ」


    「あとの一人、どこへ行ったのでしょうね……？」


    「ほ、ほんとだ……どこに行ったの？　富士登山の途中で迷子？　まさか遭難？　大変、捜さなくちゃ！」


    　凛世はまんまと緋影の術中に落ちて、頭を抱えて焦あせりまくっている。そのすきに、緋影が俺のジュースをちゅうちゅう飲んでいた妹の肩と腰に手を回して、甘い声でささやいた。


    「日向ひゆうがさん、生ジュースもおいしいんですけど、ここの喫茶店のパフェおいしいんですよ。いっしょに食べに行きませんか……？」


    「いいねー！　そうだ根ね雪ゆきさん、短冊書くの？　ペン貸してあげようか？」


    　妹が、緋影の手の短冊を見て言った。凛世と緋影のあいだのバチバチオーラに、ここまでまったく気づかない妹も、ある意味罪深い。小麦ですら、後ろでヒヤヒヤした顔をしているというのに。


    　緋影は短冊をひらひらさせながら、光の消えた目で妹を、一センチぐらいの至近距離まで顔を近づけて、じいっと見つめた。


    「ふふ……ペンを貸してくださるんですか？　日向さんって、三み剣つるぎさんとか草くさ野のさんとか、誰にでもシッポ振る八方美人なんですねえ。わたしにもそのシッポ、振ってくださるのかしら……？」


    「えぇ～やだぁ～っ、根雪さんのほうが美人だよぉ～」


    　妹は、赤くなってもじもじしながら笑った。天然来たこれ！


    　さすがの緋影も、あまりにもななめ上の反応に、一瞬呆ぼう然ぜんとしていた。


    「に……日本語が通じてないみたいなので、いいです……。短冊、書きましょうか……」


    　と、緋影は持っていた学生カバンから布のペンケースを取り出して開け……。


    「あっ！　そのシャーペン、あたしとおそろい！」


    　妹が、いきなりうれしそうに緋影のペンケースを指さした。緋影は思いっきりびくっとして、サインペンを一本取りだすと、あわててペンケースをカバンの中に押しこんだ。


    「え？　あ、お、おそろいでしたか？」


    「うん、粘ねん菌きんシャーペンだったよね、今の」


    「そ、そうかもしれないですね、粘菌、そんなのだったかも。よ、よく覚えてないです、購買部にあるのを適当に買ったから……」


    「購買部にあったん？　あたし、遊園地の粘菌展で買ったんだけど」


    「えっ！　あ、そ、そうでしたか？　あっ、そ、そういえばわたしも、遊園地で買ったような。記憶がゴッチャになってましたね、あは」


    　おかしい。なんで緋ひ影かげは、たかがシャーペン一本のことで、こんなにおどおどしてるんだ？


    「そっか、根ね雪ゆきさんも粘菌展行ったんだ？　グロドロしてたけど、けっこうおもしろかったよね。粘菌シャーペンお気に入りなんだ、今度見せてあげ……」


    　そこまで言って、妹ははっと口を押さえた。


    「あ、だめだ。シャーペン、なくなっちゃってるんだ。兄あにっちがめずらしく自分から遊園地に誘ってくれて、その記念に、ずっと忘れないようにと思って買ったお気に入りだったから、大事にペンケースに入れてたはずなんだけど……」


    「あ、そ、そうなんですか？　それは……残念、ですね。日向ひゆうがさんとおそろいがよかったんですけど……だって、一心同体って感じだし……」


    　そう言いながら、緋影は妹を背後からぎゅっと抱きしめた。それは一心同体っていうより、背後霊だ！


    　その瞬間、凛りん世ぜが、水玉模様の傘かさを大上段に振りかぶっていた。


    「だから離れなさいっ、うっかり消えた一人の捜索なんかしてる場合じゃなかったわ！　今日きよう子こにベタベタさわるんじゃないわよ！　あんたなんて、他校生だし、敵チームだし！　わたしのほうがずっと、ずーっと、今日子の友達なんだからねっ！」


    「わーっ、やめろ！　こんなところで暴力沙ざ汰たはやめろ！　ジュースジュース、ジュース飲んでおちけつ、じゃないおちつけ！」


    　俺はジュースのトレイをあわてて短冊が積んであるテーブルの上におくと、やっぱりここは良識ある年長者として、緋影の能天を唐竹割りにしようと振りかぶった凛世を後ろから羽は交がい絞めにした。


    「放しなさいってばーっ、兄あに貴きさんのバカーっ！」


    　凛世はだだっ子のように、手足をバタバタさせた。


    　ふと緋影は、そんな凛世にぐいっと顔を近づけると、


    「自分のほうが、ずっと友達……です、か？」


    　光の無い目を大きく見開き、凛世に口づけるんじゃないかというぐらい口を接近させて、低い声でささやいた。


    「かんちがいすんな。ブース」


    　今までずっと敬語だった緋ひ影かげが、いきなりの暴言。暴言なのに無表情、そして瞳どう孔こうが開ききっている。


    　あまりにも緋影が近すぎたことと、その異様な空気に驚いたのとで、凛りん世ぜの目は思いっきり寄り目になっていた。


    「なっ……な、何よ……っ……！」


    　あの凛世がドン引きしてる！　びっくり！


    「……さて、そんなことより、水着を買いにいらっしゃったんですよね？」


    「な……なんであんたが、そんなこと知ってるのよ」


    「きのうあんなことがあったんですから、だいたい予想がついて当然でしょう……？　ちなみにわたし、このようなものを持っているのです……」


    　と、緋影がサイフから取りだしたのは、プラスチックのカードだ。


    「何だ、それ？」


    「ここのメンバーズカードです……レジで提出すると、もれなく五％引きになるのです」


    「えぇー！　すごいっ、水着って高いから五％引きって大きいよっ？」


    　妹が目を輝かせて、緋影の腕をつかんだ。


    「根ね雪ゆきさん、よかったらパフェの前に、買い物につきあってくれる？」


    「ええ……もちろん、そのつもりで声をおかけしたんです……」


    「えーっ！　きょ、今日きよう子こ、それはちょっと……」


    　凛世は思いっきり困っているが、妹は小学生のときに習った「みんなとなかよくおともだちになりましょう」を高校生になっても実践してるタイプなので、


    「いいじゃん、大勢のほうがにぎやかで楽しいし♪」


    　と、底抜けに明るい笑顔で言うので、凛世もそれ以上拒否はできない。


    「ええ……そうですね。楽しいですよねぇ……」


    　緋影が、口角を上げて、ニヤリ……と笑った。


    　何だか、嵐が来るような予感がするのは、天気が悪いせいだけではなさそうな……。
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     五章　ガールズトークで俺が完全に空気な件


    



    　……と、いうわけで。


    「信じられない！　ここのチョコパ、超おいしい！」


    　三十分後、ショッピングモールのレストランフロアにある喫茶店で、俺たちは「五人で」チョコパフェを前にして座っていた。


    　ものすごーく不機嫌そうな凛りん世ぜの横には、スポーツ洋品店の紙袋が置いてある。凛世は、チョコパフェにはまだ手をつけていない。


    　チョコパフェに舌つづみを打つ妹の横には、ちゃっかりと緋ひ影かげが座っていた。小こ麦むぎも、ニコニコしながら自分のチョコパフェを食べつつ、妹と話に花を咲かせている。


    「ほんとおいしいですぅ。根ね雪ゆきさんのおすすめ、大当たりですぅ」


    「うん、大当たりだよねー。おいしいスイーツ食べると、人生トクした気分になるよねー」


    「ご親切にカロリー表がついたメニューとかは、さりげなく無視したくなりますよねぇ」


    「なるなる！」


    「甘いものは別腹、とか、なぜか自分自身に言い訳してしまうとかぁ」


    「あるある！」


    「えへへー。こんなガールズトークしてると、なんか女子会って感じですねぇ」


    　小麦小麦。俺の存在ガン無視？


    　妹は、けっこうボリュームがありそうなチョコパフェをガンガン食べながら言った。
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    「フードコートのラーメン屋さんも気になってたけど、このお店もおいしいね～。根ね雪ゆきさんって、けっこうここによく来てるの？」


    「ええ、まあ……学校から近いですし……」


    　緋ひ影かげは、いちおうさっきみたいにブチギレはしてなくておとなしいんだけど、でも目が笑っていないのが何か気になるんだよな……。


    「りんりんの水着も、サイズ無かったけど根雪さんがお店の人に聞いてくれたから、在庫出してきてもらえたですよねぇ。常連でないと、ちょっと聞きにくいですよねぇ。ついてきてもらって、よかったですねぇ」


    　小こ麦むぎはニコニコして、凛りん世ぜにそう声をかけた。でも、凛世はまだムスッとしている。


    「……別に、自分で聞いたってよかったし」


    　凛世は緋影をにらんだ。けれど緋影は厳しい視線を気にするようすもなく、感情がまったく動く様子を見せないその目で、うっそりと笑う。


    「店員さん、言ってましたね……水着が自然にあんなふうに破れること、ありえないって。不良品とかじゃなくて、誰かが切ったんじゃないかって……」


    「誰が切るのよ？　更衣室はカギがかかるのよ？」


    「三み剣つるぎさん、部活の中で嫌われてるんじゃないんですかあ……？」


    　緋影が、挑発的な笑みを浮かべる。凛世はムッとしたが、すぐに妹がニコニコしながら、


    「まっさかー、凛世が嫌われてるとかありえないし。要するに、あたしの洗濯がありえないぐらいヘタだったってオチでしょ？」


    　と、まったく屈託のない調子で言ったので、凛世も緋影もそれ以上何も言えなくなってしまった。


    「そんなことより、パフェ食べなよ、パフェ！　おいしーよー！」


    　そう。緋影はあのあと、水着を買うのについてきた。っていうか、この広いショッピングセンターの中で、はじめてやってきて右も左もわからない俺たちをスポーツ用品店まで案内してくれた。さらに、メンバーズカードを持っていたら、会計のときにパフェが半額になるという。七百八十円のチョコパフェが三百九十円と聞いて、突撃しない女子はいないであろう。


    　ちなみに俺は男なのにチョコパフェっていうのが恥ずかしいっていうか、あのジェンガみたいな食い物をどうやってスプーン一本で崩さずに食えばいいのかわからないので、ふつうにコーヒーを頼んだ。砂糖とミルクがついてきて、俺はいつも両方ぶちこんで飲むんだけど、何だかそれって子供っぽく見えるかなーとか妙に意識してしまって、あえてブラックで飲んだ。んむむ、苦い。


    「んー！　アイスでひんやり冷えたバナナ、これぞチョコパフェって感じだよねー」


    　妹が、チョコのかかったバナナをもりもり食っていた。すごくうまそうだ。っていうか、妹とはいえチョコパフェを食ってるときの女子って、五割増しかわいく見えるような気がするんだが、これはいったいどういうスイーツな魔法なんだ？


    　そして、女子に食われるチョコパフェも、五割増しうまそうに見える（※ただし美少女に限る。いや妹がそうだとは、俺は思っていないが。ほっ、ほんとに思ってないんだからねっ？）。俺も見栄を張らずにチョコパフェにしておけばよかったかな……と、ぼんやりそんなことを考えてたとき、ふと、突き刺すような視線を感じてハッとした。


    　ふだん座禅を組んで瞑めい想そうしたりしてるから、こういう「気」には敏感な俺だ。周囲を見まわすと……こんな平日でも、けっこうカップルがいる。一番上の階に映画館があるからだと思うけど、大学生からもうちょっと大人ぐらいの感じのカップル。その男どもが、全部が全部、俺たちのほうを凝視してる。


    　そして、明らかに自分たちの彼女とこっちの女子四人を見比べながら、ぶつぶつとつぶやいていた。


    「何だ、あれ？　ふつう女子グループって美人とブスがバランスよく交じってるのに、全部かわいいとかあり得なくね？」


    「それも、ふつうにかわいいんじゃなくて、顔面偏差値八十クラスの子がそろってるとか、芸能人でもあり得なくね？」


    「芸能コースのある高校とかじゃないの？」


    「いや、それにしては男がモブ顔なのがおかしい」


    「だよな。なんであんな、その他大勢みたいな男があのレベルの女の子たちとつるんでるんだよ」


    「芸能コースとマネージャーコースがあるんだ、きっと。あの男はマネージャーコースなんだ」


    「あのレベルの女の子たちのマネージャーかよ！　何だその勝ち組人生！」


    　いや、勝手に俺の人生の物語を作るな。ついでにそいつらは、あまりにも妹たちを物欲しそうな目でジロジロ見ていたので、自分たちの彼女に往復ビンタをくらっていた。


    　そしてもう一人、妹を横目でじろじろ見ている奴がいた。緋ひ影かげだった。


    「はー、おいしかったぁ～！」


    　妹は、ぽんぽん、とおなかを叩たたく。子供か！


    「でもパフェって、最後のほうコーンフレークの消化試合になってくるよね。のどかわくよね」


    　そう言って、妹は氷水の入ったコップを取った。妹のやわらかくて温かいくちびるが、硬くて冷たい透明のガラスに押しつけられる。緋影はそれも、横目でじーっと見つめている。


    「は～っ、おいしいねー」


    　妹はコップの水を三口飲むと、テーブルの上に、たんっ、と置いた。まだ水は、半分ほど残っている。


    　緋影はその残量を確認するように、もう一度横目でちらっと見てから、自分のコップを取って、「ごくごくごくっ！」と、一気に水を飲み干した。


    　ああ、緋ひ影かげものどがかわいてたのか、コーンフレークちょっと多いし甘いチョコレートソースなんかもけっこうのどがかわくんだよな……と、俺はのん気に、そんな感想を抱いだいていた。


    　二秒ぐらいで一気に水を飲み切った緋影は、空っぽのコップをテーブルにとん、と置く。そして、妹のコップに「ちらっ……」と、目を向けて、さりげなく指さした。


    「あの……日向ひゆうがさん。それ、くれます……？」


    「あっ、うん。いいよー」


    　妹がニコッと笑って、緋影に水のコップを渡そうとした。


    　俺はそのとき、ハッと気づいた。


    　待て妹、それは罠わなだ！　間接キスを狙ねらう緋影の罠だーっ！


    　ああでも、どうやって止めればいいのか？　この衆人環視の中、ついでに妹の前で、「そのガチレズ娘はおまえとの間接キスを狙っていますよ」なんて、口に出せるわけがない！　それって、ものすごく俺が罰ゲーム！　俺がそんなジレンマに地じ団だん太だを踏んでいる、そのとき。


    「すみませーん。お冷やおかわりくださーい」


    　スッ、と凛りん世ぜが涼しい顔で手を上げた。


    　ああ、その手があったか！　ぐぬぬ、と緋影が凛世をにらむ。凛世はそんな緋影に目を向けて、ニヤリと笑った。口角上がりすぎだ。そこまで口角上げなくてもいいと思うが、女の争いって怖すぎる。


    　ウェイトレスさんが、ガラスのピッチャーを持って水を汲くみにきてくれた。それとほぼ同時に、妹が席を立つ。


    「あたし、トイレに行ってくる。誰かいっしょに行く？」


    「あ……わたし、いっしょに行きます」


    　緋影が立ち上がろうとする。だがそのとき、凛世が緋影の腕をつかんだ。


    「わたしも、これ食べ終わったら行きたいんだけど、場所がわからないのよ。根ね雪ゆきさんに案内してほしいから、今日きよう子こには先に行ってもらって、少し待ってて……？」


    　二人のあいだに、火花が散った。これは……修羅場の予感！


    「あっ、俺いっしょにトイレに行く！」


    　俺はあわてて立ち上がったが、妹が笑いながら俺の両肩を押して、もう一度座らせた。


    「やだっ、兄あにっちったら女子トイレにいっしょに行くとか、冗談きつーい。っていうか、兄っちでも冗談とか言うんだ、今のけっこうおもしろかった。あたし的に、合格」


    　妹が、両手の人差し指を俺に向けてウインクする。妹の笑いのハードルがかなり低いのはよくわかった、でも俺はトイレに行きたいわけじゃなくて、ここから逃げたいだけなんだ！


    「いいよ、人に聞きながら自力で探すから。看板とかも出てるよね？　じゃ、行ってきまーす」


    　妹のせいで、俺は脱出するタイミングを逃のがしてしまった。妹が店を出てしまったところで、凛世は、椅い子すに座りなおす。椅子に座ってるだけじゃなく、目もすわってる……これは、かなり本気モードだ。


    「……わたしに、何か話があるようですね……？」


    　緋ひ影かげの目は、あいかわらず光が消えている。テンションは低いけれども、しかし凛りん世ぜが自分を止めた理由がわかってるのに、それでもここに残ったということは、ケンカ上等宣言っていうことなのか？


    「ストレートに言わせてもらうけど。今日きよう子こにまとわりつかないでくれる？」


    　凛世が緋影をにらんだ。うわー、やっぱりこう来たのか。


    「ただの友情表現ですが、何か問題がありますか……？」


    「ひっつきすぎでしょ」


    「純粋同性交友の範囲内だと思いますが……？」


    「今日子は、わたしの親友なのよ？」


    「だから、『友達百人できるかな♪』ですよ。友達は多いほうが楽しいから、いっぱい友達を作りましょうって、小学校で習いませんでしたか？」


    「友達っていう範はん疇ちゆうじゃないでしょ。さっきの水といい、ぜったい下心あるでしょ！」


    　凛世の追究は厳しい。小こ麦むぎは巻きこまれないように、カタカタ震えながら水をちびちび飲んで、決して顔を上げようとはしない。


    「今日子のことほんとは好きなんでしょ？　だけど残念でした、今日子は百ゆ合りっ気けなんて全然無い子なんだから！　どんなにまわりをウロチョロしたって、絶対になびかないんだから！」


    「え……？」


    　緋影が、びっくりしたように光の無い目を大きく見開いた。


    「百合っ気……無いんですか？　女子中学出身なのに？」


    「百合だから女子校に行くわけじゃないから！　女子校に行ってその結果、あまりにもストライクゾーンがドンピシャな女子に出会って、百合に転向する子はいるかもしれないけれど！」


    　凛世の自己紹介かよ。


    「で、でも……三み剣つるぎさんや草くさ野のさんや、他にも百合っぽい人がまわりにいっぱいいますよね？　全員とつきあってるとか、そういうのでは……？」


    「つきあってくれるならうれしいわよ！　でも今日子はそういうの全然無いから、誰も告白できない状態、これが現実！　そばにいたいから、あくまで友情は友情どまりってことなの！　今日子はあくまでもノーマルなんだから、百合なんて言ったら、ぜったいドン引きされちゃうから！」


    「ブラコンの百合の淫いん乱らん娘じゃ……なかったんですか」


    「口悪いんだけど！　そういうわけだから、今日子にまとわりついたって無駄なの。告白しても勝手だけど、告白したらドン引きされて友達ですらいられなくなるかもねっ？　わかったっ？」


    　なるほど。緋ひ影かげへの忠告というより、これは妹に告白できない凛りん世ぜの心の叫びだな。かわいそうに。


    「そう……ですか。そうだった……んです、か」


    　緋影の目が、いっそう死んだ魚のようになった。そして、それきり口を閉じて、長いあいだ何もしゃべらなくなった。


    　な……なんか、すごくヤバい雰囲気がする。


    「お、おい、緋影……？」


    　俺はこの時間が停止したような空気感が耐えられなくて、何らかの反応が欲しくなって、緋影の肩をさわろうとした。


    　だが、その前に緋影がピクリと動いたので、俺はギクッとして手を引いた。


    　俺の目の前で、緋影はゆらりと立ち上がった。あいかわらず目に光が無く、さらに顔からは完全に血の気が引いて、幽霊みたいだった。


    「……わかりました、三み剣つるぎさん。つまり百ゆ合りにつきまとわれるなんて、日向ひゆうがさん、迷惑だっていうことですよね……」


    「えっ？」


    　予想以上に緋影があっさりと引いたので、凛世はびっくりして思わずすっとんきょうな声を出していた。


    「わかりました。もう、みなさんの目の前には姿をあらわしませんから。ご迷惑おかけしました、さよなら……」


    「えっ？　えっえっ？」


    　凛世は、思いっきりとまどっている。緋影はそのまま、店を出ていった。


    



    　残された凛世は、ばつが悪そうな顔で、俺に目を向けた。


    「兄あに貴きさん……今、わたしちょっとキツすぎた？　あんなにすなおに引くと思ってなかったから、つい……フルスロットル出しすぎた？」


    「う、うん、まあ。怖いことは怖かった、けど緋影の引きっぷりの良さも正直意外だった」


    「今日きよう子こに百ゆ合りっ気が無いって聞いたことで、希望が無くなっちゃったのかもね。わたしは、それぐらいじゃくじけないけども……」


    「それもどうかと思うが」


    「ま、それぐらいで引くていどの情熱だった、ってことかもしれないけど。でも、なんか悪役になった感じで、後味悪いなあ……。まだプールでもしばらく会うわけだし、試合でも会うんだし、ばつが悪いっていうか……」


    　凛世は、ふう、とため息をついた。


    　ふと、小こ麦むぎが凛世のほうに目を向ける。


    「あ、プールと言えば、りんりんの水着ですけどぉ。さっき、自然に破れるなんてありえないとかそういう話、スポーツ用品店でしてましたよねぇ？」


    「その話はもうやめてよ、小こ麦むぎ。同じ部の誰かが切れ目を入れたのかもって、考えるだけで気分悪いわ」


    「でも、また同じことが起こったら困るじゃないですかぁ」


    　そう言って、小麦が凛りん世ぜの前にデジカメを置いた。


    「だから、犯人をはっきりさせておいたほうがいいかなと思うんですよねぇ」


    「何これ」


    「デジタルカメラといって、フィルムのかわりにメモリカードに画像情報を……」


    「デジカメは知ってるから！　このデジカメがどうしたのか、って聞いてるの」


    「女子更衣室の画像ですぅ。棚の上で録画ボタン押しっぱなしで撮影していたので、運がよければ、犯人が映ってるかも……」


    「ちょっと待って。その前に、どうして女子更衣室の棚の上で録画していたのかを聞かせてもらいましょーか？」


    「小麦は、事件解決の証拠を提出してあげるって言ってるですぅ。アメリカの映画だと、司法当局とかは証拠の提出と引き換えに罪を軽減する司法取引とかしてるですよぉ？」


    「ここは日本ですけど？　どう考えても、今日きよう子この裸を撮る気だったわよね？」


    「小麦の盗撮をどうこう糾弾するんなら、これは見せませんよぉ？」


    「盗撮って言い切ってるじゃないの！　根ね雪ゆき緋ひ影かげよりあんたのほうが、ずっと危険人物だわ！」


    「きゃー！」


    「待て待て、凛世！」


    　俺は、小麦に噛かみつこうとしている凛世を押しとどめた。


    「五ご戒かいにも泥棒しちゃいけませんっていう『不ふ偸ちゆう盗とう戒かい』があるから、たしかに盗撮はよくない。だけど、水着を切ったのがたしかにだれかがやったことなら、それをはっきりさせるのは大事だと思うぞ。だれがやったのか友達を疑うのが嫌いやなのはわかるけど、犯人がわからなかったら、結局みんなをずっと疑いつづけることになるだろ？　犯人がわかれば、もう誰も疑う必要はない」


    「それって詭き弁べんってやつじゃないの？　犯人がわかったらそりゃもう誰のことも疑わないけど、でも犯人に対するムカムカする感情ってのがあるじゃない。疑うより、もっとばつが悪いじゃない」


    「だから、犯人捜しをしたくないって言うのか？」


    「だって、犯人捜しをして次の日からどんな顔でその犯人とつきあえばいいのよ」


    「許せばいい」


    「えっ？」


    「疑いつづけて胸の中に闇やみを抱きつづけるよりも。犯人をはっきりさせて、それから、その犯人を許せばいいんだ。そうすればもう、胸の中に闇なんて、ひとかけらも残らない」


    　凛りん世ぜは、切れ長の目をぱちくりして俺を見つめた。小こ麦むぎが、小さくぱちぱちと手を叩たたいている。


    「すごいですぅ、お兄様！　さすが仏教マニアだけのことはあるですぅ、悟り開いてるですぅ」


    「いや、俺なんかまだ、全然だけど」


    「お兄様の言うとおりだと小麦も思うですぅ。っていうか、今回はたまたまりんりんだったからよかったけど、もし小麦の大事なキョコたんがりんりんみたいな目に遭ったらと思うと、心配でたまらないからやっぱり犯人ははっきりさせるべきですぅ」


    「小麦、きっちり分けすぎ。おまえ案外、友情にドライだな」


    「だってぇ！　りんりんはたまたまお兄様が間に合ったからよかったけど、もしキョコたんが衆人環視の中で水着が破れてフルヌードになったらと思うと！　大事なキョコたんが恥ち辱じよくにまみれて泣いちゃったらと思うと、その後もずっとそれがトラウマになっちゃったらと思うとかわいそうですぅ！　そういうシチュエーションに萌もえる変態野郎もいるかもしれないけど、小麦はそんなの耐えられないですぅ！　キョコたんのあの白くてしなやかなギリシャ彫刻を思わせるフルヌードは、そういう公共の場ではなく、こっそり盗撮したムービーで、深夜一人でヘッドホンしながら楽しむべきものですぅ！」


    「大丈夫、小麦。客観的に見ると、おまえも立派な変態野郎だ」


    「とにかく、キョコたんがみんなの前で裸になっちゃったりする前に、小麦たちで守らなくちゃいけないですぅ！　キョコたんの裸は、小麦の私物なんですからぁ！」


    　そう言って、小麦はデジカメのボタンを押して、ムービーを再生した。ふと、凛世があわてて俺に言った。


    「あっ、兄あに貴きさん！　兄貴さんは下がってて！」


    「えっ、なんで？」


    「だって……」


    　凛世は、ほおを赤らめながら、怒ったように言った。


    「だっ、だからっ……わ、わたしの着替えシーンが映ってるかもしれないからっ！」


    「あっ……！」


    　俺もやっと気づいて、あわてて三歩下がった。凛世はちょっとふくれて、俺をにらんでから、デジカメの画面に視線をうつした。


    　デジカメの後ろの画面に、ムービーが流れる。しばらく、だれもいない更衣室の風景がつづいた。小麦は、早送りボタンを押した。


    「ところで、なんで部外者の小麦が更衣室に入れたわけ？　犯人、じつは小麦なんじゃないの？」


    「いやいや、自分が犯人で自分で証拠を提出するとか、それどんな自作自演なんですかぁ。ふだんは水球部がカギかけてますけど、今回は四高の部員も更衣室使うからカギが開いてたですよぉ。で、これはチャンスだと……」


    「抜け目無さすぎ！　やっぱりあんたが犯人ね！」


    「違いますってふぁ～！　いふぁいいふぁいいふぁいっ！」


    　小こ麦むぎが凛りん世ぜに両方のほっぺたを、むにーっと引っ張られる。さすが、粘ねん菌きんよりもよく伸びる。


    「おまえら、ちゃんとビデオ見ろよ」


    　呆あきれながら、俺はデジカメの画面を見つめつづける。


    　そのとき、早送り中のビデオの中に影が伸びた。


    「誰か来た！」


    　俺が叫んで早送りを解除し普通再生にすると、ケンカしていた小麦と凛世もすっ飛んできて、俺の両端にぴとっとくっつき、画面をのぞきこんだ。うぅ、狭いぞ。


    　画面に映ったのは、緋ひ影かげだった。


    「なーんだ、根ね雪ゆきさんが着替えに来ただけじゃないですかぁ」


    　小麦が、気の抜けた声を出す。俺も最初はそう思った……ところが、緋影は更衣室の棚をひとつひとつ確認しながら奥へ進み、そのうちのひとつの前に止まる。


    「あれ？　キョコたんの棚ですぅ？」


    「違うわ」


    　そう答えた凛世の声が、震えていることに俺は気づいた。


    「今日きよう子この棚だけど……中に入ってたのは、あたしの水着。そうよ、あたしが今日子の洗濯当番の手伝いをして、入れまちがえたのよ」


    「キョコたんとりんりんの水着が入れかわってたですぅ？」


    「そうよ」


    「それって、わざとまちがえて入れかえて、キョコたんの水着を着ちゃうつもりだったんじゃないですぅ～？」


    「うっ、うるさいわよ！　そんなんじゃないわよ！」


    　真っ赤になって否定する凛世、どうやらビンゴだったようだ。っていうか、妹に思いが通じない、告白もできないとなると、行き場の無い思いってこんなふうに鬱うつ屈くつするんだなあ……。


    　俺たちが見守る中、緋影は今日子の棚に迷わず手を突っこみ、水着を引っぱり出した。すると緋影は、幸せそうにうっとりと目を細めて、それにほおずりをしはじめた。


    「えっ……ちょ、ちょっと、わたしの水着に何してるのっ？」


    「りんりんの水着っていうより……キョコたんの水着だとまちがえてるんじゃないんですかぁ？」


    　緋影は何度も何度も、自分のすべてを刷りこもうとするかのようにほおずりを繰りかえす。見ている俺たちはだんだん怖くなってきた。


    「これっ……ふつうじゃないわよね……」


    「こ……小こ麦むぎもいいかげん変態女王様なのは自覚してるけど、ここまではやらないですぅ……」


    「これに比べたら、まちがえて水着を着るぐらい、許容範囲よね？」


    「いやそれは、小麦には判断つきかねるですぅ」


    　やがて、じゅうぶん水着を堪能した緋ひ影かげは、水着を床に広げるとポケットからカッターナイフを取りだした。チキチキチキ……と刃を出すと、水着の裏に、すーっ、と薄くカッターナイフの刃をすべらせる。


    『くすくす……くすくすくす。日向ひゆうがさぁん……待っててくださいねぇ。放送部に、練習試合を見にくるよう全校放送するように言ってきましたからねぇ。衆人環視の中で、日向さんの水着はバラッバラ……』


    　デジカメの安っぽいスピーカーから、ざらざらと荒れた音が聞こえてきた。


    『全校生徒の人気者も、みんなの前ですっ裸になってしまえば、露出魔のビッチだと思われて相手にされなくなってしまいますねぇ……。三み剣つるぎさんとか草くさ野のさんとか、わたしと同じ匂いがするからわかるんですよ、あの人たちがガチ百ゆ合りだってこと……。他にも、日向さんのまわりには百合がいっぱいいますよねぇ。誰か一人に決めてないってことは、誰でもＯＫな淫いん乱らんの八方美人ってことですよねぇ……つまり、わたしにだって日向さんに好きになってもらえる望みはあるわけですよね？』


    　画面の中で、緋影が肩を揺らして笑っていた。


    『それはそれでいいんですけど、わたし、独占欲が強いんですよ……日向さんを、わたしだけのものにしたいんです。だからもし日向さんが誰かを好きになっても、その裸を他の人間も見たことがあるってことがいつまでも相手の頭の中にこびりつけば、嫉しつ妬と心しんのあまり日向さんに本気になれずに離れていくでしょうねぇ……くすくすくす、くすっ』


    　緋影は赤い舌で、カッターの刃をぺろりとなめた。


    『でも大丈夫。どんなに薄汚い露出魔の変態ビッチでも、わたしだけは愛してあげますから。わたしの愛だけは、ぜったいに変わりませんから。全校生徒の人気者が、どん底まで叩たたき落されて蛇だ蝎かつのごとく忌いみ嫌われて、ボロ布のようにすり切れかけた野良犬のように、わたしに拾われればいいですよ。そうして、わたしだけに媚こびていればいいですよ。くくくっ……くーっくくくく……』


    　ぞおっ、と俺の全身のうぶ毛が逆立った。あの水着は……妹が狙ねらわれてたのか。


    「それで、凛りん世ぜの水着がバラバラになったとき、緋影は驚いてたのか……」


    「ほんとはキョコたんの水着がバラバラになるはずだったのに、ってことですねぇ。じゃありんりんは巻き添えくらったってことですぅ、お気の毒ですぅ」


    「いいのよ。今日きよう子こを守るためにわたしなんかが役に立てたんなら、本ほん望もうってものだわ」


    　おお凛りん世ぜ、漢おとこらしい。緋ひ影かげのあの姿を見たあとだと、その言葉すら何か病んでいるように聞こえてしまうけど。


    「そういえば今日きよう子こ、最近忘れ物や失くし物が多いのよ。そうだわ、ぜったいそれもあの女のしわざに決まってる！　さっきの粘ねん菌きんシャーペンも、何か怪しかったわ。ぜったい今日子のをパクったんだわ！」


    「春に四高のプールが壊れてうちにきたときに、キョコたんに一目ぼれしちゃったですかねぇ。保健室に連れてったりして、優しくしてあげたのが仇あだになっちゃったですかねぇ」


    「たしかに、あれだけかわいい今日子に優しくされたら、かんちがいも暴走しちゃうわよ。でも、プールが直るまではうちにいるわけでしょ？　こんな危ない奴、今日子のそばに置いておけないわよ！」


    「だけど、この怖すぎる映像を怖がりのキョコたんに見せるのはためらわれるですぅ」


    　小こ麦むぎの言うとおりだ。


    　ゾンビ映画を観て、怖くて俺の布ふ団とんにもぐりこんできたり、お化け屋敷の中でかたまってしまうほど怖がり屋の妹に、こんな恐ろしすぎるストーカー映像を見せるわけにはいかない。思いっきりトラウマになることまちがいなしだ。


    「あーもー！　四高のプールさえ壊れなきゃ、こんな心配する必要なかったのに！　なんで四高のプールって、こんなにすぐに故障するわけっ？　手抜き工事じゃないの？」


    　凛世がイライラしながら、頭をかきむしった。


    　ふと……俺は嫌いやな予感とともにある話を思いだして、凛世にたずねた。


    「凛世。これからクイズを出すから、答えてくれ」


    「ヒマラヤ？」


    「十回クイズじゃない！　それに、クイズ出す前に引っかかってるし！　ある女の母親が死んで、葬そう式しきがありました。その葬式の会場で、女は知らない男に出会って、一目ぼれしました。ところが、男の名前も住所も電話番号も聞いていなかったので、後から男に連絡を取ることができませんでした。数日後、女は自分の姉を殺しました。さて、その動機は？」


    「え？　じつはその男が姉の恋人だっていうことがわかったので、恋敵を亡き者にしたんじゃないの？」


    「なんか、おまえの行動原理そのまんまの答えだな」


    「正解は？」


    「姉の葬式をすれば、またその男が葬式にきて会えると思ったから」


    「何それ？　考え方、変じゃない？」


    「これはアメリカの有名な心理学者が考えたテストで、殺人犯と同じ考えかたをするかどうか調べるんだ。ちなみに連続殺人鬼は全員、正解だったんだって」


    　っていうか、恋敵をすぐに亡き者にしようとする奴も、じゅうぶん凶悪だと思うんだが……。


    「要するに、俺が言いたいのは。二回目に四高のプールが壊れた理由、ってことだよ」


    　俺のことばを聞いて、凛りん世ぜの色白の顔が、いっそう青白くなった。


    「……それって！　あの女がプールを壊したってこと？」


    「そう」


    「一度プールが壊れたときに、今日きよう子こに会えたから？」


    「そう。それで、もう一度プールを壊せば、また妹に会えると思ったんだ」


    「それ……頭の中身が、シリアルキラーと紙一重ってこと？」


    「紙一重っていうか、そのまんまに見えるですぅ」


    　小こ麦むぎが、リピート再生中のデジカメ画面の中でカッターをなめている緋ひ影かげを見ながら、青い顔でつぶやいた。凛世が、信じたくないように首を横に振る。


    「そ、そんな危ない奴に今日子が目をつけられてるとか、そんな。だって、連絡先はわかってるじゃない、三高の水球部のフローターだってことも。いつでも会いに来れるじゃない。何もプールを壊さなくても！」


    「いつでも会いに来れるから、自分から会いに来る、ってタイプじゃなさそうだろ？」


    　俺はデジカメを指さした。カッターで水着にうっすらと切り目を入れる緋影の姿が、ふたたび再生されていた。凛世は、ごくりと息をのむ。


    「自分からアピールするのは嫌いやだ……ってことね。ちょっとわかるわ。根ね雪ゆき緋影はけっこう美人だけども、美人ほど自分と相手のルックスの差に優劣つけるのよ。だから今日子みたいな、人気的にもルックス的にも圧倒的に攻略不可能なスペックの相手に対しては怖おじ気けづいちゃって、告白とか絶対無理なのよ」


    「そういうものなのか」


    「モブ顔の兄あに貴きさんにはわからないと思うけど、そういうものなの」


    「モブ顔で悪かったな」


    「それで仕方なく今日子のところに来るはめになった、みたいにするために、わざわざプールを壊したわけね。っていうか、それだけのためにプールを壊すって！　イカれてるわよ！」


    　凛世は、ぞっとした目をして俺を見た。


    「もしかして……あの手首の傷もそうだったのか。ケガをしたら妹が保健室へ連れてってくれるから、傷だらけに……」


    　自分で言ってて、俺も背中がぞくぞくしてきた。


    「でも……じゃあさっき、りんりんがビシッと言ってよかったですねぇ。もう、キョコたんにはまとわりつかないって約束してくれたわけですしぃ」


    　小麦が言った。そのとき、俺の寝グセがピクンと立ちあがった。


    　妖よう気きを感じる。嫌な予感がする。


    「トイレって……少なくとも同じフロアに一個はあるはずだよな？　いくらなんでも……大のほうだって、こんなに時間かからないよな？」


    　俺の言葉を聞いて、凛りん世ぜの顔からサッと血の気が引いた。


    「ちょっ……ちょっと、携帯っ……」


    「あーだめですぅ！　キョコたんは携帯持ってないですぅ！」


    　俺の頭の中に、さっきの凛世と緋ひ影かげの会話がぐるぐると再生されていた。


    　妹が百ゆ合りじゃないと聞いたとき……つまり、自分の愛がどうしたって受け入れられっこないと宣告されたときの、緋影の呆ぼう然ぜんとした表情。


    　そして、「もう姿をあらわしません。さよなら」ということば。


    「これって……ヤバいんじゃないのか？」


    　俺は、店を飛びだしていた。凛世も俺につづく。


    「あっ、ちょっと待って兄あに貴きさん！　手分けして捜しましょ！」


    「こらぁ～、みんなお金払ってってくださいですぅ～！　荷物もどうするですかぁ～！」


    　小こ麦むぎが叫んでいたけど、今はそんな余裕は無い。


    「こむぎゅぅうう～っ、っていうかお金足りないしぃ～。どうやってお金払うですかぁぁ～！」


    　とりあえず「こむぎゅう」が出てるってことは、けっこう冷静なんだろう。俺は小麦を置いて、ショッピングセンターの中を走りまわった。


    　どこにいるんだ……妹！
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     六章　妹ピンチ超ピンチ！な件


    



    　俺は妹の姿を捜し、凛りん世ぜと手分けしてショッピングセンターの中を捜しまわった。


    　不幸中の幸いだったのは、このショッピングセンターには、妹は嫌いやがっていたが、銀ぎん嶺れい学院高校の軟派なイケメン男子たちがウロウロしていたということ。


    「あっ、三高の日向ひゆうが今日きよう子こ？　見たべ見たべ」


    　茶髪にピアス、みぞおちのあたりまで開けたワイシャツのボタン、その胸もとに頭ス蓋カ骨ルのゴールドネックレス。思わず「織お田だ信のぶ長ながか！」とツッコミを入れたくなったが、こいつらにこういう歴史的ツッコミが通用しそうには思えない。というか変にツッコミを入れると、「他人のファッションセンスにケチつけんなコラ、殺すぞホトトギス」とか言われてボコられそうなので（やっぱり信長かよ！）、そこには目をつぶっておくことにしよう。


    　とりあえず、彼らはみんな妹のことをよく知っていた。校区的にはけっこう離れているにもかかわらず、こんなチャラい奴らに目をつけられてたんだなーと思って兄としては心穏やかではなかった半面、詳しく説明しなくても目撃情報が集められて助かった。


    「日向なら、眼帯の女といっしょにエレベーターホールのほうへ行ったべ」


    「眼帯の女っ？　もしかして美人でしたか？」


    「あーまあ、日向ほどじゃねーけど美人っちゃ美人だべ」


    「やっぱり、緋ひ影かげに遭遇してたんだ……」


    　最悪の事態だ。俺は焦あせっていたけれど、心臓がガンガンして爆発しそうな頭をかかえ、必死に冷静になろうとしながらそいつらに聞いた。


    「あ、そ……それで、その二人はどんな風でしたか？」


    「どんな風って……」


    　イケメンが、キメキメにセットした髪をかき上げながら、かったるそうに言った。


    「眼帯女が、肩に日向背負ってたけど」


    　さっ……最悪の事態だーっ！


    



    　情報を集めると、エレベーターホールから屋上へ行ったらしい。俺は屋上へ上がった。


    　そこは駐車場で、びっしりと車で埋まっていた。半分ぐらい、トタン屋根の雨の当たらない部分がある。エレベーターホールは小さな建物（塔屋）になっていて、駐車場のすみっこには小さなお社やしろがある。フェンスをへだてた向こうには、換気用のファンがずらっと並んでいる。


    　俺は、車のあいだを捜しまわった。駐車場には何人か警備員がいたけれど、制服の女の子の姿は見ていないという。っていうか、雨のせいで車で来る人が多く、出入りが激しくてそれどころではない、という感じだ。


    「屋上に行ったかもしれないけど、まだ屋上にいるとは限らないしなあ……」


    　俺は車のあいだをすり抜けながら、妹の姿を捜した。雨が強くなってきて、俺は喫茶店に傘かさを置いてきてしまったことを後悔した。


    　車のせいで視界が悪い。車高の高いワゴンなんかがあると、壁みたいになって何も見えない。やっぱり携帯って要いる。お金はかかるけれど母親に頼んで、こんど俺のぶんと妹のぶんと買ってもらおう……と、俺は泥縄式にそんなことを考えながら、捜しまわった。


    　ふと……俺は、ワゴンのミラーの中で、何かがちらっと動いたことに気づいた。


    　ミラーをのぞきこむと、エレベーターホールのある塔屋が映っていた。塔屋は、エレベーターホールの上にエレベーターを動かすための機械室が乗っかっているので、三階建ての家ぐらいの大きさがある。何も異常は無さそうだけど、死角になってるのかもしれない。鳥とか雲かもしれないけど、違うかもしれない……妹かもしれない。


    　とりあえず、ワラをもつかむ気持ちで俺は塔屋のほうへ行った。塔屋の横には、細い鉄のハシゴがつけられている。警備員に見られたら注意されるかな……と、少し迷った。けれど、警備員がいる駐車場の出入り口は塔屋と反対側にあるし、トタン屋根やら車に阻はばまれてほとんど見えない。


    　何も無ければすぐ降りてくるんだから、ちょっとぐらい……と、俺は自分に言い訳して、塔屋に登った。


    「よいしょっ」


    　俺は三階建てぐらいの高さのハシゴを登りきって、屋根の上に手をかけると、体を持ちあげようとした。


    　ところが俺が体を持ちあげるまえに、誰かにぐいっと手首をつかまれた。


    「えっ……」


    　面食らっているあいだに、俺の体は屋根の上に投げだされていた。仰向けになった俺が見たものは、どす黒くうずまく雨雲の下、ザアザアと激しく降りしきる雨、その雨を全身に受けて立つ緋ひ影かげ、そして……その手に握られた、鉄パイプ。


    「緋かっ……」


    　叫ぼうとした瞬間、緋影は光の無い目で俺を見下ろし、アリを踏みつぶすよりも無表情に、鉄パイプを振りあげた。


    　……鉄パイプ、って！


    　逃げようとして俺が起きあがる前に、緋影は鉄パイプで俺の向こうずねを力任せに打ちつけた。電気のような痛みが俺の脳天まで一気に駆けあがり、俺は声も出せずに雨に濡ぬれたコンクリートの屋根の上を転がった。


    「はっ……はふっ……！」


    　前にも言ったような気がするけど、あまりにも痛みがひどいと、人間ってほんとに声が出ないんだ……俺が目をむいて口をぱくぱくして、息しかできないでいると、容赦なく緋影がもう一振り、俺の顔を狙ねらった。


    「ひっ……！」


    　俺はとっさに両腕で顔をかばった。


    　鉄パイプが、俺の両腕を打つ。女子の力といえど水球の選手、それもエースのフローターバック。さらに、水に濡ぬれたボールを片手でつかめるぐらい強い握力で握った鉄パイプだから、衝撃がまともに俺の腕に打ちつけられる。


    「……っ！」


    　もう、声を出すどころか、息もできない。痛みの電撃が脳の中を駆けめぐって、俺の全身ががくがくと震えた。っていうか、あんなに迷いの無い力で人の顔を殴ろうとするとか、もし腕でかばってなければ俺は殺されてた？


    　生命の危機を感じて恐怖に襲おそわれている俺に、そんなことを考える余裕も与えず、緋ひ影かげが勢いよく腹の上に乗っかってマウントポジションを取った。片手で俺の手首をつかんで、床に押しつける。鉄パイプの痛みもまだ引かない腕を強引に動かされて、俺は激痛を感じた。


    　そして緋影はもう一度、鉄パイプを振りあげた……が、今度は、それを俺の顔に打ちおろさなかった。静かな目で、それをポイと横に捨てた。カランカラン、と鉄パイプが転がっていく。


    　屋上には、ほかにも数本の鉄パイプや、コンクリートブロック、赤い三角コーン、黄色と黒のビニールロープなどが置かれていた。駐車場の管理に使う道具を置いているようだ。


    　緋影はどうしてパイプを捨てたんだろう？　いや、殴ってほしかったわけじゃないけど。緋影は、ちらっと駐車場の入り口のほうを見て、また俺に視線を戻した。


    「危ない危ない、警備員さんがちょっとこっちを二度見してましたよ。パイプを振りあげると、見えちゃうんですね……」


    　緋影はそう言いながら、スカートのポケットからハンカチを出した。さすが女の子、ハンカチとティッシュ（ティッシュケース入り）とクシの入ったコンパクトミラーとソーイングセット、それにストッキングの伝線修理用のキャラクター物のばんそうこうは乙女おとめの基本だもんな。


    　などと、のん気な感想を抱いだいている場合じゃない。緋影がいきなり、俺の口にそれをねじこんだからだ。


    「ぅぐ……っ」


    　声が出ない。というより、力いっぱいのどの奥のほうまでハンカチをねじこまれて、息まで苦しい。痛みで動けなくなっているあいだに、俺は黄色と黒のロープで腕と足も縛り上げられてしまい、自由をうばわれた。


    「うぐぐーっ！」


    　やっと少し声が出て少し動けるようになったときには、俺は床をイモ虫みたいに転がることしかできなくなっていた。俺を縛り終えた緋影は、俺の横に座ってうっそりと笑った。立たなかったのは、立つと警備員から見えてしまうからだろう……さっき俺が、塔屋の上に何か（緋影）が動くのを見つけたように。


    「殺そうと思ったけれど……ちょっと、考えが変わりました。だって、二人だけの旅立ちなのに、お邪魔虫にくっついてきてほしくありませんからねぇ……くすくす」


    　二人だけの……旅立ち？　何言ってんだ、こいつは？


    　俺はとまどって、視線をせわしく左右させた。その動きで、緋ひ影かげは俺が疑問を抱いていることを察したのか、ニヤリと笑いながら少し体をずらした。


    　緋影の背後に、俺は見た……塔屋から出ている避雷針。そして、その避雷針に、座った姿勢で後ろ手に縛りつけられているのは……妹！


    「もががーっ！」


    　俺は叫んだが、当然声は出せない。妹は力無くうなだれ、足はくずした正座の形で、目を閉じて、完全に意識を失っていた。


    「もがっ？」


    　緋影は妹のそばへ這はっていくと、正座をくずした姿勢で半分寝そべり、妹のひざの上にひじをかけて、しなだれかかった。


    「日向ひゆうがさんがトイレから帰ってきたところを、後ろから麻酔薬をかがせたんです。こんなこともあろうかと、解剖実験用のやつを理科室からちょろまかしていたんですよね……マジちょれーですよね、くすくすくす……」


    「もがが！」


    　なんでそんなことをしたんだ、こいつ本気でイカれてる！


    　俺は空を見上げた。雨雲はますますどす黒く、雨もますます激しくなっている。梅雨の終わりの夏の雨、今にも雷が落ちそうだ。もし雷が落ちるとしたら、当然避雷針に落ちる……だとすると、妹はどうなるっ？


    「もがーっ！」


    　俺は、クマにつかまったサケみたいにびちびちと暴れた。緋影は冷ややかに笑いながら、まず妹の小指に赤い糸を縛り、それから自分の小指にその糸を縛った。そのまま、妹のひざを手でなでるようにしながら、ふとももにほおを寄せてひざ枕状態になる。


    「くすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくす……」


    　緋影は笑っているのに、目は大きく見開いたままで、まばたきひとつしない。というか、瞳どう孔こうからして開ききっている。


    「お兄さん……今、雷が落ちたら危ないって思ってるでしょ？　わたしと日向さんと、真っ黒コゲで死んじゃうと思ってるでしょ？」


    「もががー！」


    　そこまでわかってるなら、早く離れろ、バカ！


    「それでいいんですよ……だって、日向さんは百ゆ合り趣味じゃないんでしょう？　だとしたら、わたしの恋心なんて、永遠に届かないでしょう？　この世で永遠に結ばれないのなら、天国で結ばれるという方法がありますよね……」


    　待て！　仏教では、女によ人にんは成仏できないから、男に変わってから成仏するんだぞ。つまり、この世でガチレズが、あの世ではガチホモになるんだぞ。女のときに百ゆ合り趣味の無い妹なら、男になっても薔ば薇ら趣味は無いだろう。何が言いたいかというと、つまり、死んだっておまえの思いはとげられないんだからやめろーっ！


    「もががー！」


    「死んで結ばれるなんて、文学的でロマンチックじゃないですか、くすっ……くすくすくすくすっ、くすくすくすくすくすくすくすくすくすくす……」


    　笑いが止まらない。いつまでも止まらない。


    　俺は背筋がぞっとした。釈しや迦かを誘惑しようとした悪魔マーラも、ここまで邪悪ではないだろう。おそらく戦をつかさどる悪鬼である阿あ修しゆ羅らですら、敵前逃亡したくなるレベル。


    「日ひゆ向うがさん、こんなに色白のやわらかな肌を真っ黒コゲにするなんて、ちょっともったいないですけど……鈍感な日向さんが悪いんですよ、こんなにわたしが愛してるのに、百合趣味が無いなんて。わたしが愛してるんだから、空気読んでわたしのことも愛するのが礼儀ってものだと思うんですけどね。でも、どんなに鈍感でも、許してあげますよ。だって、あなたを愛しているんですからね……」


    　遠い空から、「ゴロゴロゴロ……」と、小さな雷鳴が聞こえてきた。死刑台で聞く小こ太だい鼓このようだ。そして、その音はだんだん大きくなっていく……処刑のときが近づくのを教えるように。雷が近づいてきている。

  


  [image: ]



  
    「もががっ、もががっ、もがーもがーっ！」


    　俺はどうにかして何とかしようと、というのは要するに何もできなかったわけだけど、縛られたままびちびちと暴れまくった。


    　緋ひ影かげは妹のふとももにほおを寄せたまま、光の無い目で妹の顔を見あげ、すすけた笑みをうかべた。


    「近づいてますね、日向ひゆうがさん……終わりのときが近づいています。命の終わりだけれども、わたしたちの永遠の愛の始まりのときでもあるんですよ……。雷が落ちたら、少ぉし熱いかもしれませんね……何万ボルトもの電気が、体の中を駆けめぐるわけですから。一瞬にして血液が沸騰して、脳みそがはじけ飛ぶかもしれませんよね……そうしたら、わたしと日向さんの脳みそが混じりあって……二人の想いが混じりあって……本当の意味で、二人がひとつになれるんですね。すてき……」


    「もがー！」


    　おかしい、緋影、理屈がおかしい！


    　緋影は赤い糸をつないだ手を伸ばして、雨に濡ぬれた妹のほおを愛しげに何度も何度もなで回した。


    「大丈夫ですよ、脳がはじけてもどんなに醜みにくくなっても、わたしだけは日向さんのことを愛してあげますから……。他の人間は、日向さんの顔がきれいだから、見かけの美しさだけで好きになってるだけなんです。でもわたしは、わたしだけは、日向さんの中身をちゃんと見て、日向さんの中身を愛してるんです。だから大丈夫……日向さんが醜くなって、日向さんのうわべだけを見て好きだと言っていた嘘うそつきたちは悲鳴を上げて逃げだして、そして最後に真実の愛だけが残るんですよ……最後に希望だけが残ったという、ギリシャ神話のパンドラの箱のように。真実の愛を持ったわたしだけが、日向さんのもとに残ってあげるんですよ……くすくす」


    　緋影は、顔にはまるで天使のように慈悲に満ちた笑みをうかべているのに……その目には、どこまでも光が無い。どこまでもぽっかりとした虚無の闇やみ……その闇がひそんだ目で、緋影は笑っている。


    　雷が、ますます近づく。着々と近づいてくる。死ぬのが怖くないのか、緋影は？　いや、怖くないんだ。うっとりと夢見るように、妹のひざにほおずりをしている。


    「頭がはじけるときは、少しは痛いでしょうかね？　心配することありませんよ、日向さん……わたしが日向さんを守ってあげますから……。大事に大事に大事に大事に、守ってあげますから、だから大丈夫ですよ……。ほんと言うと、ちょっと痛いと思いますけど、そんな痛みごとき、すぐに飛びこえてしまいますからね……うふふ。もちろん、わたしだって愛する日向さんに痛い思いをさせるのは、つらいんです。でもね……」


    　突然、緋影はカッと目を見開くと、左手のレザーブレスをむしり取った。その下の包帯を外し、「ＫＹＯＫＯ　ＬＯＶＡ」と刻まれたあの傷をむき出しにすると、妹の顔にぐいぐいと押しつけた。


    「ほら、見てください！　日向ひゆうがさんの傷よりも、わたしの傷のほうがずっと痛むんです、わたしのほうがつらいんですよ！　いいえ、こんな傷は、たいしたことないんです。こんな傷よりもずっと！　日向さんを愛してしまったわたしの胸の痛みのほうが、はるかに痛いんです！　日向さんが悪いんですよ！　こんなにわたしを苦しめた日向さんが！　悪い子だから殺されて当然ですよね、死ねばいい！　死んじゃえ、死んじゃえっ！　あはははっ、あははははははははははははははははははっ！」


    　まったく笑っていない目で、緋ひ影かげはバカ笑いをした。雨は激しく、雷鳴もますます激しく轟とどろいて、緋影の声をかき消してしまう。


    　こいつだめだ、まともじゃない。完全にイカれてる、本気で妹と無理心中するつもりだ！


    「もががががーっ！」


    　俺はいっそう激しく暴れた。さっきから俺がバタバタ暴れているのは、決して、ただムダな抵抗を繰り返していたわけじゃない。濡ぬれたロープはほどきにくい、そのかわりに伸びやすい。だから、暴れてるうちにだんだんロープが伸びてきて、ついに俺の手が抜けた！


    　……やった！


    　緋影が、ハッと俺のほうを見る。相手は運動神経抜群だ、一瞬でも動きを止めたらまた押さえつけられてしまう。俺は大急ぎで口からハンカチを引っこ抜き、足のロープも外し、止めようとして俺のほうに走ってきた緋影に向けて、手近にあった赤いコーンを投げた。


    「きゃあっ？」


    　緋影がコーンを踏みつけ、ズルッと仰向けにすべった。そのあたりにあったほかのコーンを巻きこみながら倒れ、ドッと背中を打った。


    「ぅ……ひゅぅ……っ」


    　くぐもったうめき声を上げて、緋影はカブト虫の幼虫のように体をちぢこめた。背中を打って、一瞬息がつまってしまったようだ。ゾンビのように生気の無い緋影だけど、ちゃんと酸素呼吸してたんだな。


    　でも、緋影のダメージはコーンで緩かん衝しようされている。少しのあいだ全身がしびれて動けなくなっているだけで、すぐにまた息ができるようになるだろう。ぐずぐずしてはいられない。俺は大急ぎで妹に近づき、妹を避雷針に巻きつけていたロープをほどいた。


    「おい、今日きよう子こ！　起きろ、目を覚ませ！」


    　俺は妹の小指の赤い糸と、妹を縛るロープをほどきながら叫んだ。もし妹が目を覚まさなかったら、妹をかかえて、この高い塔屋からちっちゃいハシゴだけを足がかりに降りる自信が無い。いや、緋影は妹をかかえてこの塔屋を上ったわけだけど、俺にはそこまでの体力における自信は無い。


    　でも、一刻も早くここを離れないと……緋ひ影かげも危ないけど、雷も危ない。雷鳴は大きく、稲妻もぎらぎらと光り、いつでも避雷針に落ちてきそうだ。


    　もちろん緋影をそのままにしておけば、回復してきてまた襲おそいかかってくるのはわかってる。だけど俺は仏教の殺せつ生しよう戒かいを守ってるし、それに相手は女の子である。だから、とても緋影が俺にやろうとしたように、鉄パイプでぶん殴って動きを抑えるようなことはできない。


    　それで俺は、緋影をそのままに、妹を肩にかついで屋上から去ろうとした。


    　ところがその瞬間、ひゅうひゅう言いながらあえいでいた緋影がぎらりと顔を上げると、倒れたまま俺の足を鉄パイプでなぎ払った。


    「ぐあああ！」


    　ボキャッ、と鈍い音がして俺はその場にくずれた。やばい、これは足……いった！


    　肩にかついでいた妹を、床に直撃させないようとっさに姿勢を変えたせいで、思いっきり自分の頭を打った。


    　ぐわーん、と脳がひびくような感覚があった。意識が一瞬、飛びそうになる。


    「……っんだよ」


    　倒れた俺の目の前で、ゆらあっ、と緋影が立ちあがった。眼帯をしていない右目が、虫けらでも見るように俺を見下ろしていた。やっと息ができるようになって、酸素をむさぼるように、ハアハアと激しく息をついている。小指に結んだ赤い糸が、結ばれた相手を失って、風にあおられ、ゆらゆらとなびいている。


    「邪魔……っしてんじゃねーよっ、バカ兄あに貴きがァ……」


    　なんか、キャラ変わってない？


    　駐車場の整理をしている警備員から見えることももう気にならないのか、緋影は鉄パイプを大上段に振りかぶる。狙ねらってるのは、俺……じゃなくて。妹だ！


    「やめろ！」


    　俺は、とっさに妹の上に覆おおいかぶさった。鉄パイプが、俺の背中を力まかせに打った。


    「があ！」


    　俺の悲鳴にも構わず、緋影は徹底的に俺を打ちすえた。


    「はあはあはあはあはあはあはあはあ……そこっ、そこどいてくださいよぉっ……日向ひゆうがさんを返してくださいよ、お兄さぁああぁんっ……」


    　降りしきる雨の中、俺の背中が裂けて血がにじむ。


    　助けを呼ぼうとしたけれど、痛みが激しすぎてくぐもった声しか出ない。妹だけでも逃がしたいのに、妹は気を失っていて自力では動けない。だから、俺もここから動けない。


    　緋影に反撃しないと、このままじゃ殴り殺されることは目に見えてる。だけど、反撃するために少しでもここを動けば、反撃する前に次の一撃で妹が打ち殺されるのも目に見えてる。


    　だから、俺は指一本動かすことができない。


    「ここまでされても、どかないつもりですか？　マジパネェですね……だけどそういう、兄妹愛？　そういうの、ウザいんですよ。とりあえず、そのダサい十人並みのルックスで、至高の美である日向ひゆうがさんの視界に入らないでくださいよぉ？　わたしの日向さんの美しい目が、穢けがれるじゃないですかぁ？」


    　ドグッ、ボグッ、と鈍い音が俺の耳に響きつづける。俺の頭のなかはもう九十九％まで痛みのことでいっぱいになっていて、ほかのことは何も考えられなくなっていた。


    　残り一％で考えていたのは……妹のことだ。妹をどうやれば助けられるのか……こんな絶望的な状況で、俺の力の及ばない状況で、どうやれば。神に祈るしかないのか、誰か助けてくれと祈るしかないのか。


    　そのとき、俺は何かを思いだしていた。今と同じ絶望的な状況……消えゆく意識や、水たまりに揺れる黒い水、誰か助けてくれと祈って手を伸ばした先に揺れる、赤いリボン……。この記憶は、いったい何なんだ……？


    　それを考える気力もすぐに尽きて、俺は自分の体重を支えきれなくなり、妹の上に重なるように体重をかけた。雨に濡ぬれた床に、俺の顔が落ちる。横に、妹の顔が見えた……と思った瞬間、緋ひ影かげが力まかせに俺の後頭部を踏みつけた。


    「ぐぅ！」


    　堆たい積せきした泥の中に、俺の顔が埋まる。息が詰まる。


    「日向さんの視界に入んなっつってんだろォ……？　日向さんの目が腐るじゃねェかよォォ！　日向さんの目は、ダサいクズ兄貴なんか見るためにあるんじゃねェんだよ……わたしを見るためにだけあるんだよッ！　だからわたしを見ろ！　他の奴なんか見るな！　見てんじゃねェよ！　わたしだけを見ろよォォ～ッ！」


    　緋影は何度も何度も俺の後頭部をがしがし踏みつけた。


    「がっ！　ぐっ！」


    　俺はうめくことしかできない。もう指先にも力が入らない……けれど、妹のことは最後まで守り抜かないと。俺は絶対に妹を放すまいと、わずかに残った力を必死に振りしぼって妹を抱きしめた。


    「チッ……！」


    　緋影ははっきり聞こえる舌打ちをして、俺の頭から足をどけると、髪の毛をわしづかみにして顔を上げさせた。妹から引きはがされるわけにはいかない、と朦もう朧ろうとした意識の中で俺は思い、妹を抱きしめる腕に力を入れた。


    「しつこいですねぇ……まだどかないんですかぁ？　お兄さんを殺すつもりは無いんですよぉ、旅立つのはわたしと日向さんの二人だけなんですからねェ……だけど、どーしてもどかないんならっ……」


    　緋影は鉄パイプを、俺の顔の横に力まかせに打ちつけた。床のコンクリートが砕けて飛び散り、ひとつのかけらが緋ひ影かげのほおをかすめて飛んだ。


    　雨に冷え切った緋影のほおが切れて、赤い血がたらりと流れた。緋影はほおに手を当てて、指についた血を確認したあと、赤い舌で指の血をぺろりときれいになめ取った。


    「どかないんなら……どかないと……頭……狙ねらいますよ？　いいんですかぁ？　あーそうだ、いっそそのほうがいいかも知れないですねぇ？　何も、わたしたちが死ぬことないんです……きれいな日向ひゆうがさんを腐った死体になんかするより、わたしと日向さん以外、この世界に誰もいなくなれば……そうすれば日向さんだって、わたしを愛するしか無くなりますよねぇぇぇ……？」


    　緋影は両手でブロックを持って、振りあげた。光の無い目で、うっそりと笑う。俺の頭に落とすつもりだ、確実に殺される……。


    　その瞬間、俺は最初に緋影が俺を殴ってわきに投げ捨てた鉄パイプに気づいた。俺はとっさにそれを拾って、緋影のブロックを止めるため、かまえようとした。ところが、その途中で緋影がつっこんできて、鉄パイプに足をひっかけた。


    「ぎゃっ！」


    　にごった声を上げて、緋影は倒れた。ブロックを持ちあげて重心が不安定になっているところで、思いっきりコンクリートの床に背中をたたきつけられたので、緋影は息がつまって動けなくなった。だ……大丈夫か？　いくらひどい目にあわされたといっても、相手は女の子なわけで、心配にはなったが、さすがに今は妹を守るのが一番大事だ。俺は妹を守らなくちゃならないんだ！　俺の頭もグラグラしていたけど、必死に……もう力は残っていなかったから、気力だけを振りしぼって、妹に肩を貸しながらハシゴのほうへ這はいずっていった。


    　そして、ようやく俺はハシゴに手をかける。屋上まで三階ぐらいの高さがあるけれど、ケガしてもかまわない。飛び降りれば警備員に気づいてもらえるかもしれない。妹だけはケガさせないよう、俺は妹の頭をしっかりと抱きしめて、塔屋から状態を乗りだし体重を移動させようとした。


    　……が、そのとき。


    　ズルッ、ズルッ……と、泥の中で何かが這いずる音が聞こえた。ギョッとして振りかえった俺の目に、緋影が見えた。転んだダメージのせいで立てないようだが、血に染まったカッターナイフを片手に、匍ほ匐ふく前ぜん進しんで近づいてくる！


    「行かせないわよ、お兄さん……わたしから日向さんを奪う者は、全員殺す。お兄さんも三み剣つるぎさんもみんなみんなみんなみんな、わたしが殺してあげる！　日向さんのものは全部わたしのもの、シャーペンも下着も体も心も何もかも！　あはっ、日向さんのすべてはわたしのものなんですよ、だから……あははっ、だから、だから邪魔者には死んでもらいますよォォォォォォ～ッ！」


    　泥の中であがきながら、緋影が俺の足首をつかんだ。俺はぞっとして、緋影を振りかえる。


    「はっ……放せよっ、放せ、放せ放せ放せっ！」


    　俺は、必死に叫んだ。


    「おまえ妹のことが好きなんだろ？　好きならなんで殺すんだ！　お釈しや迦か様さまも、弟子に死後の世界があるかどうか聞かれてスルーしたんだぞ。仏教は、死後の世界を妄想するものじゃなくて、死を恐れる心を癒いやすための方法だってお釈迦様は言ったんだ。つまり、生きてる人間が少しでも苦しまずに生きるための哲学だってことだ。生きてるあいだが一番大事なんだ、死んだら何もかも無になるんだぞ。蓮れん如によも言ってるだろ、『朝あしたの紅顔、夕ゆうべに白骨となれる』って。妹がかわいいから好きなんだろ？　殺したらただの骨だぞ骨！」


    「かまいませんよ、骨だって愛せますから。誰もがその恐ろしさとおぞましさに顔をそむけるドクロでも、日向ひゆうがさんのものならわたしは何だって愛せるんです。わたしだけが、愛してあげられるんです」


    「そこにもう、妹の心が無いのにか？　ただの無機物でしかないのにか？」


    「わかってませんね、お兄さん……心が無いからいいんですよ……。日向さんの肉体も心も何もかも無くなってしまえば、もう日向さんは誰のものにもならない……」


    「おまえのものにだって……ならないだろっ！」


    「わたし？　わたしはいいんですよ……いっそ日向さんがいなくなってしまえば、この胸の苦しみがなくなるんですから。日向さんのかわいい顔に胸がきゅうきゅう切なくなったり、鈴を転がすような声が頭の中をぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐる無限ループしたり、ちょっとした表情に一いつ喜き一いち憂ゆうしたり、一日じゅう胸が焦こげつづけるんです。言わば、胸が一日じゅう火あぶりになってる状態なんです。心臓が熱くて痛くて辛くて、だけど日向さんがいなくなってくれればもうこんな苦しみの原因は無くなるから、楽になるんです。わたしをこんなに苦しめる日向さんが悪いんですよ、大事なことだからもう一度言いますが、日向さんが悪いんですよォォ～ッ！」


    　緋ひ影かげはそのまま腕の力で自分の身を俺のほうに近寄せると、カッターナイフを振りあげた。


    「うわあああああっ、やめろおおおおぉぉっ！」


    　俺は悲鳴を上げた。その声に気づいて、警備員たちがこっちを見た。


    「きみっ、そんなところで何をしてる！　危ないぞ！」


    　警備員たちが走ってこようとするが、車が次々に出入りするので、そちらに手を取られてなかなかこちらに来られない。緋影は無表情な目のまま、口角を切れるほど上げて邪悪な笑みを浮かべた。


    「助かったと思ってますか、お兄さん？　甘いですよ……言ったでしょ、全員殺すって。か弱い女子高生……そんなふうに油断して近づいてきたあいつら、全員殺します。そしてもちろん、お兄さんにも死んでもらいます。だけど、目撃者がこんなに多いんじゃ、全員殺すのは無理かもしれないから……もしかしたら、警察に逮捕されちゃうかもしれないから……そうしたら、日ひゆ向うがさんと別れて刑務所に入ることになるかもしれないから。日向さんに会えなくなるなんて耐えられません、わたしのいないところで日向さんが誰かと仲良くするなんて許せない！　だから殺す、全員殺す、日向さんも殺してわたしも死ぬ、そうすれば永遠にわたしたち二人は結ばれるんですよォォ～ッ！」


    　緋ひ影かげは、カッターナイフを高々と振りあげ、妹に突き刺そうとした。


    「やめろって言ってるだろーがっ！」


    　俺はとっさに、カッターナイフをつかんだ。


    　その瞬間、俺の脳天をすさまじい痛みが突き抜けた。カッターナイフの刃が俺の握った手の中を走り、真っ赤な血がほとばしる。


    「ぐぅ……！」


    　俺はうめいた。でも、この手を開けば緋影はまた斬りつける。放すわけにはいかない。俺は、かえって握る手にぐっと力を入れた。無表情だった緋影が、ぴくんとわずかに反応した。


    「……何やってるんです？　お兄さん、あなたバカなんですか？」


    「何が……だよっ」


    「手……ケガしてるのに、逆に刃を握るなんて。痛いでしょ？　バカでしょ？」


    「だって放したら……おまえ、また妹を切りつけようとするだろっ……！」


    「このまま引っこ抜いたっていいんですよ？　そうしたら、お兄さんの手の中はズタズタの真っ赤なボロ雑巾みたいになりますよ？」


    　ぞくっ、と俺の背筋に冷たいものが走った。緋影の言うとおりだ……でも、だからといって今、この手を放したら、結局切りつけられるだろう。


    「……やってみろよ」


    「えっ」


    「これぐらいの傷……アリの念仏みたいなもんだ」


    「つ、強がってるけど、痛いでしょ？　痛いはずですよ、正直に言ったらどうなんです？　だって、わたしの手首のこの傷だって、ずいぶん痛かったんですから……！」


    「俺とおまえの傷は違うんだよ」


    　俺は、緋影をにらんで言い切った。


    「俺の傷は、妹をかばうための傷。おまえの傷は、妹のことをほしがる自分のための傷だ。俺とおまえじゃ、傷にかけてるものの大きさが違うんだよ！」


    　緋影の動きが止まった。思いっきり動揺しているけれど、必死に平常心を保とうとして、ニヤニヤ笑いながら、でも余裕の無いようすで焦あせって言った。


    「つ、強がりです！　もう一本足を折ってさしあげれば、素直になりますかね？」


    「いいとも、足の二本や三本折ってみろよ」


    　俺は妹の頭をしっかと抱きしめてかばいながら、緋影をにらんでどなった。


    「でもな、俺の足は折れても心までは折れないんだよ！」


    　緋ひ影かげの動きが、止まった。


    「……うっ……」


    　緋影の腕が震え、躊ちゆう躇ちよするように視線も揺れ、やがてカッターナイフから震える手を放した。


    　それで、俺もやっと手から力を抜いた。とたんに、ボトボトボトッと血が流れ落ちて、雨の屋上を真っ赤に染めた。


    「……わたしの……」


    　緋影は、雨の中で幽霊のようにうなだれ、小さな声でつぶやいた。


    「わたしの負けですね……わたしが誰よりも日向ひゆうがさんを愛してる自信があったんですが……お兄さんには、負けました……」


    　緋影は、雨の中で座りこんだまま、肩をふるわせた。うなだれた顔からぽたぽたと落ちているのは、雨なのか、それとも……。


    「こら！　きみたち、そこで何をやってる！」


    　警備員たちの怒声が近づいてきた。何も知らずに妹は、俺の腕の中で眠りながら、


    「むにゃ……。兄あにっち、大好き……」


    　と、警備員たちに聞かれたら俺がここから思わず飛び降りたくなるような寝言を、無防備に口走っていた。
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     七章　俺と妹が七夕の夜に誓った件


    



    　俺たち三人は、立ち入り禁止区域に入ったということでショッピングセンターの事務室に連れて行かれて、警備員にこっぴどく叱しかられた。


    　俺の足は立てないぐらい痛くて、俺は恥ずかしながらガタイのいい警備員さんにおんぶされて運ばれる羽目になってしまった。


    　手のケガは、コンクリートで切ったということでごまかして、事務室でガーゼと包帯を借りて自分で巻いた。妹は、事務室のソファの上に横たわって、まだ眠りつづけていた。塔屋の上で何をしていたのか、さんざん聞かれたが、俺はだまっていた。


    　緋ひ影かげは正直に口を開こうとしていたが、俺は「だまってろ」と言った。緋影自身は、俺のことばで急に目が覚めたのか……もともと、妹のことを猛烈に好きになるまではふつうの女の子だったと思うし、恋愛に免疫が無くて暴走してしまったのが慣れてきて落ちついたのかもしれないけど、とにかく自分の暴走を反省しているようだった。それで正直に謝りたかったようだけど、今回あったことを何もかも正直に明らかにしたら、それはむしろ逆に妹のトラウマになってしまう。


    「だからお互い、妹のために、今回のことはだまっておこう」


    　と、俺は警備員が上の人に報告するため席を外しているすきに、緋影にそうささやいた。緋影は、驚いた目で俺を見た。


    「それで……いいんですか？」


    「でも、嘘うそはつかないぞ。あくまでも、だまってるだけだからな。仏教の五ご戒かいの不ふ妄もう語ご戒かい、嘘をついちゃいけないんだからな」


    「お兄さんだって、こんな大ケガしたのに……警察に突きだしてくれてもいいんですよ？　っていうか……自首、しますから……。わたし……自分でしたことの罪の大きさぐらい理解していますし、罰を受ける覚悟だってできてます」


    「自首って……。いいよ、そこまで反省してくれてるんなら、もういいんだ。五戒のうちの不ふ殺せつ生しよう戒かい、これからはきちんと守れよな」


    「学校に知られて退学になったほうが、わたしが二度と水球関係で日向ひゆうがさんに近づくこともないから、お兄さんだって安心じゃないんですか？」


    　眉まゆを寄せてひそひそと問いかける緋影に、俺は答えた。


    「いいんだよ。それで妹が怖がって、俺にへばりついてくるほうが安心できないからな」


    「でももし……わたしがまた、日向さんを誘ゆう拐かいしたらとか、考えないんですか？　あまりわたしを信じないほうがいいと思いますよ……？　自分で自分を抑えられるかどうか、今はともかく、これから先はどうか正直、自信がありません。それほど日向さんは魅力的ですから……」


    「そのときはまた、俺が守るからいいんだよ」


    「またわたしに殺されかけても……？　不殺生戒をわたしが守れるか、わかりませんよ？」


    「俺が妹を守れば、おまえが不殺生戒を破ることだってないだろ」


    「でも、もし日向ひゆうがさんを守れなかったらどうするんですか？」


    「言っただろ。足を折ることはできても、俺の心を折ることなんてできない。俺の心は折れない。だから、守るって言ったらぜったいに守る。それだけの、単純なことなんだ」


    「……」


    　緋ひ影かげは、俺をじっと見つめた。そのとき俺は、けっこう恥ずかしいことを言っちゃったことに気づいて、あわてた。


    「あっ……な、内緒だからな！　妹には言うなよな！」


    「……わかりました。わたしのしたことと、お兄さんの言ったこと、どっちも……お互いに、お互いの秘密を共有するということですね」


    　あれ？　……緋影、今ひょっとして、ほんの少しだけだけど、微わ笑らった？


    　俺がそれを確認する前に、警備員が戻ってきた。ショッピングセンターのえらい人がいっしょに来ていた。


    　それで、俺たちが塔屋に上がった目的をあらためて聞かれたんだが、俺も緋影もそういうわけでだまっていた。


    　すると、仕立ての良いスーツを着たショッピングセンターのえらい人は、うっとうしそうなため息をつきながら、


    「きみたちみたいな子は、ときどきいるんですよ。まったく」


    　と、突然そんなことをつぶやきはじめた。えっ、ときどきいるって……何が？


    「エロガキが、覚えたてのサルみたいに、どこででも……」


    「エロガキ？　……えっ、なっ、何かかんちがいしてません？」


    「あそこなら人に見えないと思ってるのか、それともバカと煙は高いところに上るからか……まったく。とくに、銀ぎん嶺れい学院高校のチャラ男おどもね。ゲーセンで女の子引っかけてはアレですからね、ほんと、山ザルかと。わたしの店は、野生の王国かと。『ちょっとクレーンゲームで景品取ったったら女リスペクトして一発で落ちるわマジちょれー』とかホザいてるアホどものために、クレーンゲームのアームの設定を激げき弱よわにしてやりましたよ！　落ちるのは女じゃなくてテメーの金と景品ですよ、ざまーみろ！」


    「ひょっとして……ものすごく、怒ってます？」


    「怒りますとも！　避雷針があって危ないからって、何度言っても聞きゃしないんですからね。周辺の学校にちゃんと通達を出してるのに、ほんとに聞きゃしない。晴れてたって雷が落ちるときは落ちるんですよ、青天の霹へき靂れきと言いましてね。ちなみに霹靂ってのは、雷のことですよ」


    「あ。今、少し勉強になった」


    「いっそ、誰かが雷の直撃を受けて死んでしまえば二度と近づくバカも出ないでしょうにね！　どうせモンペとかはうちのショッピングセンターの管理責任がどーのこーのってわめくと思いますが、そんなもんてめーらのガキの自己責任なんだよ、って言い切ってやりますよ。というか、せっかくこれだけの雨なんですから、おまえらが死ねばよかったんですよ！　つーか死にやがれ、バーカバーカ！」


    　ショッピングセンターのえらい人、紳士的な見かけに似合わず、何という気持ちよくなるほどのストレートなご意見なんだろう。こりゃあ、さんざん嫌いやな目にあわされて（目撃させられて？）きてるな。


    「われわれ大人は甘ったれたクソガキとちがって、仕事で死ぬっほど忙しいから、これで失礼しますけれど。その子が目が覚めるまでは、ここにいていいですけれど。監視カメラがついてるから、よけいなことはしないように！　ついでに、これから友達を館内放送で呼んであげますけれども。再発防止のため、学校には連絡しますからね！　わかったかボケ！」


    　えらい人は怒りながら、警備員さんを従えて出ていった。


    　やがて、館内放送を聞いた凛りん世ぜと小こ麦むぎがあわてて駆けつけた。事務室のソファで眠ってる妹と、傷と泥にまみれた俺たちを見た瞬間、凛世は目を三角にして緋ひ影かげの胸ぐらをつかむと、そのほおを力まかせに平手でパシーンと張った。


    「根ね雪ゆき緋影！　わたしの今日きよう子こに何をしたのよ！」


    　え、えぐい。胸ぐらをつかまれてるから、平手で張られても緋影は逃げ場がない。力を逃にがすこともできないから、もろに平手の衝撃を受ける。さらに、胸ぐらをつかまえられて逃げられないまま連発で二発、三発と立てつづけに平手を打たれた。


    「ちょっ……待て、凛世！　やりすぎ！」


    「全然やりすぎじゃないわ、今日子を狙ねらってみんなの前でヌードにさせようだなんて、未遂でも許せない！　これは迷惑かけられた今日子のぶん！　これは心配した小麦のぶん！　そしてこれは、わたしのぶん！　そしてこれも、わたしのぶん！　ついでにこれも、わたしのぶん！　とどめにこれも、わたしのぶん！　おまけにこれも、わたしのぶん！　もひとつおまけに、わたしのぶん！」


    「おいおいおいおい！　俺のぶんが無いのはもうツッコむ余地も無いとして、おまえのぶん多すぎだろ！　この欲張り！」


    「多すぎないわよ、こっちは水着を切られて恥かかされたのよ！」


    　完全に連続往復ビンタ状態になっている。しかも凛世は見た目はきゃしゃな美少女だけど、水中の格闘技・水球の選手だ。俺があわてて止めに入ったときには、その握力と腕力で力まかせに叩たたかれて、緋影のほおは真っ赤にはれ、途中で口の中を歯で切ったのか、唇の端から血が垂たれていた。


    「いいんです、お兄さん……こんな痛み、あのときお兄さんが背負うことを覚悟した痛みに比べれば、ミジンコの屁へにもおよびませんよ」


    「え？」


    　凛世はびっくりして、俺と緋影を見くらべた。


    「な、何？　なんだか二人、仲良くなってない？」


    「いや、その……緋ひ影かげは、反省したんだ。もう妹にちょっかいかけないって、約束してくれたんだよ」


    「それ信じたの、兄あに貴きさん？　ばっかじゃないの？　もし嘘うそだったらどうするの？　みんながみんな不ふ妄もう語ご戒かいなんて守ってるようなお人よしじゃないのよ？　今日きよう子こに何かあったらどう責任取る気よ！」


    「それは……」


    　言いよどんだ俺のかわりに、緋影が言った。


    「守るって言ったんですよ、お兄さんは……。たとえ足が折られても心は折られない、何があっても自分が守り抜く、って……」


    「バラすなバカ！」


    　俺は顔から火が出そうになってどなった。凛りん世ぜの目が点になる。小こ麦むぎが手を縦にして口に当て、眉まゆをハの字にしてプッと吹きだした。


    「クサッ。クサムラサキホコリカビよりもクサッ」


    「うるせーよ！　っていうかまた新しい粘ねん菌きんの名前が出てきたな、お勉強になるじゃねーかっ！」


    「兄貴さん、そんなこと根ね雪ゆき緋影に言ったんだ……なるほどねえ」


    　凛世は目を細めて腕を組み、一人で納得したように深くうなずいている。


    「な、なにがなるほどだよ？」


    「兄貴さんにそんなこと言われたら、負けちゃうわよね。手を引くしかないかな、ってことよ」


    「え」


    「兄貴さん……見た目すごい薄いけど、じつは熱いもんね」


    　凛世が、聞こえるかどうかというような小さな声でつぶやいた。


    　俺の心臓が、ドキンとする。


    　……え？　今のそれ、もしかして、俺のこと……誉ほめた？


    　そのとき、妹がソファの上で「うーん……」と、小さくうめいて寝がえりを打った。俺はまだちょっと、凛世のせいでドキドキしていたので、妹が起きたとき妙に焦あせってしまった。なんか、たとえるなら浮気したような妙な罪悪感があって……いや、もちろん妹に対してそんな感情ありえないし、凛世だってあれだけの美少女なんだから妹の兄でなきゃ俺なんかと話もしないレベルなんだから、俺に特別な感情を持ってるわけなんかありえないので、あくまでたとえるならってことだけども。


    「あっ。キョコたん、起きそうですぅ」


    　小麦が、妹の顔をのぞきこんだ。よかった、麻酔薬が切れてきたんだ……と、俺は胸をなでおろした。


    「今日きよう子こ、大丈夫？」


    　凛りん世ぜも、妹のほうへ行った。二人が俺たちに背を向けた……そのとき。


    「お兄さん」


    　緋ひ影かげは急に怖い目になると、俺の腕をぐいっと引っぱった。


    　細くてきゃしゃに見えるけど、水球をやってるだけあって、腕力がけっこうある。写経のための筆より重いものを持ったことがない仏教マニアの俺なんかでは、恥ずかしい話、太刀打ちできない。


    　それで、俺はよろっとよろけた。よろけて俺の顔がちょっと低くなったところを狙ねらって、緋影は赤い舌を伸ばすと俺のくちびるのすぐ横を、れろん……となめ上げた。


    　その瞬間、緋影がガラス窓の向こうにいたあの夜、風呂上がりの妹が俺にしたキスが頭の中にフラッシュバックした。あのとき、妹のキスはマシュマロのようにやわらかくて、風呂上がりということもあって温かくて、ふわんとしていた。緋影の舌はそれと違って、硬くて冷たくてねっとりとして、でもどことなくぎこちなくて、そういう不器用で不慣れな感じがなぜか胸にズキューンときて衝撃倍増で、俺は完全に固まってしまった。


    「なっ……なんで？」


    「日向ひゆうがさんの目が覚めたら、こんなことできませんから」


    　緋影は俺の耳元に口づけるほど唇を近づけ、俺にだけ聞こえるようにつぶやいた。
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    「いや、だから……なんで？」


    「かんちがいしないでください、お兄さんにキスしたわけじゃありません。日向ひゆうがさんをあきらめるつもりもありません。だって愛してるんです。本当に愛してるんです」


    「怖い怖い、すごく怖い」


    「ただ……少し、アプローチを変えることにしただけです。いきなり距離感を縮めるより、まずは友達から。そして、いきなりキスをするより、まずは間接キスから……と、いうことです」


    「えっ？」


    「あ、それとこれ……日向さんを少しでも自分のものにしたくて、混んでる電車の中でこっそり近づいて、カバンから盗んだんです。日向さんに返してあげてください。すごく大事なものみたいだったから……」


    　緋ひ影かげはささやきながら、俺の手に粘ねん菌きんシャーペンをすべりこませた。やっぱりこいつが盗んでたのか……っていうかちょっと待て、さっき言った「間接キス」ってどういう意味なんだ、何が「間接」なんだ？


    　俺が聞きなおそうとしたとき、もう緋影は俺から離れていた。なぜなら、妹がすっかり目を覚ましていたからだ。


    「あれぇ～？　ここどこ？　なんであたし濡ぬれてるの？」


    　目をきょろきょろしている妹に、凛りん世ぜが何か言おうとしたが、空気を読んだ小こ麦むぎがその口をふさいで、必死の作り笑顔で答えた。


    「あ、あの、それは、迷子になって屋上で倒れていたからなんですよぉ？」


    「あー、そっかぁ。あたしってドジだから、もしかしてまた迷惑かけちゃった？」


    　妹は、ニコッと笑って照れくさそうに頭をかいた。凛世が絶叫する。


    「えええええええっ？」


    　俺もいっしょに絶叫したかった。そこ、納得するんだ！　この不自然な状況、まったく疑いもしらないのかっ？　すごいな妹！


    「そういえば、なんだか頭がぐわんぐわんする。貧血とかかなあ？　最近、レバーとか食べてないもんなあ」


    　それは麻酔薬のせいだ、妹よ。ほんと、妹は危あやういほど人を疑うことを知らない。もう、見ててヒヤヒヤする。


    「あ、あの……日向さん、ごめんなさい」


    　緋影が、さすがに妹にすべてをだまったままでは胸のつかえが取れないのか、小さな声で謝った。妹は首をかしげる。


    「えっ、何、何？　なんで謝ってるの、根ね雪ゆきさん？」


    　妹の底抜けに人を疑わない瞳を前に、さすがの緋影も、眼帯をしていないほうの右目から、スーッと静かに涙を流した。その涙を見て、凛世と小麦もだいたい何があったのか察しがついたようで、苦虫を噛かみつぶしたような、警戒するような表情で緋ひ影かげと今日きよう子こを見守っていた。


    　まあ、こいつらには「恋敵がたき」ができてしまったわけで心穏やかではないだろうけど、いちおうこれで丸くおさまった、のかな？


    　……だが、ひとつだけすっきりしないことがある。さっきから言ってるけど、緋影が言った「間接キス」ということばだ。


    （だから、なんで俺のほっぺたをペロペロしたのが、『間接キス』になるんだ？）


    　それって、妹が俺のほっぺたにキスをしたことを知ってるってことだろ？


    　っていうことは……あの雷雨の夜、俺が見たあれは幻じゃなくて、緋影だったのか？　あのひさしについた泥も……緋影はずっと、俺の家の窓に張りついて、ストーカーをしてたのか？


    　妹の部屋はエアコンがあって窓が閉まってるから、窓が開いてる俺の部屋から侵入しようと狙ねらってたのか？　妹の洗濯物がしょっちゅうなくなってたのも、緋影のしわざだったのか？　今までなくなってた妹のパンツやパジャマのズボンは、家に持って帰って顔をうずめて、ハスハスと妹の匂いを呼吸してたのか？　しかも、シャーペンは返しても、それを返す気は無いっていうことか……？


    　不ふ偸ちゆう盗とう戒かいを破るなんてよくないと思います、っていうか、それ以前の問題として不法侵入しようとしてたのか！　もし緋影が不法侵入に成功してたとしたら、妹はどうなってたんだろう……と、俺の背筋は凍りついた。


    　ひょっとして、あの眼帯の下の青アザって……雷雨の夜、一瞬だけ姿が見えたのは、もしかして雷にびっくりしてひさしから落ちたのか？　それで、目を打って青アザができたのか？


    　そして、すべてを見てたのか？


    　妹が、俺にキスをしたところも？


    　見　ら　れ　て　た　？


    　ぶわっと、俺の全身の汗かん腺せんが一気に開いた。顔が熱くなって、心臓がばくばくして、嫌いやな汗がじっとりと出てきた。


    「だ……大丈夫だ大丈夫だ大丈夫だ、見られてない見られてない見られたかもいや見られてない……」


    　俺は自分自身を洗脳するように、必死につぶやいた。


    　濡ぬれた服を脱ぎながら、妹は首をかしげて、


    「兄あにっち、何つぶやいてんの？　っていうか、きゃあああああ！　そっ、そのケガどうしたの？」


    　妹は、あわててソファから飛びおきて、俺のほうに走ってくる。


    「ほんと兄っちってドジなんだから、あたしがそばについてないと、ケガして死んじゃうんじゃないの？　ほんと、いつまでも手がかかるんだから！」


    　と、人の苦労も知らずにえらっそーに言った。俺はムッとしたけど、ちらっとそんな俺に向けられた緋影の表情が、一瞬、えらく優しく微ほほ笑えんでいたように見えた。


    



    　俺の足は、いちおう保健委員であるところの小こ麦むぎが診てくれた。内出血で腫はれてるのと、広範囲に内出血したせいで痛みが出てるだけで、打撲のダメージが回復してきたらいちおう何とか立てたし、骨は大丈夫っぽい感じだった。


    　制服はぐしょ濡ぬれだったので、ショッピングセンターで新しい服を買って、制服はビニール袋に入れて持って帰ることにした。あまり持ち合わせがなくて、二人とも長いズボンを買うだけの金もなかったので、俺がハーフパンツ、妹はショートパンツ、上着は三百円ショップのタンクトップで、靴も三百円ショップで買ったサンダルだ。二人合わせてトータル二千五百円という、すさまじくデフレなコーディネートである。


    　いや、凛りん世ぜは金持ちなんだから二千円でいいから金を貸してくれれば、俺も妹も長いズボンを買えたんだ。一円も貸してくれずに、あまつさえ、


    「キョコたん、ショートパンツなら布が少ないから安いわよ～♪」


    「そうですよぉ～。これなんて、五百円ですってぇ～♪」


    　などと、小麦と結託して、しきりに妹にショートパンツをすすめていた。こいつら、自分が見たかっただけだな。いつも妹の水着を見てるのに、それより露出の少ないショートパンツで何を今さら萌もえるというのか？


    　いや、露出が少ないからこそ、萌えるのか？　俺には理解できない、深遠なる百ゆ合りの世界はよくわからん。


    



    　とりあえず俺と妹は、駅から家までの帰り道を、その雑なデフレファッションで歩いていた。


    「兄あにっち、足、大丈夫？」


    　足を引きずっている俺に、妹が声をかけた。ぶっちゃけ、あまり大丈夫じゃない。でもそう言ったら妹がぜったい「肩貸そうか」って言ってくるのは目に見えているので、俺はだまって……。


    「肩貸すよ」


    　わー！　何も言ってないのに、いきなり妹が俺のわきの下に手を差しいれてきた！　そこまで妹がおせっかいだったとは計算外で、俺は思いっきりうろたえてしまった。だって俺のわき腹に妹の横乳がくにゅっと当たっていて、その弾力たるや、妹の奴またちょっと成長したのか、どこまで成長する気なんだ、って感じで、ああ、何だかドキドキしすぎて過呼吸を起こしそう。


    「大丈夫？　痛かったら遠慮なく言ってね、おんぶするから」


    「お、おんぶって、無理だろそれ！」


    「トレーニングしてるから、七十キロぐらいまでならおんぶできるよ。試してみる？」


    　妹が、俺に肩を貸して下のほうから上目づかいに俺を見あげる。


    　いや、俺が無理だって言ったのはそういうわけではなくて、ですね。おんぶするということは、俺の手は妹の胸のあたりに行くし、妹の手は俺のお尻しりを支えるわけだし、そして妹の背中に密着して押し当てられるところの俺のそれは……。


    「ぶるるるるる！　それを試すなんて、とんでもない！　いいから、大丈夫だから、平気だから！」


    　俺は必死にぶんぶん首を横に振った。妹は、くすくす笑った。


    「兄あにっちは、ほんと遠慮屋さんだなー」


    　違うよ！　不ふ邪じや淫いん戒かいを破るわけにはいかないから、要するにエッチなことはいけないと思うんです！


    「そ、そんなことより、そうだ！　こ、これ！」


    　俺は話題と空気を変えようと思って、ポケットから緋ひ影かげが返した粘ねん菌きんシャーペンを取りだした。妹が「あっ」と言って、目を輝かせる。


    「粘菌シャーペン！　これ、あたしの？」


    「そ、そう」


    「わー、捜してたんだよー！　どこにあったん？」


    「あ、あの……俺の部屋」


    　ごめんなさいお釈しや迦か様さま、不ふ妄もう語ご戒かいを破りました。でも不邪淫戒だけはぜったい破らないから、許し……。


    「そっか、もしかして兄っちの部屋に宿題聞きに行ったときかな？　ありがとー、ほんとに捜してたんだよ！　兄っちとの大事な思い出のシャーペンだもんね、もう二度と失なくさないから、ほんとにほんとにありがとう！」


    　妹は、俺に肩を貸しながらぎゅうっと横から抱きついてきた。弾力のある胸がぷるんと俺のわき腹を挟みこんで……ご、ごめんなさいお釈迦様、俺は不邪淫戒まで破ってしまいました！　女によ人にんは悪魔マーラだって、お釈迦様が二千五百年も前から、あんなに忠告してくれてたのに！　ああ堕おちる、魔ま性しようの妹に堕だ落らくさせられる～！


    　俺の心臓はドキドキして、そのせいで酸素が足りなくなって息苦しくなり、かといってハアハアとあえぐのも恥ずかしくて、俺は声を殺すように上を向いて、一度息を飲みこんだ。


    「くふぅ……」


    　やばい、息を飲んだ瞬間に変な声がもれてしまった。俺は、全身の毛穴から冷や汗が出るかと思った。妹はあわてて、心配そうに俺を見あげた。


    「ごっ、ごめん兄っち！　ケガしてるのに、いくら兄っちのこと好きだからって、思いっきり抱きついちゃって……どこか痛かった？　ごめんねごめんね？」


    「あう、だ、だだ……大、大丈夫、だしっ……」


    　嘘うそ。俺はまた、不妄語戒を破ってしまいました。


    　だって大丈夫じゃない、比較的俺の心臓が大丈夫じゃない。だから、兄あにっちのことが好きとかサラッとそこで挟みこんでくるな、妹！　謝る声もかわいすぎるから禁止にしないと、心臓が胸の中でばくばくと暴れている。心臓の音を妹に聞かれないかと気にしていると、ますます心臓がドキドキしてくる。


    　鼓動がありえない速度なんだけど、これってやばくないか？　心臓の音が頭にガンガンひびくし、全身は燃えるように熱くなってくるし、だめだ、もう俺、このまま心臓がオーバーヒートして死ぬかも……。


    「ねえ、兄っち」


    「ななななななななな何だっ？」


    　ふと、妹に唐突に声をかけられて、俺は思いっきりうろたえてしまった。やばい、とっても不審。妹は、雨はやんだけれどまだどんよりと曇った空を見上げて言った。


    「やっぱ織おり姫ひめと彦ひこ星ぼし、今日は会えないのかなぁ……」


    「え、ああ。織姫と彦星、か」


    　俺は必死にドキドキを抑えながら言った。空を見上げると、分厚い雲が地上の明かりに照らされて、小豆あずき色に光って見える。民家の明かりが少ない田舎のほうだと、雨の日の空は真っ黒らしいけど、この東京では雨の空は小豆色に光っている。


    「まあ無理だろうな、まだまだ降りそうな感じだし」


    「一年に一回しか会えないのに、かわいそうだよね。仏教で星や月や太陽の運行をつかさどってるのは、大だい日にち如によ来らいだよね？　あたしも、ちょっとは勉強したんだよ。じゃあ、大日如来にお祈りしたら、晴れさせてくれるかなあ……」


    「それ世界観ちがう」


    「そうなの？」


    「それに、織姫とか彦星なんて作り話だろ。本気で心配することないって」


    「そっかなあ……」


    「そうだって！」


    　俺がちょっと突き放したような感じでクールに言うと、妹は俺の顔をじーっと見つめた。穴が開くほど見つめられて、俺はちょっと挙動不審になってしまう。


    「なっ……何だ、何か用か？」


    「あの……兄っち。ありがとう」


    「なっ。何が？」


    「だって、屋上で倒れてたあたしのこと、必死に捜してくれたんでしょ。そのときにこけて、全身アザだらけになって、手までこんなにひどく切っちゃって……」


    「べ、別にたいしたケガじゃねーしっ！　別に、おまえだから必死に捜したわけじゃねーしっ！」


    「あたし、屋上で倒れてたときか事務所で寝てたときか知らないけど、夢を見てたんだ。幼稚園生のおとぎ話みたいな夢で恥ずかしいんだけど、あたしが眠り姫で、兄あにっちが白馬の王子様で、魔女を倒してあたしを助けてくれるの。そして王子様が言うんだよ……心は折れない、俺が守る、って」


    「えっ」


    　やばい。気を失ってると思ってたけど、耳から聞こえていた音で夢を再構成したのか？　寝てるときにサイレンの音を聞いたら、火事の夢を見たりするあれか？　こ、これは、あくまでもただの夢ってことにしておかなくては。「へーおもしろい夢だねー」とか、軽く自然にさりげなく流しておくべきか？　ああ、意識するとなんか棒読みの嘘うそくさいセリフになりそうだ。


    「へ、へえ……お、おも、おもしろ……」


    「あーっ！」


    　俺のセリフの途中で、妹がいきなり大声で叫んだ。俺は心臓が止まりそうになって、妹を見た。


    「どっ、どうしたっ？」


    「見て兄っち、見て！」


    　妹が、はしゃぎながら空を指さした。小豆あずき色の雲が、真綿を裂くように薄くなり、そのあいだからかすかに輝く星が見えた。


    　ダイヤモンドのように強く輝く三つの星が、大きな三角形を作っている。


    「出た！　織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしだ！」


    「すごい、晴れてきたんだな。短冊の効能か？」


    「天あまの川がわをはさんで琴こと座のヴェガと鷲わし座のアルタイル、天の川の上にあるのが白鳥座のデネブ、だよね？」


    「ほう、星に詳しいとは知らなかった」


    「子供のころ、毎年二人で七夕飾り作ったじゃない。そのとき、兄っちが毎年、講釈たれてたから覚えちゃった」


    「そ、そんな毎年講釈たれてたか？」


    「うん。学校の先生になったみたいに、えらっそーに。一番最初のときって、あたしが幼稚園で兄っちが小学生だったから、兄っち必要以上に大人ぶってたよね。それから毎年七夕飾り作ってたけど、そういえばいつから作らなくなったのかな。兄っちが、折り紙を折って切ったらすごい網みたいになるやつ、『天の川』だっけ？　折り方が悪いのか切り方が悪いのか、何度やっても成功しなかったんだよなあ……」


    　そう言いながら妹が、俺の包帯の手にもう一度、手をのばしてきた。


    　妹はしばらく迷うように、俺の手のまわりで手を遊ばせていたが、ふと何か思いついたように、細い指で俺の手をそっと優しく包みこむようににぎった。


    「えっ」


    　俺は思わず、声を出してしまった。妹は、しばらくほおを赤らめたまま目を伏せて何も言わなかった……が、やがて俺の顔を横目でちらっと見て、また目をそらした。白い顔が、あざやかなピンクに染まっている。


    「あのね、兄あにっち……家に帰ったら、あの網の作りかた教えてくれる？」


    「な、なんでまた」


    「久しぶりにいっしょに作ろうよ、七夕飾り。兄っちは手をケガしてるから、教えてくれたらあたしがかわりに作るから。兄っちの手のかわりに、何だってするから」


    「七夕飾りって、今からか？　もうすぐ七月七日終わるぞ？　それに、七夕飾りよりこの時期は期末考査の勉強だろうが？」


    「でも、織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしのためだよ」


    「織姫と彦星はもう会えてるだろ、要いらないだろ？」


    「来年も、その来年も、ずっとずーっと、ずぅーっと、二人がいっしょにいられるようにだよ」


    　妹はそう言って、俺の手をつつむ指に、きゅっ……と、優しく力を入れた。俺の寝グセが、


    ピンと緊張してはねあがる。っていうか、いつからこの毛束には神経が通ったんだ？


    　俺の傷が痛くないように弱く握るその力は、切なくてはかなくて、でもたしかに俺の傷ついた手を包みこんでいた。
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    「……わ、わかった。教えてやるよ、『天あまの川がわ』」


    「やったぁ！」


    　妹は俺の肩を支えたまま、俺の胴体に抱きついてきた。もう夜とはいえ、それなりに人通りはあるので、俺はあわてて周囲の目を気にする。


    「ちょっ、やめろ！　道の真ん中で何やってんだ！」


    「兄あにっち、来年も再来年も、ずーっといっしょに七夕飾り作ろうね！」


    「はいはい、わかった、わかったから放せって！」


    　俺がどなっても、妹はどういうわけか、ますます愛いとしそうに俺の胴体にしがみついて、ひなたぼっこしてるネコみたいな幸せそうな顔で目を細めて、むぎゅーっとしていた。


    　やれやれ……来年も再来年も、ずーっとこの妹にまとわりつかれるわけか。


    　雲のあいだからかすかに光る星の下、ぴったりとくっついてくる妹の体温や鼓動をはっきりと感じながら、俺はため息をひとつついた。

  



  
     あとがき


    



    　読者の皆様、このたびは『女子モテ②』を読んでくださって、どうもありがとうございました。おかげさまで『女子モテ①』が大好評だったらしく、担当さんに「とっとと②を書け！」とせっつかれて、このたびぶじお届けすることができました。


    　緋ひ影かげでなくても、恋愛の距離感の取りかたって難しくないですか？　どれぐらい好きなら告白してもいいレベル、いやこれは友達だろ、とか。私はメンクイで一目ぼれしやすいのですが、相手のことを何も知らないのに好きになるのっておかしいかな、と悩んだりしました。で、そこから理論が超展開して、「知らない人を好きになるなんておかしくない？」→「相手のことを知ってれば好きになってもおかしくないよね？」→「まずはお友達から始めよう」→「とつげきー」と突撃をかけていました。


    　この「まずはお友達から」のきっかけがそもそも難しくて、同じクラスなら委員長のところに行って、プリントとかを渡すお使いがないか聞いたり。週番の手伝いとかは、さすがに不自然かなーと思うので、もうちょっと親しくなってからで。他のクラスなら、同じ部活の子をつかまえて友達の友達からと外堀を埋めながら、じりじりと本丸を目指して突き進んでいったり。ああなんか、ちょっとストーカー気質入ってたかも……。


    　緋影の名前、「日陰」の音と、血だまりに落ちる影のイメージが重なって、ひらめいた瞬間、これは良いヤンデレネームだと、何かがつかめた気がしました。まるで白雪姫の物語の冒頭のような、白い雪に血の赤と影の黒。これだけでひとつのヤンデレ物語のはじまり（あるいは終わり）のようではないでしょうか。


    　ヤンデレといえば映画『ミザリー』が代表的ですね。基本はサスペンスホラーなのですが、高級シャンパン「Dom Pérignon（ドン・ペリニヨン）」のことを、主人公が書いた本の中でしか知らないヒロイン（？）が「ドム・ペリグノン」と自信たっぷりに言うシーンは、切なくて悲しくて可哀想で、胸にせまります。知らない方はショップでＤＶＤを借りて観てみてください。あっ、そのついでに、ドラマ『獣医ドリトル』のＤＶＤもいっしょに借りると幸せになれますよ。そう。二〇一〇年に小栗旬さん・井上真央さん・成宮寛貴さんはじめ豪華キャストで放送された、私が原作の漫画の、素晴らしい名作連続ドラマのアレですよ。え、借りるだけじゃ物足りない？　でも大丈夫♪　そんなときは遠慮なく、ＤＶＤ─ＢＯＸを買っちゃってもいいんですよォォォォ～ッ？


    　今回、多忙なスケジュールの中であいかわらず素晴らしいイラストを描いてくださったぎん先生、ありがとうございました。緋影のイラストの出来があまりにもスマッシュにヤンデレっていたおかげで、緋影のイメージがドス黒くふくらみました。


    　では、読んでくださった読者の皆様に心からの愛と感謝を込めて……くすくすくす。


    
      二〇一一年三月　夏緑＠こむぎゅうぅ～
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    夏緑


    Midori Natsu


    



    小説「魔王学校に俺だけ勇者!?」(ＨＪ文庫）「ネコにも描けるマンガ教室」（ポプラ社）「ジュニアノベライズ版　獣医ドリトル」（小学館）科学書「遺伝子・ＤＮＡのすべて」（童心社）「免疫学がわかる」（技術評論社）など、多岐に渡って執筆。漫画原作「獣医ドリトル」（小学館）は連続ドラマ化され、ＤＶＤ-ＢＯＸが絶賛発売中。
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